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所 長 教 授 大 島 駿 作

環境生態学部門

(人間環境学分野)

教授 :糸川嘉則 (客員)

(環境呼吸器病学分野)

教授 :大島駿作,助教授 .･門 政男,助手 :北市正則,講師(非常数):日置辰一朗,中島道郎,佐藤篤彦,杉本

幾久雄,今井弘行,中山昌彦,技官 :今井保代 ･技能補佐員 :谷間文子,奥田敦子,今村美貴

(老化生物学分野)

教授 :竹田俊男,助教授 :細川昌則,講師 :樋口京一,講師 (非常数):馬場満男,里内 清,岩倉洋一郎,技

冒 :松下隆詩,小岸久美子,岩井昭一,技能補佐員 :門田一美,医員 :内木定延

生態防御学部門

(感染 ･炎症学分野)

教授 :久世文事,助教授 :川合 活,講師 :桐谷良一,講師(非常数):今井節朗,中井 準,岩田猛邦,辻野博

之,中西通泰,田中健一,技官 :本間 トキェ,技能補佐員 :片岡和美,右坪展理子

(免疫学分野)

教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :鍔田武志,勅使河原計介,講師(非常数):徳永 徹,浜 島博,佐

渡敏彦,高沖宗夫,技官 :高沖悠子,技能補佐員 :中川澄江,(研修医):松田 修

(臨床免疫学分野)

教授 :泉 孝英,助教授 :平田健雄

生態調節再建学吾即弓

(臨床生理学分野)

教授 :久野健忘,助教授 :大井元晴,講師(非常数):仲 田 社,山田久和,太田和夫,山林 -,中川正清,加

藤幹夫,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子,

(胸部外科学分野)

教授 :人見滋樹,助教授 :和田洋巳,講師 (非常助):吉栖正之,秋山文滴,香川輝正, 草用 賀, 小林君美,
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事務補佐員 :陶器淳恵,間測美栄子,技能補佐員 :石橋浩一,寺本奈尾美

(補助臓器学分野)

助教才受:田村康一,助手 :藤本真意

細胞調節学部門

(分子病理学分野)

教授 :鈴木康弘,助教授 :喜納辰夫,医員 :藤田菓子

(細胞生物学分野)

教授 :永田和宏,助教授 :大川欣一,助手 :平芳一法,講師(非常数):矢原一郎,有賀寛芳,菅井尚則,技官 :

島田道子,事務補佐員 :坪田晴子

(膿妨学分野)

教授 :高橋正治,助教授 :倉揮卓也

(附属感染免疫動物実験施設)

施設長 (兼)教授 :竹田俊男,助教授 :前田道之,技官 :安岡倉-,大字雪雄,近藤照子

臨床部門共通講師(非常数):阿部光幸,伊藤春海,小野公二,胸部外科学･臨床生理学共通講師(非常数):玉井 直

(事務部)

事務部長 :馬場停次,管理課長 :北尾幸一,庶務掛長 :塩見弘之,同主任 :生駒時秀,同事務官 :池下和美,水

原貞子,同技官 :藤木清文,事務補佐員 :龍田直子,相田 薫,経理掛長 :西田芳信,同主任 :野元頼子,山田

政虞,同事務官 :中久保隆雄,天野浩明,山腰俊昭,事務補佐員 :中瀬安子,施設掛長 :谷 泰雄,同技官 :人

見博和,松浦 康,小西喜一郎,業務課長 :池田忠夫,医事掛長 :畠中秀雄,同主任 :西田善吾,同事務官 :野

田芳子,殿崎雅弘,泉森嘉宏,東部浩志,竹内孝子,事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,大谷小百合,徳田里江,

収入掛長 :橋本修身,関 保子,田村長生,事務補佐員 :多田真由美

(電子顕微鏡室)

技官 :増田 稔

(附属病院)

病院長 (兼)教授 :久世文章

(第一内科診療科)

科長 (兼)教授 :久世文事,外来医長 (兼)助教授 :倉滞卓也,病棟医長 (兼)講師 :桐谷良一,助手 :村山尚

子,田中栄作,鈴木克洋,医員 :松井保憲,(研修医):三宅淳史,千葉 秀,有田真知子,中谷光一

(第二内科診療科)

科長 (莱)教授 :大島駿作,外来医長 (莱)助教授 :門 政男,病棟医長講師 :松井祐佐公,医員 :長井苑子,

楠目 馨,西村浩一,安井一括

(外科診療科)

科長 (兼)教授 :人見滋樹,外来医長 (兼)助教授 :和田洋巳,病棟医長講師 :青木 稔,助手 :千原幸司,神

頭 徹,水野 浩,医員 :小林 淳,美崎幸平,

(理学呼吸器科診療科)

科長 (兼)教授 :久野健忘,外来医長助教授 :佐藤公彦,病棟医長 (兼)助教授 :大井元晴,講師 :三嶋理晃,

助手 :陳 和夫,医員 :中村吉法,島田一恵, (研修医):平井豊博,宮原 亮

(検査部)

検査部長助教授 :木野稔也,技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,春名和代,黒住居史,山根すま子,技術補佐

負 :冨田由美子,植村知子,上田多恵子,技能補佐員 :林 すみ子,東 沓枝,大宮初美

(放射線部)

放射線部長 (莱)教授 :高橋正治,技師長 :溝川純一,同主任 :蔵岡信良,技官 :大坂泰夫,灘井智代子,曽我

部康之,田中龍戒,平井 要,村上雅之,技能補佐員 :小林 忍,北 玲子

(手桁部)

手術部長 (兼)教授 :人見滋樹
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(麻酪部)

麻酔部長 (兼)助教授 :和田洋巳

(材料部)

材料部長 (兼)助教授 :川合 満

(輸血部)

輸血部長 (莱)教授 :泉 孝英

(薬剤部)

薬剤部長 :井狩 節,同主任 :洋間平和 技官 :藤原芸子,川田昌子,川勝一堆,薬剤師 :中島英一,奥村秀夫,

事務補佐員 :蓮田明子

(看護部)

看護部長 :平野照子,看護婦長 :松田比佐子,山本善美,丘 恵子,和多田すみ子,西森三保子,副看護婦長 :

照藤千鶴子,末田恵子,榊 喜久子,看護婦 :松本敏枝,阿部喜代子,小林梅野,寺戸美枝子,岩佐純子,大山

峯子,小林富貴子,福田千恵子,柴田佐代子,荻田孝子,山中祥子,演村初子,北川繁子,都築干香,川中マス

コ,渡田靖子,贋瀬文代,山西順子,田中澄枝,永井圭子,水上絹子,松原千里,玄 虞利子,能勢和代,田中

悦子,今西美千乃,若村智子,蒲田志寿恵,三宅重子,山道美津子,若松栄子,高瀬みさを,山口恵子,稲田ひ

ろ子,小林裕子,五箇直美,梅田正子,永利明美,濃野ヒロ子,田尻春代,高橋わき子,准看護婦 :渡部幸子,

鈴木早苗,米揮カヨ子,湯浅里意,松田初技,村西直美,稲垣美智子,内藤敏子,坂東フサ工,看護助手 :内木

カネ子,片桐久江,原田芳香,能井美千代,森 朝子,技術補佐員 :山本裕子,佐保昭子,秋里 棺,早川泉子,

曽我部京子,技能補佐員 :安部川百枝,松本不二

教 官 人 事

腫疫学分野 高 橋 正 治 教 授

昭和64年 1月 1日付で当研究所細胞調節学部門,腫疫学分野の主任教授として高橋正治教授が就任された.高

橋教授は東京都出身で,当年54歳.昭和37年 3月に本学医学部を卒業され,大学院医学研究科博士課程を経て,

天理よろず相談所病院医員 (放射線科),京都大学医学部助手 (放射線科学),愛媛大学医学部助手 (放射線医学

)を歴任された後,昭和49年11月より1年 7ケ月間米国スタンフォード大学医学部に留学して放射線生物学につ

いて研究された.帰国後,愛媛大学医学部助教授として勤務された後,昭和54年 7月より京都大学医学部放射線

医学講座の助教授として勤務されていたものである.

同教授の研究テーマは主として ｢悪性腫癌に対する温熱療法｣に関するもので,｢局所進行性癌に対する術中

照射と増感剤,加温併用療法に関する研究｣によって昭和54年度日本医師会医学研究助成賞を受賞されたほか,

国内のみならず欧米各地の学会のシンポジウムに演者として出席され,1984年には ｢Thermoradiotherapyofre-

fractorymalignanttumors:anexperiencewithmi crowaveandcapacitivehyperthermi a｣ に対して Medical

InstrumentAwardを AAMIより贈られている.当研究所では胸部疾患の研究を行う上で,画像診断や放射線

治療が極めて重要であるにもかかわらず,放射線医学を専門的に研究する教授を欠いていたが,今回,高橋教授

の就任により,当研究所に一つの新らしい研究機能が加わったものと考え,その研究の御発展を期待したい.

(大島 駿作)

臨床免疫学分野 泉 孝 英 教 揺

昭和64年 1月 1日付で当研究所,生体防御学部門,臨床免疫学分野に泉孝英教授が就任された.泉孝英教授は
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大阪府出身で当年53歳,昭和35年 3月に本学医学部を卒業され,当研究所内科学第 2部門に入局後,大学院医学

研究科博士課程を経て,昭和40年 7月に当研究所助手に就任,昭和40年 9月に ｢ツベルクリン感受性伝達因子に

関する研究｣によって医学博士の学位を授与された.昭和42年 9月より1年間,米国ロックフェラー大学に留学

し,さらに昭和46年 8月より1年間スウェーデ ン国力ロリンスカ研究所に留学され,昭和50年10月本研究所講師,

昭55年 8月助教授に昇任,今回教授に昇任されたものである.

同教授の主な研究テーマは,サルコイドーシス,慢性ベ リリウム肺,肺線維症発症機序と病態の研究で,昭和

57年 4月 ｢慢性ベリリウム肺に関する研究｣で日本胸部疾患学会熊谷賞を受賞されており,国外においてもアメ

リカ胸部医学会,世界サルコイドーシス学会にも参加されているだけでな く,調査 ･研究も数多く行われており,

同教授のこの方面における研究は国際的にも高 く評価されている.結核症が減少 した現在,免疫学を中心とした

呼吸器病学の新 しい重要な課題の専門家として泉教授に新 しい研究分野の開発を成 し遂げていただけるものと期

待 している. (大島 駿作)

分子病理学分野 鈴 木 康 弘 教 授

昭和64年 1月 1日付で当研究所細胞調節学部門,分子病理学分野の主任教授に就任された.鈴木教授は滋賀県

の出身で,年令は50歳.昭和39年 3月に本学医学部を卒業され,本学医学部附属病院にて実地修練終了後,大学

院医学研究科博士課程を経て,当研究所病理学部門において研究に従事されるようになった.昭和46年 9月より

カナダ国 トロント大学医学部に1年間留学された後,当研究所病理学部門の助手に任命され,昭和58年 7月 1日

付で助教授に昇任され,今回教授に昇任されたものである.

同教授の研究は,呼吸器の周生期医学の研究に関連 して,肺硝子膜症の病態生理学的研究に始り,その後,節

のサーファクタントの生化学的ならびに形態学的研究を積み重ね,特に最近 ｢肺のサーファクタントの 15Kア

ポ蛋白に対するモノクロナール抗体｣の作成に成功 したことから,これを基盤として,今後の分子病理学的研究

の発展が期待されている･ (大島 駿作)

環境呼吸器病学分野 門 政 男 助教授

広島県の出身,45歳,昭和45年本学医学部を卒業後,本学医学部附属病院にて研修.昭和47年 4月より福井赤

十字病院に勤務 した後,昭和48年10月,当研究所内科学第 2部門に入局.昭和49年 4月より同年 9月まで高知市

民病院に赴任 し,昭和49年10月,当研究所内科学第 2部門医員,昭和50年10月同助手,昭和59年 5月当附属病院

第 2内科講師を歴任 した後,昭和64年 1月 1日付で環境生態学部門,環境呼吸器病学分野の助教授に任命された.

専門は呼吸器内科学,とくに気管支学を中心に多 くの業績がある.医学博士. (大島 駿作)

環境呼吸器学分野 松 井 祐佐公 講 師

静岡県の出身,44歳.昭和46年 9月本学医学部を卒業,昭和47年 4月より当研究所附属病院において臨床研修

を行い,昭和48年 4月より大学院医学研究科博士課程に進み,昭和52年 3月単位取得退学,昭和52年 4月より当

研究所附属病院第 2内科医員,昭和54年 2月に同助手に任命され,昭和64年 1月 1日付で当研究所附属病院第 2

内科講師に昇任 した.

専門は呼吸器内科学で,とくに肺腫痔の診断と治療を中心とした研究を行 っている.医学博士.

(大島 駿作)

臨床免疫学分野 平 田 健 雄 助教授

島根県の出身,41歳.昭和48年本学医学部の卒業.昭和48年本学医学部附属病院および当研究所附属病院で研
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倭.昭和50年12月当研究所内科学第 2部門に医員として入局.昭和55年 8月,同助手に任命され,昭和58年 7月,

米国 NIH (Crystal教授)に留学し,昭和60年 7月に帰国した後,再び当研究所に勤務を続け,昭和64年 1月 1

H付で生体防御学部門,臨床免疫学分野の助教授に昇任 した.

専門は呼吸器内科学で,とくに免疫グロブリン産生機構や慢性気道感染症の病態に関する研究業績がある.医

学博士 (大島 駿作)

腫疫学分野 倉 洋 卓 也 助教授

昭和63年 4月研究所改組と共に新 しく誕生 した胸部疾患研究所腫疫学分野の助教授として平成元年 1月倉揮卓

也氏が就任 した.同氏は昭和47年 9月京都大学医学部を卒業後,結核胸部疾患研究所附属病院で 2年間研修医勤

務の後 4年近 く天理よろづ相談所病院呼吸器内科医員として臨床研修を積み,昭和53年 6月結核胸部疾患研究所

内科学第一部門の助手に任命された.次いで昭和60年 3月間内科学第一部門の講師に昇任 し,この間幅広 く呼吸

器疾患領域の臨床研究に従事 して来た.ことに気管 ･気管支系検査の手技を生かした診断にかんする分野で,節

癌,気管 ･気管支結核症などの検討を積み重ねて来た.また,ここ数年来,悪性鷹揚の中で特に治療術式の確立

が急務である肺癌の化学療法の研究に主力を注いでおり,多施設共同研究の成果を目指 している.今迄の研究か

ら得たより広い視野を持った今後の活躍を期待 したい. (久世 文章)

感染 ･炎症学分野 桐 谷 良 一 講 師

昭和63年 4月研究所改組と共に,結核胸部疾患研究所内科学第一部門助手桐谷良一氏が平成元年 1月胸部疾患

研究所感染 ･炎症学分野講師に昇任 した.桐谷良一氏は昭和50年 3月京都大学医学部を卒業,結核胸部疾患研究

所附属病院で 2年間研修医としての勤務を終て,次いで天理よろづ相談所病院呼吸器内科医員として 7年間勤務

の後,昭和59年 7月結核胸部疾患研究所内科学第一部門に就任 し,天理病院勤務中より同氏の研究課題であった

慢性気道感染症の臨床的研究を継続 し,数年来気道の感染防御能解明の一環として,気道上皮の線毛細胞の超徴

形態,線毛運動機能の解析を中心として研究成果を挙げつつある.昭和62年度,英国プロンプ トン病院 ･心肺研

究所-の半年間の出張期間中開始された共同研究を現在も続けている.今後の発展を期待 したい.

(久世 文事)

老化生 物学分野 細 川 昌 則 助教授

老化生物学分野の助教授に昇任 した細川君は1976年京都大学医学部を卒業,本研究所第一内科および検査部の

研修医,医員を経て1979年病理学部門の助手となった.1984年 1月より米国フィラデルフィアの Wistar研究所

の VIJ･Cristofalo教授のもとに留学,細胞生物学的手法を用いるinvitroagingの研究に従事,1986年 1月帰国

した.本研究所においては SAM の開発初期より SAM の研究に参加,その系統樹立, 維持, そ して SAM

研究チームの育成に努力した. とくに実験′J＼､動物の老化バイオマーカ-の客観的評価法として "GradingScore

System''を完成させると共に,老化病態の 1つである老年性白内障を高頻度に発症する系統の分離に成功 し,覗

在その発症機序の究明にあたっている.今后,老化研究を貢に `̀science''として発展させるため ｢老化生物学｣

の発展が不可欠と考えるが,老化生物学分野の存在もその意味で大きい.細川君がこの研究チームの `̀かなめ''

としてのみならず,広 く内外の老化研究の先駆としての活躍を期待する･ (竹内 俊男)

老化生物学分野 樋 口 嘉 一 講 師

老化生物学分野の講師に昇任 した樋口君は京都大学農学部の修士課程を修了后1980年 4月より医学研究科博士
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課程に進学,本研究所病理学部門にて SAM にみる老化アミロイド症について主として病態生化学的研究を行

い,新しい老化アミロイド蛋白 ASsAMとその前駆物質 apo-A-Ⅲの画期的な発見となった.1986年 2月より

NIH の分子病部門の Dr,B･H･B･Brewer,Jrのもとに留学,血清 リポ蛋白の分子遺伝学的研究に従事,1988年

1月帰国した.現在老化アミロイド症発症機序をめざし分子遺伝学あるいは発生工学的手法を用いて新たな挑戦

を始めており,遺伝子レベルでの本症発症機序の解明に大きな突破口を開くものと期待される.また近い将来こ

れらの研究は,現在全く謎につつまれている老化基本機構の分子レベルでの研究に発展するものと思われる.持

ち前のねぼり強さと若さで,この前人未踏の課題に敢然と立ち向うことを期待し,健闘を祈る.(竹内 俊男)

分子病理学分野 喜 納 辰 夫 助教授

喜納辰夫君は1974年に静岡大学理学部を卒業後,京都大学大学院理学研究科に入学し,村松繁先生の下で免疫

学を専攻した.1978年に胸部研細菌血清学部門助手となり,主にヘルパー系T細胞の機能に関する研究を行なっ

てきた.数年前から胸腺中におけるT細胞分化の機構を解明する仕事に従事 し,その中心的役割りを担ってきた.

1987年 4月講師に昇任 し, 同年 6月から1989年 6月まで米国スタンフォー ド大学-留学し,Dr･Weissmanの下

で研鎖を積んだ.スタンフォード大学においても,引き続きT細胞分化の機構に関する研究を進めるため,胸腺

ス トローマ細胞に対するモノクロナール抗体を作る多くの-イブT)ド-マを樹立してきた.今後これらの抗体を

利用してT系列細胞とストローマ細胞の相互作用を分子レベルで解明する仕事にとりかかる.今後は助教授とし

て本研究所の発展に大きく寄与してくれるものと期待している. (桂 義元)

免疫学分野 勅使河原 計 介 助 手

勅使河原計介君は1977年に京都大学医学部を卒業後,内科で研修を終えた後1980年に医学部免疫学研究施設の

大学院に入学した.大学院在学中は淀井淳司先生と共に,成人T細胞白血病細胞が産生する Ⅰし2レセプター発

現を増強するリンホカインである ATL-derivedfactor(ADF)を発見した.1985年から,IL-2および IL-2レセ

プターの研究で世界的に有名なダー トマス大学の Dr･K.A･Smithの研究室に留学した.2年半の滞在中は,

IL-2のレセプターの構造の研究に従事し,高親和性 IL-2レセプターを構成するコンポーネントの1つであるβ

級 (p75)を発見し,その構造と機能を解明した.1989年 2月より当研究室に着任 した.IL-2と Ⅰし2レセプタ

ーシステムを 1つのモデルとして,T 細胞の分化増殖の機構及び白血病発症の機構を解明する仕事と共に,後進

の育成にも寄与してくれるものと期待 している. (桂 義元)

補助臓器学分野 田 村 康 一 助教授

1971年に京大医学部卒業,当研究所胸部外科に入局,肺外科を国立療養所芋多野病院 (生島宏彦博士)にて,

心臓血管外科を市立静岡病院 (秋山文弥博士)にて修め,1981年当研究所胸部外科助手,1987年 1月 1日同講師

に昇任,今回,1989年 1月 1日付けで補助臓器学分野の助教授に昇任された.研究は一貫 して人工臓器,特に人

工血管の開発を中心に研鏡 している.博士論文は ExperimentalApplicationofPolyvinylAIchohoISilicaf♭r

SmallArtificialVessels(BIOMAT･,MED･DEV･,ART.ORG1986)今後は後輩を指導 し,胸部疾患全般にわた

る補助臓器の研究を推進 し,胸部外科分野,医用高分子研究センター等との学際研究を展開してくれるものと期

待する. (人見 滋樹)

胸部外科分野 青 木 稔 講 師

1976年京大医学部卒業,当研究所胸部外科に入局,長尾病院 (山本博昭博士)に2年間勤務後,大学院博士課
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程にて学ぶ.博士論文は Peroxidaseactivityinrattrachea上epithelium andgland(Experimentaland Mole-

cularPathology1986)･1983年から京都桂病院呼吸器センターにて胸部外科を専攻し1985年 4月 1日付けで胸部

外科助手に着任 し肺移植の研究を開始 した.1989年 1月 1日付けで講師に昇格された.西 ドイツ-ノーバー大学

に肺移植の臨床的研究のため1989年 8月より約 1年の予定で留学する.バランス感覚に富み,温かく誠実な人柄

で,外科チームの要となっている. (人見 滋樹)

胸部外科分野 水 野 浩 助 辛

1979年京大医学部を卒業,当研究所胸部外科にて研修の後,1980年 9月より天理病院胸部外科(北野司久博士),

1981年 1月より国立療養所芋多野病院 (生島宏彦博士),1987年11月より高槻日赤 (加藤幹夫博士)にて胸部外科

を修練した.一方,京大医高研 (清水慶彦教授)で人工肺の研究を進めてきた.今回,1989年 2月 1日より当胸

部外科の助手に着任 した.斬新な着想の持ち主で研究面でも臨床面でも,今後の飛躍が期待される.コンピュー

ターに強いのも当教室にとって有難いことである. (人見 滋樹)

細胞生物学部門 平 芳 一 法 助 辛

昭和55年甲南大学理学部生物学科を卒業後,同大学院修士課程に進み,その間,中村遵教授のもとで分子生物

学的訓練を受けた.昭和58年京都大学医学研究科に入学,ウイルス研究所畑中正一教授の研究室に入り,また大

学院の最後の一年間は当研究所,細菌血清学部門桂義元教授の研究室で,西川伸一助教授とともに仕事をしてい

る.ウイルス研時代は,HTLV-1のクローニングを行ない,胸部研時代にはウィットロック･ウィッテ培養によ

り,試験管内でB細胞を分化させるシステムを確立した.特に後者は,細胞生物学的な志向性の上にたって,徳

本来のバックグラウンドである分子生物学的な方法がうまく取り入れられている.昭和62年 4月 1日付けで,細

胞生物学部門の助手に採用されたが,現在は新 しい熱ショック蛋白質の eDNA クローニングをめざして仕事を

展開中である.

性格きわめて明るく,多数の後輩,大学院生の面倒をよく見,雑用にも少 しも嫌な顔をせずてきぱきとかたず

けてくれる.我がグループの大黒柱的存在である.我々のグループの分子生物的研究環境のセットアップはすべ

て平芳君の努力に負うものである.が,彼も仕事はこれから.まず研究にのみ専念してもらえる環境を作らねば

と自戒している. (永田 和宏)

学 術 集 会 記 録

昭和63年度 京大胸部研学術講演会抄録

教授就任講演 :放射線抵抗 がんの治療

腰痛学分野 高 橋 正 治

通常行われている外部照射法では治療効果を期待できないがんを放射線抵抗性がんとよんでいる.このような

症例に対する治療対策をテーマに,放射線増感剤や温熱療法の併用,術中照射法について研究してきた.

放射線増感剤は,古 くは BUdR (BrdU)や 5-FU などのハロゲン化ピリミジンのように,放射線の最大のタ

ーゲットである DNA,DNA合成に対する放射線障害を相乗的に増強する物質と,現在なお研究中である低酸素

性細胞増感剤とがある.前者はとくに,BUdR と5-FUを少量づつ併用することによって,より大きな増感効果
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が得られることを作用機序,pharmacokinetics,実験腫癖に対する増感率 (SER)から証明したのち,約60例の上

顎癌,舌癌に応用 した.その結果,著明な一次的治療効果を得たが, 3年を経ると再発する症例がときどきみら

れ,その原因が薬剤のとり込みが少ない低酸素層の Q (qtliescent)細胞が "recruit''することに由来すると考え

られたので,興味は放射線抵抗性である低酸素性細胞増感斉胴こ向けられた.ミソニダゾ-ルで代表された当時の

低酸素性細胞増感剤は神経毒性が強 く,十分な有効量を投与できなかったので,その後,合成化学者との共同研

究によって,毒性が低 く,効果の高い有望な増感剤が開発されるに至 り,現在,前臨床試験が行われている.

温熱療法は 42-45oC の加温を行う方法で, これによって放射線効果は著 しく増強される. とくに低酸素層の

細胞にも強い致死効果を与えること,また腫療血管が強い傷害を受ける (腫療系によって異るが)ことを組織学

的に確認 した.この所見は, 臨床上の興味深い問題点とも関連 している.すなわち, とくに径が 7-8cm を超

える大きな腫癌の場合,縮小が得 られない (NR)症例の中にも,長期にわたる経過観察中,再発することなく,

むしろ徐々に縮小するものが認められた. このような症例では,CT上,腰痛の大部分を 占める著明な低吸収域

(LDA)が認められ,組織学的には強い壊死に陥っていることが分った.このような著明な LDA は放射線単独

では認められず,温熱療法に特異的な所見であり,腫癌の血管破壊による出血性壊死と壊死巣の修復の遅延によ

るものと考えられた.したがって,温熱療法を併用 した場合,腫療縮小率に基づ く臨床効果判定のみでは不十分

であることを問題点として指摘 してきた.

術中照射法は病巣に隣接する放射線高感受性の正常組織 (臓器)を手術操作によって照射野から外 し,電子線

を用いて全麻下に大線量を一回照射する方法である｡電子線を使用すること, 1回照射の放射線物理学的,生物

学的意義について理論的裏付けを行い,各種の消化器癌,前立腺癌,骨軟部組織腫癌,脳腫癌に対して応用 して

きた.胸郭内のがんに対しても 60Coによる数例はあるが,根治線量を安全に照射するためには電子線を使用す

る必要がある.

特発性間質性肺炎 ･肺線維症 一臨床経過,病理像か らみた疾患像の再整理一

臨床免疫分野 泉 孝 英

原因不明の間質性肺炎 ･肺線維症とは,①労作時息切れに始まる呼吸困難と胸部Ⅹ線上のびまん性陰影を主徴

とし,原因は不明で腰原病のような間質性肺炎像を呈するような疾患を伴っていない.⑧臨床経過の面からは急

性,悪急性,慢性に分類され,慢性型では急性悪化をみることが少なくない.④治療の面からみると,ときにス

テロイド剤の有効な症例があるが,多 くは無効である.と記載される疾患群である.胸部疾患研究所において,

昭和63年12月まで行われた開胸肺生検 (160例),剖検 (65例)によって病理組織学的に診断されたびまん性肺疾

患207症例における白験成績と近年の諸報告を併せ考えると,原因不明の間質性肺炎 ･肺線維症は臨床経過,柄

表 1 臨床経過,病理組織所見,ステロイド剤に対する反応性からみた原因不明

の間質性肺炎 ･肺線維症の再分類

経 過 臨 床 診 断

急 性 急性間質性肺炎 (AIP)

亜急性 BOOP

慢 性 特発性肺線維症 (IPF)

リンパ球性間質性肺炎 (LIP)

IPFの急性悪化

病理組織所見 霜 露 点る反応性

DAD

BOOP +′-1≠

UIP

DIp -～ +

LIP ?

DAD

AIP:acllteinterstitialpneumonia(Katzenstein,1986)
DAD:diffusealveolardamage(Liebow 1967)
BOOP:bronchiolitisobliteransorganizingpneumonia(Epler,Colby,1985)
IPF:idiopathicpulmonaryもbrosis(Crystal,1975)
UIP:usualinterstitialpneumonia(Carrington,1978)
DIP:desquamativeinterstitialpneumonia(Carrington,1978)
LIP:lymphocyteinterstitialpneumonia(Liebow,1967)
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理組織所見,ステロイド剤に対する反応性からみて表 1のように再分類されることを提唱したい.

このうち,症例数がもっとも多いのは, 中高年の男子喫煙者にみられる IPFである. この予後不良の慢性の

経過をとることの多い疾患である IPFの病理組織所見の多くは UIPと呼ばれる病像である.病変の特徴は病期

に関係なく斑状の病変分布を示すことである.顕微鏡下においては,肺胞隔壁におけるびまん性の炎症から線維

化-と移行する病像としての理解は困難で,局在性の線維病巣の原因不明の増加として理解される･IPF(UIP)

の治療において,ステロイド剤は無効である･IPFは治療法としての肺移植の対象となる代表的疾患であるが,

どのような症例に,どのような時期に移植を行うべきか,Recipientの選択の問題は,今後の大きな検討課題とし

て残されている.

肺 サー ファクタ ン トアポ蛋 白の機能

分子病理学分野 鈴 木 康 弘

肺表面活性物質は, 脂質と蛋白との複合体であり, 脂質としては飽和レシチンが主でその他に phosphatidy1-

glycerol等の酸性燐脂質が含まれる.蛋白成分は約10%を占め,albumin,globulinの他,特異蛋白として 3種の

ものが存在する.SP-A と呼ばれるアポ蛋白は糖の付加の違いによって 28-36kDaの分子量をしめすが,蛋白部

分は約230個のアミノ酸より成り,N末端の分子量約 1万の部分がコラーゲ ンと同様のアミノ酸配列を持つ･SP-

Bおよび SP-Cは各々8kDa,3.7kDaの分子量を持ち,共に疎水性アミノ酸にとみ,有機溶媒中に抽出される.

SP-A は種特異性が比較的高いが,これら疎水性蛋白の一次構造には種差が乏しい.肺表面活性物質の活性発現

或は肺胞内での格子状 ミェリンの形成等にこれらの成分がどの様に関連するかについては,明らかにされておら

ず,これらの点について検討した.

1) 各種成分の機能を検討するために豚肺を用いて蛋 白成分を単離し,合成脂質との再構成法を用いて脂質

一蛋白複合体を作成 した.脂質のみでは表面活性は殆ど見られないが,飽和 lecithinと phosphatidylglycerolと

の混合物に SP-B 域は SP-C を加えた場合,これらの複合体は表面活性が高 く,気液界面に脂質が極めて早 く

拡散する.形態的に脂質のみでは球形の liposomeであるが,蛋白を付加 したものでは freeendを持つ多層の

lamella 構造がみられ,疎水性蛋白は脂質形態を修飾 し得ることが明らかとなった.次いでこれらの脂質 ･疎水

性蛋白の複合体に,calcium の存在下に SP-Aを作用させると,SP-Bとの複合体のみが格子状 ミエリンを形成 し

た.形成される格子状 ミエリンの量は含まれる各々の蛋白量と密接な関連を有 しており,更に lecithinと phos-

phatidylglycerolとの比率も重要な要素であることが示された･SP-Aを付加することによって形成された格子状

ミエリンには表面活性はみられず,以上の知見から推測すると,Ⅲ型上皮内の層状封入体では脂質と疎水性蛋白

が複合体として存在 し,肺胞内に分泌された後脂質は気液界面に吸着 しその一部は SP-A と反応 して格子状 ミ

エ リンに転換するものと考えられる.

2) ヒトでは,肺表面活性物質に関連すると考えられる疾病に新生児呼吸窮迫症候群と肺胞蛋白症があるが,

前者は肺表面活性物質の不足が原因とされている.後者の原因は明らかにされていないが,本患者より得た SP-

A,SP-B と対照肺より得た同様の蛋白を種々組合せて検討 してみると,患者 SPIA と対照 SP-B･脂質複合体

とは反応して格子状 ミエリンを形成するが,患者 SP-Bと脂質との複合体は患者 SP-A,対照 SP-A共に反応 し

なかった.このことは患者の蛋白の一部に機能的な異常が存在することを示唆するものである.また患者では,

SP-A の相対比が極めて高 く,SP-Bの機能異常と肺表面活性物質の代謝異常との関連をも示唆し,SP-Iiの分子

構造の解明が,本疾患の原因の解明の一助になり得ると考えられる.
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昭和63年度京都大学胸部疾患研究所学術講演会

開 会 の 辞

新任教授特別講演

1. これまでの研究の歩み

2. 特発性間質性肺炎 ･肺線維症

一臨床経過,病理像からみた疾患像の再整理-

3. 肺サーファクタントアポ蛋白の機能

シンポジウム ｢肺移植の臨床-の道｣

1. 肺移植の適応となる症例,移植の時期をめぐって

2. 呼吸ケア ･メニューの中での肺移植

3. 慢性呼吸不全の3症例

京大胸部研紀要 第22巻 第 1,2号

所 長 大 島 駿 作

腫疫学 高 橋 正 治

臨床免疫学

分子病理学

座 長

内科 2

羽曳野病院

内科 1

4. 移植後の呼吸調節および高炭酸ガス血症をともなった呼吸不全症例の管理

理学呼吸器科

5. 在宅酸素療法例の予後とその精神的心理的背景 神戸市中央市民病院

6. 犬肺移植における肺および気管支吻合部の病理組織学的検討 外 科

7. トロント大学における肺移植臨床例の報告 トロント大学

泉 孝 英

鈴 木 康 弘

人 見 滋 樹

長 井 苑 子

木 村 謙太郎

倉 滞 卓 也

夫

介

稔

郎

和

享

文

原

木

崎

陳

石

青

山

8. 総 合 討 論

閉 会 の 辞 所 長 大 島 駿 作

日 時 昭和64年 1月28日 (土)午後 1時30分～ 5時50分

会 場 楽 友 会 館

胸部研特別ゼミナール

〔特 別 企 画〕 M1細胞樹立20周年記念シンポジウム ｢白血病細胞 の増殖 と分化の制御｣

日 時 :1989年 3月27日 (月)13:00-17:30

場 所 :京 大 会 館

開 会 挨 拶 市 川 康 夫 (ノー トルダム女子大学)

--座 長 市 川 康 夫

1. M1細胞による白血球の分化誘導療法開発 -･.･･･････-穂 積 本 男 (埼玉がんセンター研究所)

2. ビタミンDの分化誘導作用

3. M1細胞の分化とTNF

須 田 立 堆 (昭和大学歯学部)

--座 長 平 芳 一 法

道 下 足 弘 (京都大学医学部)

4. 白血病細胞における細胞骨格異常-----------永 田 和 宏 (京都大学胸部疾患研究所)

--座 長 矢 原 一 郎

5. マウス ･フレンド細胞の細胞分化の機構--- -- -大 石 道 夫 (東京大学応用微生物研究所)

6. マス ト細胞の分化制御 北 村 幸 彦 (大阪大学医学部)

145回 1988年11月28日 C-myc蛋白質による DNA複製と転写調節

有 賀 寛 芳 (東京大学,医科学研究所)

146回 1989年 3月25日 ヒト胸腺上皮とT細胞の相互作用

中 山 雅 之 (国立小児病院,小児医療センター)

147回 1989年 3月24日 フィブロネクチンの分子生物学

一遺伝子の構造から細胞接着機能の発現まで一

小 原 政 信 (東京大学,医科学研究所)
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内 科 学 第 二 部 門

〔分 担 執 筆〕

環境呼吸器病学分野および臨床免疫学分野

泉 孝英 :2･3有機合成物および無機物,臨床産業医学全書2-1 五島雄一朗,西川憤八, 山田和生,千葉

保之,三上理一郎,島 正吾編 :産業内科学 循環器系/呼吸器系 Ⅵ職業性過敏性肺臓炎,p.732-738,区歯薬

出版,1988.

泉 孝英,宮城征四郎編 :呼吸器病レジテント･マニュアル,医学書院,1988 Ⅲ.診断一診断手技,検査の実

際,鑑別診断.D.2.気管支造影,p･99-103(今井),F.内視鏡検査,1.気管支鏡検査法,2.経気管支

生検, 3.経気管支肺生検,p･134.-140(今井),TIiLIi標本の取り扱い方,p･141(北市),4.気道分泌物の採

取法,5.気管支肺胞洗源,p･142-144(今井),BALの診断的意義,p･145-146(長井),G.右心カテーテル法,

H.血管造影,p･147-151(西村),J･血液血清検査,p･155-159(木野),K･皮膚反応,p･160-164(泉),L.

気道過敏性テス ト,p･165-167(福田),N.超音波検査,p･170-171(福田),P.病理学的検査,p･175-180(北

苗),Ⅳ.主な呼吸器疾患の診断と治療･A.肺感染症,2.肺結核,p･223-232(良),4.肺真菌症,p･235-240

(福田),B.気道線疾患,3.気管支瑞息,p･246-250(木野),4.慢性気管支炎 ･肺気腫,p･251-253(西村),

C.間質性肺疾患,1.特発性肺線維症,p･259-264(長井),2.BOOP,p･265-p･266(泉),E.アレルギー

性肺疾患,1.過敏性肺臓炎,p･270-271(泉),4.アレルギ ー 性気管支肺アスペルギルス症,p･278-p･279(木

野), F.肺腫癌, 1.肺癌,2.転移性肺腺疫,3.良性腫疫,p･280-p･291(門),G･全身性疾患に伴う肺

疾患, 1.サルコイドーシス, 2.腰原病肺,p.292-p･299(長井), 1.まれな肺疾患, 1.肺胞蛋白症,2.

肺好酸球肉芽腫症,p305-307(西村),4.Wegener肉芽腫症,p･310-311(門),J･胸膜,縦隔,横隔膜の疾患,

2.縦隔気腫,3.縦隔膜疾,p･314-317(門).

【二訳 本〕

泉 孝英,北市正則監訳,平田健雄,藤村直樹,三尾直士,江村正仁,長井苑子,松井祐佐公,門 政男, 西

村浩一訳 :びまん性肺疾患の生検診断 (FlintA,ColbyTV: SurgicalPathologyofDiffuselnmtrativeLung

Disease,Grune良 Stratton,Orlando,1987),金芳堂,京都,1988.pp.172.1章 肺生検の一般的原則,p･118(北

育), 2章 びまん性肺疾患を呈する感染性疾患,p･9-48(平田),3章 肺好酸球増多症,過敏性肺臓炎,薬剤誘

起性肺疾患 p.49-68(藤村),4章 びまん性肺胞領域傷害,p･69-80(三尾), 5章 間質性肺炎,p'81-92(江

村), 6章 贋原病に伴うびまん性肺疾患,p･93-106(泉),7章 肺サルコロイド-シス,p･107-120(長井),

8章血管性肺疾患,p･12ト138(松井),9章 悪性腫疾,p･139-152(門),10章 その他のびまん性肺疾患,p･153

-168(西村).

[綜 説〕

大島駿作 :肺の NK 細胞活性に及ぼす喫煙の影響,医学のあゆみ,144; 954,1988.

大島駿作,安場広高 :異型肺炎 :Mediame山 News,1213,8-9,1988･

泉 孝英 :特集 『サルコイ ドーシス』サルコイドーシス研究の歩み,最新医学,43(7):139ト1396,1988.

泉 孝英 :特集 『サルコイ ドーシス』サルコイドーシスの臨床と検査所見-サルコイ ドーシスの診断 ･活動度,

最新医学,43(7):1522-1529,1988.
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泉 孝英 :特集 『注目のびまん性肺疾患』びまん性疾患とは,綜合臨床,37(ll):2549-2552,1988.

泉 孝英 :特集 『注目のびまん性肺疾患』びまん性肺疾患の診断プロセス,綜合臨床,37(ll):2564-2567,

1988.

Sharma,OM P･(泉 孝英訳):特集 『注目のびまん性肺疾患』AIDS,綜合臨床,37(ll):2584-2599,1988.

泉 孝英,長井苑子:『呼吸器疾患最近の動向 (10)』呼吸器疾患における気管支肺胞洗浄液検査の意義,医学

の門,28(5):36-43,1988.

泉 孝英 :特集 『びまん性汎細気管支炎をめぐる最近の話題』びまん性汎細気管支炎症例における免疫機能.

医学のあゆみ,147(1):24-26,1988.

泉 孝英 :特集 『呼吸器疾患一特殊病態の診断と治療』気管支 ･細気管支拡張症,現代医療,21(1):2776-2983,

1989.

松井祐佐公 :肺癌治療の現状と将来-の展望,滋賀医学,10(2):ト3,1988.

北市正則 :特集 ｢サルコイ ドーシス｣サルコイドーシスの病理組織像 最新医学,43:1383-1386,1988.

北市正則 :特集 ｢サルコイ ドーシス｣サルコイドーシスの病理像,最新医学,43:1446-1453,1988.

北市正則,泉 孝英 :ヨoop,呼吸と循環,36:1075-1081,1988.

北市正則 :びまん性肺疾患の病理組織所見-DAD と UIPを中心に-総合臨床,37:2553-2563,1988.

北市正則 :原因不明の間質性肺炎の治療,ModernPhysician,9: 347-350,1988.

長井苑子,泉 孝英 :BAL と結果の解釈,臨床免疫,20:145-155,1988.

長井苑子 :肺のびまん性疾患 a,過敏性肺臓炎,臨床医,14:450-451,1988.

長井苑子 :サルコイ ドーシスの臨床と検査所見 BALF所見一病態生理学的考察, 最新医学,43:1507-1515,

1988.

長井苑子 :特発性肺線維症,特に usualinterstitialpneumonia(UIP)の病態生理,総合臨床,37:2579-2583,

1988.

西村浩一,伊藤春海 :特集 ｢サルコイドーシス｣1988 カラーグラフ サルコイドーシスおよび関連疾患の胸

部X線と CT 所見,最新医学,43(7):1387-1390,1988.

西村浩一,伊藤春海 :特集 ｢サルコイ ドーシス｣1988 サルコイ ドーシスの胸部X線と CT 所見,最新医学,

43(7):1469-1474,1988.

西村浩一,長井苑子,北市正則,泉 孝英 :肺疾患をよむ xl.びまん性粒状影で発見され,開胸肺生検で類

上皮細胞肉芽腫病変が認められたセラミック工場労働者の 1例,内科,62(6):1106-1109,1988.

西村浩一,泉 孝英 :慢性細気管支炎,現代医療,20(5):1450-1410,1988.

西村浩一,北市正則,泉 孝英,伊藤春海,金岡正樹,村田喜代史 :特集-びまん性肺疾患の画像診断,末相

気道疾患,臨床画像,4(7):70-84,1988.

西村浩一,北市正則,泉 孝英,金岡正樹,伊藤春海 :BronchiolitisObliteransOrganizingPneumoniaの X

線と CT 像の検討一開胸肺生検標本との対比-,臨床放射線,34(1):127-136,1989.

Sharma,OM P.,Izumi,T.Theimportanceofairwayobstructioninsarcoidosis,Sarcoidosis,5(2): 119-120,

1988.

伊藤春海,金岡正樹,野間恵之,小西淳二,阿部光幸,西村浩一,北市正則,泉 孝英,長井苑子,福田康二,

大島駿作,伊藤 剛,古田睦広 :びまん性肺病変の画像診断.一小葉性病変をめぐって-,画像診断,8(5):562

-571,1988.

伊藤春海,金岡正樹,西村浩一 :びまん性肺疾患の胸部X線 ･CT所見 総合臨床,37(ll):2606-2619,1988.

藤村直樹 :職業性肉芽腫性肺疾患,最新医学,43:1540-1548,1988.

〔原 著〕

Izumi,T.: SarcoidosisinKyoto(1936-1986),Sarcoidosis,5(2): 142-146,1988･

木野稔也,佐竹範夫,安場広高,福田康二,前原順一,泉 孝英,大島駿作 :釣餌店主にみられた釣餌 ｢トビ
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ゲラ｣ rTill.主恩の一例,アレルギーの臨床,8(3):2151216,1988.

木野稔也,安場広高,佐竹範夫,福田康二,鍔田利恵子,大島駿作 :携帯用 ピークフローメータ-を用いたブ

ロンコリンRの morningdipping防止効果の検討,臨床成人病,18(4):565-567,1988.

木野稔也,福田康二,安場広高,西村浩一,節原順一,佐竹範夫,鍔田利恵子,平田建雄,松井祐佐公,泉

英孝,大島駿作,伊藤春海 :遷延性好酸球性肺炎の予後一気道過敏性獲得の可能性について,日本胸部疾患学会

雑誌26(8):868-875,1988.

平田建雄 :肺胞マクセファージの トランスフェリンレセプターの性状とその発現の分子遺伝学的研究,呼吸,

8(2):219-225,1988.

長井苑子 :Angistensin Ⅲの BALF マクロファージのアクセサ リー機能におよぼす影響 特にサルコイドー

シス症例の Tlymphocytealveolitis病変形成維持における機能に関する検討, 日胸疾会誌, 26:957-964, 1989.

Nagai･S,Izumi･T,Takeuchi･M･,Watanabe･K･Oshima.S,: TheeffectofAngistensin Ⅲ (A-Ⅱ)onthe

accessoryfunctionofliALFmacrophages-A possibleautostimulatorymechanism ofTlymphocytealveolitisin

Sacroidosis-In: SarcoidosisandothergranulomatousdisordersEdsC･Grassi,G･Rizzats,E･Pozzi,Ex-

cerptaMedica,Amsterdam,p･129-134,1988･

Nagai.S,Izumi ･T･Takeuchi･M,WatanabeK･Aung･H,Izumi･T,: SmokingandInterleukin-1activlty

releasedfrom humanalveolarmacrophagesinhealthysubjects,Chest,94: 694-700,1988･

西村浩一,伊藤春海 :Ⅲ.肺結核の画像診断 2.肺の正常末相構造一特に小葉内の構造について-,結核,64

(1):55-61,1989.

福田康二,佐竹範夫,前原順一,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :絹ロウケツ染従事者に生 じた植物染料ノア

ールナフ トールによる気管支嘱息の一例,アレルギーの臨床,8(4):291,1988.

福田康二,安場広高,佐竹範夫,木野稔也,大島駿作,前原順一 :気管支嘱息患者の末輸血好中球のルミノー

ル依存性化学発光についての検討,日胸疾会誌,27(2):200-205,1989.

安場広高,木野稔也,福田康二,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,前原)TEi- :気管支噛息発作時の血小板活

性化の関与-洗浄血小板 ATP放出能および血梁 PIThromboglO-bulin(針TG),PlateletFactor4(PF4)レベル,

β-TG/PF4比についての検討-,アレルギー,37(12),1152-1160,1988.

竹内 実,泉 孝英,長井 苑子,江村正仁,三尾直士,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙の肺の NK 細胞活性に

及ぼす影響に関する研究.日本胸部疾患学会雑誌,26(3):267-274,1988.

MinoruTakeuchi,SonokoNagalandTakateruIzumi: Effectofsmokingonnaturalkillercellactivltyln

thelung,

MinoruTakeuchi,SonokoNagalandTakaterulzumi: Themechanism Ofinhibitionofalveolarmacro-

phagesonautologousbloodnaturalkillercellactivity,Chest,95(2):3831387,1989･

Sharma,OM P,良 OshimaShunsaku:HypercalcemiaandPulmonaryDisease: A DiagnosticApproach:

HoustonMedicice,4,133-141,1988.

Sharma,OM P,良 OshimaShunsaku:Tlleaetiologyandpathogenesisofsarcoidosis,TheNationalMedical

J･oHndia,1(2),6ト70,1988･

鍔田利恵子,安場広高,佐竹範夫,福田康二,北市正則,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,菊原

順一 :好酸球性肺炎で発症し真菌アレルギーの関与が疑われた hypereosinophilicsyndromeの一例,日本胸部臨

床,47(12),1040-1046,1988.

中島遺郎,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,河原崎茂孝, 谷口隆司,公文正仁 :結局 Flucytosine(商品名アン

コチル)内月酎こ Amphotericin-B (商品名ファンギゾン)吸入の併用両方が効を奏 した原発性肺クリプ トコッカ

ス症の 1例,京都市立病院紀要,8(1):79-82,1988.

金 栄治,中島道郎,内田洋子,鷹巣晃昌 :急激な経過をたどった混合性肺炎の 1剖検例,日胸,48(2),133

～137,1989.

T･Shirakawa,Y･kusaka,N･Fujimura,S･Goto,M･Kato,S･Heki,K･Morimoto,: Occupationalasthma

from combaltsensitivitylnWOrkersexposedtohardmetaldustChest,95: 29-37,1989.
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K.Murata,H.Itoh,M.Senda,YIYonekura,K.Nishimura,T･Izumi,S･Oshima,K･Torizuka: Strati-

fiedimpairmentofpulmonaryventilationin"diffusepanbronchiolitis:"PETandCTstudies".JournalofCom-

puterAssistedTomogaraphy,13(1): 48-53,1989･

加納 正,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :タイプの異なる2種の BenceJones蛋白の排浬を認めた多発性骨

髄腫,日本内科学会雑誌 77(12):1890-1891,1988.

前原順一,木野稔也,中島垂徳 :好酸球性肺炎における血清および気管支肺胞洗浄液中好酸性球遊走活性につ

いて,日本胸部疾患学会雑誌,26(7):714-719,1988.

前原順一,安場広高,木野稔也,中島重徳 :Tranilast(RizabenR)服用中発症 した好酸球性勝朕炎の発症機序

に関する免疫学的検討 アレルギーの臨床,8(7):575-579,1988.

大野聖子,中橋弥生,栗山卓弥,中村 昇,辻重行,川西康夫,浅妻茂生,中山昌彦,長井苑子,泉 孝英,

北市正則 :開胸肺生検後に自然寛解を示 した BronchiolitisObliteransOrganizingPneumoniaの 1例,日本胸

部疾患学会雑誌,28:904-910,1988.

〔学会記録,報告書,会議録〕

泉 孝英,北市正則,長井苑子,西村浩一,江村正仁,三尾直士,竹内 実,渡辺和彦,大島駿作 :特発性

UIP33例の臨床像,検査所見, 病理像について, 厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究所昭和62年度研究報告

書.p･116-118.昭和63年 3月.

Izumi,T･Sarcoidgranulomafわrmation-immunology:Outlook･ Grassi,C･,Rizzato,G･,Pozzi,E･ed･Sarcoi-

dosisandOtherGranulomatousDisorders,P･193-197,EIsevierSciencePub.,Amsterdam･1988.

Izumi,T･,Nagai,S,･Kitaichi,M,･Oshima,S･: SmokingcausesanalterationofBALFcellfindingsin

patientswithBHLsarcoidosisbutnoevidencecouldbefoundthatsmokingaffectsthenaturalcourseofBHL

sarcoidosis･Grassi,C･,Rizzato,G･,Pozzi,E.ed.SarcoidosisandOtherGranulomatousDisorders･P.423-427,

EIsevierSciencePub.Amsterdam,1988.

Izumi,T･: Anation-widesurveyofdiffusepanbronchiolitisinJapanandthehigh incidenceofdiffusepaIト

bronchiolitisseeninJapaneserespiratoryclinics･ Grassi,C･,Rizzato,G･,Pozzi,E.ed･

SarcoidosisandOtherGranulomatousDisorders,P,753-757,EIsevierSciencePub.,Amsterdam,1988･

泉 孝英:『医療のシステム化に関する研究』ll.臨床検査の適正化及び効率化.1.呼吸器疾患における検査

ガイ ドライン試案,昭和62年度政府管掌健康保険事業の効率化に関する調査研究報告書,p･8-22.

泉 孝英,長井苑子,北市正則,大島駿作 :喫煙の間質性肺疾患の成立,進展に及ぼす影響に関する研究-

IPF症例における喫煙状況と喫煙の病理組織所見に及ぼす影響に関する検討-,昭和62年度 喫煙科学研究 財団

研究年報,p･351-354,1988.

泉 孝英,長井 苑子,北市正則,江村正仁,三尾直士,渡辺和彦,竹内 実,大島駿作 :各種条件下におけ

る非喫煙者のたばこ煙吸入量とその生体に及ぼす影響について,昭和62年度喫煙科学研究財団研究年報,p･623-

625,1988.

Izumi,T･,Nagai,S･,Kitaichi,M･,Fujimura,N･,Nakayama,M･: DifferentiationbetweenidiopathicUIP

and玉OOP,Jpn∫Me且27(4)/421,1988･

木野稔也 :昆虫による気管支嘱息の研究,種々の交差反応試験による煤 ･蛾, トビケラユス リカアレルギーの

独立性の検討と各々の昆虫に特有な感作抗原分画の分子レベルでの確認,昭和63年度科学研究費補助金実績報告

香 (研究実績報告書),平成元年 3月.

KitaichilM･: Pathologyofdiffusepanbronchiolitisfrom theview pointOfdifferentialdiagosis･Grassi)C･J

Rizzato,G･,Pozzi,E.(eds),SarcoidosisandOtherGranulomatousB.Ⅴ.,Amsterdam,1988,P･74ト746･

北市正BT｣,話題提供 :IPFをどのように理解すべきか.病理･DiffuseAlveolarDamage,UIP,剖検時の UIP

と開胸生検の UIP,DIP,玉OOP,AlveolarSeptalln鮎mmation,第37回間質性肺疾患研究会討議録,p･51-81･

K･NishimuraandH･Itoh:Radiologic后ndingsofpatientswithdlffusepanbronchiolitis･ In:GrassiC･

RizzatoG,PozziE,eds,Sarcoidosisandothergranulomatousdisorders･Amsterdam: EIsevierSciencePubli-
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shersli.Ⅴ･,P･747-752,1988.

HtinAung,Izumi,T･,Nagai,S･,Takeuchi,M･,Oshima,S･: lnterleukinllProductionbyBloodMonocyte

from PulmonaryTuberculosis: 昭和62年度日本医学協力計画報告書,p･213-224,1988.

佐々木義行,西村 康,故倉 恵,川上 明,沢野哲雄,浅本 仁,西脇洗一,小林敏信,石井 奏,李 時,

楠木秀和,糸山光麿,吉田睦広,北市正則 :開胸肺生検によりDiffuseAlveolarDamageと診断された-症例,

第37回間質性肺疾患研究会討議録,p･ll-21･

吉良枝郎,岩田猛邦,河端美則,北市正則,斎木茂樹 :BOOP (Bronchiolitisobliteransorganizing pneu-

monia)とその周辺疾患,呼吸,7:652-667,1988.

〔学会,研究会発表〕

泉 孝英,長井苑子,西村浩一,北市正則,大島駿作,藤村直樹, 中山昌彦,大野聖子,辻 重行 :IPF と

BOOP の鑑別診断,第85回日本内科学会講演会 (63.4.1).

泉 孝英,長井 苑子,竹内 実,渡辺和彦,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作,藤村直樹,川添隆

司,田中 茂,中山昌彦,大野聖子,辻 重行 :BALF細胞所見からみた BOOPとIPFの鑑別診断,第28回日

本胸部疾患学会総会(63.4.26).

泉 孝英,北市正則,西村浩一,谷本晋-:『会長推薦講演』びまん性汎細気管支炎の独立性をめ ぐって-

PaneIDiscussion: DiffusePanbronchiolitis(1987.9.11ミラノ)報告,第28回日本胸部疾患学会総会 (63･4･28)･

Izumi,T･,Nagai,S･: Corticosteroidsinhibitspontaneousresolution ofBHL shadowsin sarcoidosis･

AmericanThoracicSociety1988AnnualMeeting(1988･5.10,La§Vegas)･

Izumi,T･,Nagai,S･: 間質性肺疾患 『肺胞洗浄細胞所見の臨床的価値』第16回箱根呼吸討議会 (63.5.22)･

泉 孝英 :シンポジウム 『肺線維症の臨床』原因不明のびまん性間質性肺炎 ･肺線維症に関する再検討,日本

結合織学会総会 (63.6.29).

Izumi,T･: ComparisonofclinicalandpathologlCal丘ndingsbetweenasymptomaticindividualsasdetected

byroutinehealthexaminationandsymptomaticpatientsin idiopathicUIP･ InternationalSymposium on

lnterstitialPneumoniaofUnknownEtiology(1988,10,26,Tokyo)･

Izumi,T･: Atemwegebe主AlveolitisundFibrose･ ExemplarischeKrankheitsbilderKlinik,Pathogeneseund

Therapie･Diffusepanbronchiolitis･24･TagungderGesellshaftftirLungen-undAtmungsforsvhung･(1988,12,

2,Bochum)･

泉 孝英,北市正則,長井苑子,西村浩一,大島駿作,DeRemee,R･A.,Colby,T･V･･･ MayoClinicと京大胸

部研における IPF(UIP)症例の比較,第33回 FLD シンポジウム (1.3.ll)･

木野稔也,佐竹範夫,鍔田利恵子,安場広高,福田康二,大島駿作 :昆虫による気管支鴨息の研究.(ⅩⅤ)大

気中に浮遊する吸入性昆虫抗原量の粒子径別アレルギー学的測定,第28回日本胸部疾患学会総会,昭和63年 4月

26,27,28日 (仙台).

木野稔也,佐竹範夫,鍔田利恵子,安場広高,福田康二,大島駿作,佐々木義行 :気管支鴨息患者を感作する

昆虫 (カイコ蛾麹, トビケラ趨およびユスリカ全虫体)抗原分画の検索,第38回日本アレルギー学会総会,昭和

63年 9月26,27,28日 (京都).

Kino･T,Satake･N,Yasuba･H,Fukuda･K,Oshima･S: Antigeniccross-reactivltybetweeninsects･The

13thinternationalCongressofAllergologyal1dClinicallmmunology,October16-21,1988(Montreux,Switzer-

land)I

Kino･T andOshima･S: Determinationofchironomidmidgeairborneallergen,incomparisonwithmoth,

butterRyandcaddisflyallergens･InternationalSymposium onmi teandmidgeallergy,December9-10,1988

(Tokyo)･

門 政男,安場広高,大島駿作,杉本幾久雄 :止血剤,抗生剤の投与により消失した炎症性ポ1)-プと考えら

れる-症例,第11回日本気管支学会総会(63,6.1).
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田村康一,人見滋樹,門 政男 :教育展示 ｢直視下生検による大出血例の BF所見｣異常血管,第11回日本気

管支学会総会 (63.6.1)

門 政男,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :化学療法中,多発結節状の胸

膜腫疫を認めた結核性胸膜炎の-症例,第63回日本結核病学会総会(63･6･2).

松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :肺癌無治療例の検討,第28回日本胸部疾

患学会総会 (S63.4)

松井祐佐公,門 政男,大島駿作 :5-Fu及び Ca++括抗剤の併用療法により長期生存 している肺腺癌の 1例

並びに無治療例の検討,第 2回進行肺癌懇話会 (S63.7).

YusakuMatsui,Hiroyukilmai,MasaoKadoandShunsakuOshima: Survivalinlungcancer･TheTho-

racicsocietyofAustralia,(Sydney)(63.5)･

YusakuMatsuiandShunsakuOshima: Inductionchemotherapywithetposide,cisplation (CDDP)and

cyclophosphamide(CPM)forTNN stageⅢ andⅣ smallcelllungcencer(SCLC)andclinicalevaluationof

neuronspecificenolase(NSE)formonitoringthetherapyofSCLC･,Fifthworldconferenceonlungcancer

(Interlaken,Swizerland)(S63.8)･

松井祐佐公,北市正則,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :40才未満肺癌症例の検討.罪

29回日本肺癌学会総会 (S63.10).

松井祐佐公,佐竹範夫,安場広高,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :5-Fu及び G十十抵抗剤の併用

療法により5年以上生存 している肺腺癌の 1例.第50回日本肺癌学会関西部会 (平成元年, 2月).

平田健雄,西村浩一,福田康二,安場広高,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :DPB 患者啄疾中の好中球遊走

因子と活性化因子の研究,第28回日本胸部疾患学会総会,1988.4.

平田健雄,西村浩一,福田康二,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :DPB 患者の好中球機能異常とェリスロマ

マイシン治療の好中球機能に及ぼす効果の検討,第28回日本胸部疾患学会総会,1988･4.

北市正則 :Bronchiolitisobliteransorganizingpneumonia(BOOP)の病理学的診断をめぐって,第28回日本

胸部疾患学会総会 (63.4.26).

北市正則 :BOOP という概念をめぐって-BOOPの病理像を中心に-,第52回大阪呼吸器疾患懇話会 (63.5.

18).

Kitaichi･M,Colby･T･V,Izumi･T,Yamamoto･SIKitatani･FandIwata･T: A comparativepathologlCal

studyofinnammatoryairwaysdisorders(IAD): Thesignificanceofunitlesionsofpanbronchiolitis(PB),

1988AnnualMeetingofAmericanThoracicSociety･(La§Vegas･63.5.9)･

北市正則,西村浩一,泉 孝英,長井苑子,岩田猛邦,岩田政敏,佐藤篤彦, 梅技愛郎, 宮城征四郎 :Unit

lesionofpanbronchiolitisの視点から見た DPBの病理像について一開胸肺生検標の検討成績から-第 9回びま

ん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (63.7.2).

Kitaichi･M: Alveolarseptalin且ammation: A comparativepathologicalstudyofidiopathicpulmonary

fibrosisandBOOP,InternationalSymposium onInterstitialPneumoniaofUnknownEtiology(63.10.25)･

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作 :過敏性肺臓炎,サルコイ ドーシ

スにおける BALF-T リンパ球上の CD3抗原発現差とその制御に関する検討,第28回日本胸部疾患学会総会(63･

4.27).

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,三尾直士,江村正仁, 北市正則, 大島駿作 :BALF マクロファージのアク

セサ リー機能におよぼす Angiotensin-Ⅲ の効果 :サルコイ ドーシス肺病変遷延化の秩序-の関与,第28回日本胸

部疾患学会総会 (63.4.27).

S･Nagai,M･Takeuchi,T･Mio,M･Emura,T･Izumi:TheexpressionofCD3antlgenOnBALFTcells

isslgnificantlyincreasedinpatientswithhypersensltlVltyPneumOnitisincomparisonwithsarcoidosis,annual

MeetlngOfAmerlCanThoracicSociety･(L乱sVegas,5.12.1988).

長井苑子,泉 孝英,西村浩一,北市正則,江村正仁,三尾直士,竹内 実,大島駿作 :間質性肺炎および肺

気腫症例にみられた血中ウイルス抗体価の有意な上昇について,第16回日本臨床免疫学会総会 (大阪.63･6･17).
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長井苑子 :特別講演 :肺の炎症性疾患と リンパ球,第 4回肺と免疫研究会 (63.9.17).

Nagai,S: ThevalueofBALFcellfindirlgfordifferentiationofidiopathic UIP,BOOP and interstitial

pneumoneaassociatedwithcollagenvasculardisease,Intennationalsymposium oflnterstitialPneumoniaof

unknownetiology(63.10.24).

長井苑子,竹内 実 :サルコイ ドーシス症例の BALFmacrophageの病変形成における役割 (シンポジウム:

｢サルコイ ドーシスにおけるマクロファージの機能 と役割｣) (63.ll.ll).

長井苑子 :特別講演 :びまん性肺疾患における BAL の意義, 第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.ll.

26).

S･Nagai了r･Izumi: TheregulatoryroleofBALFmacrophagesinchronicactivesacroidosis,International

Symposium BasicMechanismsofGranuloITlatOuSIn鮎mmation(ll.29.1988).

長井苑子 :肺移植をめ ぐって一適応となる症例 とその時期 シンポジウム :昭和63年度京大胸部疾患研究所講

演会 (平成元年1.28.).

西村浩一,泉 孝英,北市止別,長井苑子,木野稔也,大島駿作,大野聖子,辻 重行,中山昌彦,田中 茂,

川添隆司,藤村直樹,今井弘行,金岡正樹,伊藤春海 :Bronchiolitisobliteransorganizing pneumoniaのX線

CT 像の検討一開胸肺生検標本との対比,第28回日本胸部疾患学会総会 (63.4.27).

西村浩一,泉 孝英,北市正則,長井苑子,木野稔也,大島駿作,金岡正樹,伊藤春海 :びまん性汎細気管支

炎のX線 CT 像と伸展固定肺標本との比較検討,第28回日本胸部疾患学会総会 (63.4.28).

K･Nishimura,T･Izumi,M･Kitaichi,S･Nagai,S･Oshima,M･Kanaoka,H･Itoh,N.Fujimura: Ⅹ-ray

CTisavaluabletechniquetodifferentiatebetweenBOOPandUIP:CT-pathologlCCOrreiations,1988Annual

Meeting･AmericanThoracicSociety,(11･May1988･L乱sVegas)･

西村浩一 :シンポジウムⅢ 肺結核の画像診断. 2.肺の正常末梢構造一特に小葉内の構造について-,第63

回日本結核病学会総会 (63.6.2).

K･NishimuraandH.Itoh: IsCT usefulindifferentiatingbetween13OOPandidiopathicUIP? inter-

nationalSymposium oninterstitialpneumoniaofunknownethiology,(26,October1988･Tokyo)･

西村浩一,三尾直士,北市正則, 泉 孝英. 金岡正樹, 伊藤春海, 川口英人 :Pulmonarylymphangiomy0-

matosis 2例におけるX線 CT と開胸肺生検標本 との比較検討, 第38回閉塞性肺疾患研究会 (平成元年1.29),

福田康二,木野稔也,安場広高,佐竹範夫,鍔田利恵子,松井祐佐公,大島栴作,節原順一 :気管支嘱息患者

の末栴血好中球機能について,第28回日本胸部疾患学会総会 (63･4･28).

福田健二,安場広高,佐竹範夫,松井祐佐公,木野稔也,大島駿作,前原順一 :吸入誘発嘱息反応時の末椙血

好中球の化学発光について,第38回アレルギー学会総会 (63.9.27)･

Fukuda･K,Chihara･J,Yastlba･H,Satake･N,Tsubata･R,Kino･rr,Oshima･S: Luminol-dependent

ChemiluminescenceofPeripheralNeutrophilsinAsthmaticPatients,Ⅶ InternationalCongressofAllergology

andClinicalImmunology,(1988.10.16･Montreux)･

安場広高,木野稔也,佐竹範夫,鍔田利恵子,福田康二,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,茄原順一 :気管

支嘱息発作時の血小板活性化の関与--バ リン負荷テス トによる検討｡第28回日本胸部疾患学会総会 (63･4･27).

安場広高,江村正仁,門 政男,大島駿作 :左主気管支に発生 し,左下葉気管支拡張を伴 った BronchialCar-

CinoidTumorwithOncocyticFeaturesの一例.第34回近畿気管支鏡懇話会 (63.7.22),

安場広高 :肺アスペルギルス感染病か らARDSに陥り救命 し得た一例 :第 8回京都呼吸器 シンポジウム (63･

8.7)

安場広高,木野稔也,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :気管支嘱息発作時における血小板活性化の関与･第16

回免疫カンファレンス (63･9.24).

安場広高,木野稔也,福田康二,泉 孝英,大島駿作,前原順一 :気管支嘱息発作時の血小板活性化の関与-

血祭 FPA 値および トロンビン刺激血小板の好酸球遊走能に関する検討 第38回 日本アレルギー学会総会 (63.

9.26).

安場広高,木野稔也,福田康二,佐竹範夫,大畠駿作,前原JrlE- :PlatelethyperreactivityandreducedPF4

clearancebyendothelium inbronchialasthma,the13th InternationalCongressofAllergologyandClinical
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Immunology(63.10.21)･

江村正仁,長井苑子,泉 孝英,三尾直士,渡辺和彦,ティン･オン,竹内 実,平田健雄,大島駿作 :IPF

症例末梢血の免疫グロブリン産生細胞に関する検討 (第 2報),Bリンパ球活性に及ぼすTリンパ球の影響 につ

いて.第28回日本胸部疾患学会総会 (63年 4月28日).

江村正仁,長井苑子,泉 孝英,三尾直士,渡辺和彦,ティン･オン,竹内実,平田健雄,大島駿作 :IPF症

例におけるBリンパ球活性化状況の検討,第32回 FLD シンポジウム (昭和63年 9月10日).

三尾直士,泉 孝英,竹内 実,長井苑子,江村正仁,北市正則,大島駿作 :IPF症例における BALF,血清

中の CSF活性に関する検討,第28回胸部疾患学会 (S63.4.28).

三尾直士,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作 :約20年の経過中に肺線維化が進行 し,肺癌の合併によ

り死亡 したサルコイドーシス病の一例,日本サルコイドーシス学会 (63.ll.12).

三尾直士,長井苑子,泉 孝英 :IPF(UIP)症例の開胸肺生検肺由来の肺線維芽細胞の増殖速度に関す る検

討,第33回 FLD シンポジュウム (HI,3.ll).

三尾直士,西村浩一,北市正則,泉 孝英 :開胸肺生検後エ リスロマイシン治療中,約半年の経過で嘱息性症

状が出現 した DPB の 1例,第10回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (HI･1.28)･

佐竹範夫,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :乳癌の術後 6年目で繰り返す肺炎にて発

見された気管支結石症の一例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll.26).

佐竹範夫,安場広高,福田康二,木野稔也 :8年間毎年秋に発生するアレルギーは気管支肺真菌症の臨床的ア

レルギー学的経過,第13回臨床アレルギー研究会 (1989.3.4).

川谷暁夫,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作,国立療養所宇多野病院内科,杉之下俊彦,高島病院内

科 馬庭燕 :｢労作時呼吸困難を主訴とし, びまん性陰影を呈 した Sj6gren症候群の一例｣第44回びまん性肺疾

患研究会 (平成元年2.18).

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,三尾直士,HtinAung,渡辺和彦,大島駿作 :肺細胞マクロファー

ジによる未栴血 NK 活性抑制機序の検討,第28回日本胸部疾患学会総会 (63.4.28).

MinoruTakeuchi,SonokoNagalandTakaterulzumi: Themechanism ofInhibitionofalveolarmacro-

phagesonautologousbloodnaturalkillercellactivity,AmericanThoracicSocietyannualmeeting(May,8,

1988.).

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,三尾直士,HtinAung,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙が肺胞マクロフ

ァージのコロニー形成能及び CSF産生能に及ぼす影響について,第16回日本臨床免疫.学会総会 (63.6.18).

竹内 実,長井苑子,HtinÅung,三尾直士,江村正仁,北市正則,泉 孝英 :IL-1産生とその制御-特に

IL-1抑制活性の出現一第29回京大臨床免疫研究会 (63.12.3).

ティン･オン,長井苑子,竹内 実,泉 孝英,大島駿作,肺結核症例末梢血単球の IL-1産生能に関する研

究 :第62年度日米医学協力研究会結核部会研究会 :昭和63年 2月16日 (東京).

HtinAung,長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作 :BALF

マクロファージ由来のインターロイキン活性抑制因子に関する検討-IL-1産生におよぼすインドメサシン,プロ

スタグランディン E2 の影響-.

AungH,長井苑子,竹内 実,泉 孝英,大島駿作 :肺結核症例の末栴血単球より産生遊離されたインター

ロイキン活性についての検討,第63回日本結核病学会 (S63.6.2札幌).

Aung･H･長井苑子,渡辺和彦,竹内 実,江村正仁,三尾直士,北市正則,泉 孝英,大島駿作,藤村直樹 :

サルコイドーシス症例Tリンパ球の IL-1に対する遊走能の検討,第 8回日本サルコイドーシス学会総会 (S63.

ll.ll).

鍔田利恵子,公文正仁,川口英人,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,小山 弘 :COPp-ABD 療法と 60Co

照射の sandwitch療法にて良好な経過をとった進展例 Hodgkin'sdiseaseの 3例,第125回日本内科学会近畿地

方会 (S63.6)

奥田 薫,安場広高,木野稔也,鍔田利恵子,福田康二,佐竹範夫,泉 孝英,大島駿作,節原順一 :宮崎肺吸

虫感染を契機として発病 したと考えられる,Non-idiopathicHESの一例,第125回日本内科学会近畿地方会 (S
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63.6.ll).

川口英人,西村浩一,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作,金岡正樹,伊藤春海 :X線 CTが鑑別診

断に有用であった結核腫の1例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (S63.7.30).

川口英人,西村浩一,三尾直士,北市正則,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,三嶋理晃,金岡正樹,伊藤春海,

肺気腫との鑑別点が問題となった PulmonarylymphangioleiorrlyOInatOSisの 1例,第37回閉塞性肺疾患研究会

(S63.7.17).

川口英人,西村浩一,北市正則,泉 孝英, 大島駿作,佐坂徳浩,千原幸司 :Pulmonarylymphangiomy0-

matosis(脚 LAM)の1例一慢性肺気腫との鑑別を中心に-, 第32回 日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.ll.

26).

川勝市雄,木野稔也,安場広高,川口英人,鍔田利恵子,大島駿作 :テオフィリンの体内動態に及ぼす OKY

-046の影響,第38回日本アレルギー学会総会 (昭和63年 9月26,27,28 京都).

中島道郡,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,河原崎茂孝,谷口隆司 :気管支晴息に対する金ゾル療法 の検討

(第 2報 :金ゾル剤単独投与法と抗アレルギー剤併用法との比較),第28回日本胸部疾患学会総会 (S63.4.28).

中島道郎 :山で病気にならないために,第 8回日本登山医学シンポジウム (88.6.ll).

中島道雄,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,河原崎茂孝,谷口隆司 :新経口金製剤 『オーラノフィン』の気管

支嘱息に対する臨床的応用,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.6.25).

中島道彦 :京都市立病院における原発性肺クリプトコックス症 8例の治療経験から,第 8回京都呼吸器疾患シ

ンポジウム (88.8.7),

中島道郎 :原発性肺クリプ トコックス症に対するアンコテルの使用経験, アンコチル発売10周年記念 講演会

(39.1.28).

杉本幾久雄 :｢マラソン競技中に発症し,DIC及び重篤な肝障害を併発した熱射症の1例｣,第 8回滋賀県救急

医療研究会 (63.10.15).

杉本幾久雄 :｢精神症状を初発症状としたSIADHの1症例｣,第33回滋賀県呼吸器疾患談話会 (平成1.2.25)･

中山昌彦 :びまん性肺疾患のレントゲン及び CT像について,第3回胸部疾患研究会 (63.6.18).

中山昌彦 :浅妻茂生,辻 重行,中村 昇,栗山卓弥 :腫療成長速度よりみた肺癌の予後および転移の確率予

刺,第10回癌の生存時間研究会 (88.12.3).

中山昌彦 :肺癌の成長速度と転移,第4回呼吸器疾患研究会 (88.12.10).

中山昌彦 :肺感染症に伴う急性呼吸不全例[二追加症例〕第9回京都府医師会 CPC(89.1.25).

中村 昇,鎮 由加利,栗山卓也,辻 重行,浅妻茂生,中山昌彦 :7年間の経過観察中寒冷凝集素症の合併,

胸水,心嚢水貯蓄を見た肺アミロイドーシスの1剖検例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (88･6.25).

栗山卓弥,中村 昇,大野聖子,辻 重行,浅妻茂生,中山昌彦 :SIADH及び ACTH産生能を呈 し,多彩

な進展を示 した肺小細胞癌の一例,第14回京都医学会 (88.9.18).

辻 重行,栗山卓弥,中村 昇,浅妻茂生,中山昌彦 :両側横隔膜麻棒の一例,第32回日本胸部疾患学会近畿

地方会 (88.ll.26).

辻 重行,栗山卓弥,中村 昇,浅妻茂生,中山昌彦 :成人の先天性食道気管支壕の 1例 第35回近畿気管支

鏡懇話会 (88.12.23).

浅妻茂生,辻 重行,中村 昇,栗山卓弥,中山昌彦 :気管狭窄より発症した食道癌の 1例,第36回近畿気管

支鏡懇話会 (89.3.30).

藤村直樹,松尾晃次,川添隆司,田中 茂,梅宮正志,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一郎 :慢性気管文 相息に

おける PF自己測定による β刺激薬定期吸入の効果評価.第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近

畿地方会 (S63.6.25.大阪).

藤村直樹,松尾晃次,川添隆司,田中 茂,梅宮正志,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一朗 :非可逆性気道閉塞

を有するアレルギー性気管支瑞息患者の1例における換気,血流動態 第61回日本結核病学会,第31回日本胸部

疾患学会近畿地方会 (S63.6.25,大阪).

藤村直樹,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,巌西真規,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一朗,森中節子,長井苑
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千,泉 孝英 :突発性難聴,胸水を伴うびまん性肺陰影,呼吸不全を呈したマイコプラズマ肺炎の1例,第62回

日本結核病学会,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.ll.26,奈良).

藤村直樹,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,巌酉真規,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一朗,山口慎也,奥 英

弘,森中節子,今井雅夫 :経過中,嘱息,皮膚紅斑,尿崩症,下肢腫脹,Heerfordt症候郡を伴ったサルコイド

ーシスの1例,第62回日本結核病学会,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.ll.26,奈良),

藤村直樹,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,巌西真規,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一朗,山口慎也,奥 英

弘,森中節子,今井雅夫, 長井苑子,北市正則, 泉 孝英 :縁過中, 嘱息 皮膚紅斑,尿崩症,下肢腫脹,

Heerfordt症候郡を伴ったサルコイドーシスの 1例.第 8回日本サルコイドーシス学会総会.(S63.ll.ll.東京).

T･Shirakawa,Y･Kusaka,Y･Nakano,N･Fujimura,S･Goto,K･Sugimoto,M･Kato,S･Heki･: Bothtype

landⅣ allerglCmeChanismsspeci丘ctocobaltareinvolvedinhardmetalasthma?,Am RevResp Dis

137: 299a.1988.

松尾晃次,梅宮正志,川添隆司,田中 茂,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :塵肺結核に肺出血を合併し死

亡した患者の 1剖検例,第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.6.25.大阪).

川添隆司,田中 茂,梅宮正志,松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :HCG産生肺癌の1例,第61

回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.6.25,大阪).

川添隆司,藤村直樹,北市正則,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :BronchiolitisObliteransOrganizingPneu･

monia(BOOP)と好酸球性肺炎病理組織学的比較検討 (末栴気腫内有核細胞分画の検討成績について),日本胸

部疾患学会雑誌26増刊 :131,1988.

梅宮正志,田中 茂,川添隆司,松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫, 日置辰一朗 :Bartter症候群に気管支嘱息

を合併した1例,第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.6.25.大阪).

田中 茂,巌西真規,川添隆司,梅宮正志,水野 浩,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :胸膜炎における胸

水中 CA-125および Adenosinedeaminase活性値測定の臨床的意義一癌性胸膜炎と結核性胸膜炎を中心として

-第62回日本結核病学会,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.ll.26,奈良).

田中 茂,川添隆司,藤村直樹,松尾晃次,梅宮正志,加藤幹夫,日置辰一朗,北市正則,長井苑子,泉 孝

莱,開胸肺生検にて診断された BronchiolitisObliteransOrganizingPneumonia(BOOP)3例の臨床的検討,日

本胸部疾患学会雑誌26増刊 :131,1988.

池上裕美子,河村哲治,嶋崎洋一,河南里江子,中原由紀子,中原保治,望月吉郎,松山栄一,北市正則 :呼

吸困難,乾性咳轍を主訴とし胸部レ線上びまん性陰影を呈した1例,びまん性肺疾患研究会 (63.9.30).

伊藤 剛,金岡正樹,小原安喜子,北市正則,古田睦弘 :原発性肺癌肉腫の 1剖検例,第77回日本病理学会総

会 (63.5.27).

大塚直紀,陳 和夫,申出雅治,北 英夫,三嶋理晃,大井元晴,佐藤公彦,久野健忘,長井苑子,北市正

刺 :他の間質性肺炎と鑑別困難であった BOOP の 1例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.6.25).

金岡正樹,伊藤春海,北市正則,泉 孝英,大島駿作,内木宏延,花田敬吾,藤田葉子,樋口佳代子,細川昌

則,鈴木康弘,竹田俊男 :原発性肺癌 102剖検例の臓側胸膜病変に関する病理組織学的検討,第28回日本胸部疾

患学会総会 (63.4.27).

金岡正樹,北市正則,内木定延,花田敬吾,藤田葉子,樋口佳代子,細川昌則,鈴木康弘,竹田俊男,吉田睦

弘,原発性肺癌剖検例の臓側胸膜病変に関する病理組織学的検討,第77回日本病理学会総会 (63.5.27).

河村哲治,倉沢卓也,久世文事,植田充宏,千原幸司,北市正則 :重症筋無力症を伴った胸腺カルチノイドの

1例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (63.7.30).

坂本贋子,富岡洋海,長谷川 幹,岡崎美樹,片上信之,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,北市正

刺 :Sheehan症候群の治療中に出現したびまん性肺陰影の 1例,第43回びまん性肺疾患研究会 (63.12.3).

末永直人,林 文明,宮内伸夫,中村 仁,栗栖呂郎,北田修,杉田 茸,植松邦夫,北市正則 :肺硬塞およ

び肝静脈閉塞を呈した hypereosinophilicsyndromeの 1例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.6.25).

田中-徳,梅本真三男,藤尾 彰,香川輝正,米津精文,岡村明治,泉 春暁,北市正則 :炎症所見を有する

肺発生 リンパ球系細胞増殖性疾患と思われる1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.ll.26).
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KingoChida,AtsuhikoSato,MasahikoOkano,Yusaku Matsui,Masao Kado and Shunsaku Oshima:

Urinarypolyaminelevelsinpatientswithlungcancer･TheThoracicSocietyofAustralia･(Sydney･S63.5).

Chihara･J,Kino･T,Nakajima･S: Inductionofofhypodenseeosinophilsby variouschemotactic fac-

torsandlymphokinesinvitro･the13th InternationalCongressofAllergologyand Clinicallmmunology,

October16-21,1988(Montreux,Switzerland).

仁祇宏之,吉岡伸子,黒木茂-,春田恒和,筒井 猛,馬場国蔵,片山信之,北市正則 :脳腫疫に合併 した間

質性肺炎の 1例,第21回日本小児呼吸器疾患学会 (63.10.22).

松村理司,北村雅英,谷口浩一,山口和之,黄 正一,金地研二,G･C･Willis,北市正則 :急激に進行 し,不幸

な転帰をとった間質性肺炎の 1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.ll.26).

〔そ の 他〕

大島駿作 :胸部疾患領域に於ける新年の展望, ドクターサロン,33,9-13,1989.

大島駿作 :第29回日本胸部疾患学会総会にあたって.医学と薬学,21,396,1989.

大島駿作 :第29回日本胸部疾患学会総会 :保健通信,393,16,1989.

大島駿作 :第29回日本胸部疾患学会総会 :薬事日報,第7469号,32,1989.

大島駿作 :第29回日本胸部疾患学会総会の開催にあたって,日胸疾会誌,27,卜2,1989

大島駿作 :日本の医療 健康,Nol332,14-15,1989.

大島駿作 :CurrentProblemsinRespiratoryDiseases,ベルサハバタン病院講演会 :昭和63年 8月23日 (ジャ

カルタ).

大島駿作 :CurrentProblemsinRespiratoryDiseases,インドネシア大学講演会 :昭和63年 8月24日 (ジャカ

ルタ).

大島駿作 :CurrentProblemsinRespiratoryDisease,アヒドール大学 シラ病院講演会 :昭和63年 8月30日

(バンコック).

sharma,OM P.(泉 孝英訳):ARDS･TherapeuticResearch,8(3)‥623-633,1988･

泉 孝英 :慢性ベ リリウム肺をめぐって ･日本とアメリカの対策の相違,医学のあゆみ 145(3):158,1988･

泉 孝英 :特集 『ター ミナルケア :高度医療とのはぎまで』ターミナルケアに思う肺癌患者の末期医療費,医

*'88 4(5):20-21,19881

泉 孝英 :特別講演 ｢IPF をめぐって｣ 第10回神奈川呼吸カンファレンス (63.6.ll).

泉 孝英 :特別講演 ｢肺線維症をめぐって｣, 広島大学第 2内科開講40周年記念会 (63･6･18).

泉 孝英 :特別講演 慢性閉塞性肺疾患をめぐって ｢COPD はわが国ではどのように理解されたか｣,第169

回長崎市医師会学術講演会 (63･5･24).

sharma,OM P.,泉 孝英 :特集 サルコイ ドーシス 『対談』サルコイドーシスをめぐって,最新医学 43(7):

1562-1575,1988.

泉 孝英:『巻頭言』江戸の蘭学 ･長崎の蘭学,呼吸7(7):763,1988･

泉 孝英 :『特別講演』慢性閉塞性肺疾患の現状と治療,宇部市,小野田 ･厚狭郡 ･美市 ･吉南医師会学術講

演会 (63.7.15).

泉 孝英 :特別講演 『慢性閉塞性肺疾患の診断と治療』学術講演会 (静岡,63.8.20).

Izumi,T.: DimlSeParbronchiolitis,SeminarinlnstitutZA PlucneBolesti,NoviSad,Yugoslavia(1988･

9.12).

泉 孝英 :いわゆる PIE 症候群の原因と病態について説明して ください,宮本昭正,奥田 稔監修 『気道疾

患Q&A』(13):1987.

泉 孝英 :スカンジナビアにおける呼吸器医療,呼吸7(9):1078-1080,1988.

泉 孝英 :肺線維症をめぐって.名古屋市立大学第二内科山本正彦教授開講十周年記念講演会 (63.9.22)･

泉 孝英 :特別講演 『閉塞性肺疾患をめぐって』,大牟田市医師会大牟田内科小児科医会学術講演会(63.9･29).

泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎,診療手帖(96):24-30,1988･
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泉 孝英 '･｢アレルギー今日の考え方』BALF リンパ球,CurrentlnsightsinAllergy･4(4):16-19,1988.

Izumi,T･: HistopathologlCal丘ndingsandtheprogressionofidiopathicUIP,SominarintheDepartment

ofThoracicMedicine,TheRoyalFreeHospital(1988,12,7,LondonHampstead).

泉 孝英 :閉塞性肺疾患について,尼ケ崎市内科医会 (63.12.14).

泉 孝英 :ユーゴスラビアの結核 ･胸部疾患研究所,呼吸7(12):1420-1422,1988.

泉 孝英 :インタビュー 『特発性肺線維症とは何か』,週刊医学界新聞 (1828):6-7,1988.

泉 孝英教授に聞く:特発性肺線維症,京都新聞 (1.1.12).

泉 孝英 :特別講演 『特発性間質性肺炎 ･肺線維症-臨床経過,病理像からみた疾患像の再整理-』,昭和63

年度京都大学胸部疾患研究所学術講演会 (1.1.28).

泉 孝英 :特別講演 『わが国における閉塞性肺疾患の現状』,第18回大気汚染公害認定研究会 (1.1.29).

泉 孝英 :健康相談会 『検診で巨大肺のうほう症と言われた』,すこやかファミリー(196):25,1989.

泉 孝英 :特別講演 『わが国における閉塞性肺疾患』学術講演会 (1.2.25).

泉 孝英 :結核 ･成人病予防は自分の手で一結核の新しい知識 ･正 しい知識一束都市 『健康増進市民 のつ ど

い』(1.3.14).

泉 孝英 :『質疑応答』BOOP の病態と治療 日本医事新報 (3384):138-139,1989.

Sharma,OM P･,Izumi,T･‥Airwayobstructioninsarcoidosis.Western∫.Med･148(5):568-569,1988･

木野稔也 :変わりゆく気管支晴息の考え方と治療,綴喜医師会講演会,昭和63年 5月28日.

木野稔也 :気管支嘱息の診断と治療における最近の話題,京都府医師会,京都胸部医会講演会,(63.7.15).

木野稔也 :｢話題提供｣アレルギー性気管支肺真菌症の診断基準における問題点とわが国特有の原因真菌 につ

いての考察,第 8回京都呼吸器疾患シンポジュウム,(63.8.7).

木野稔也 :｢特別講演｣吸入性昆虫抗原の普遍性と粒子流体力学的側面について,第 3回北海道エロゾル研究

会,(63.ll.19).

木野稔也 :大島駿作 :好酸球性肺炎の気道反応一気道過敏性 進における好酸球の役割について,第 1回気道

病態シンポジウム,(平成1.1.14).

木野稔也 :気管支嘱息における昆虫アレルギー,第 3回近畿呼吸器談話会,(平成1.2.25).

北市正則 :びまん性肺疾患の最近の知見,特にBOOPとその周辺疾患をめぐって,第130回熊本チェス トカン

ファレンス特別講演 (63.6.29).

北市正則 :開胸肺生検で何がわかったか-特に UIP と DAD について-,長崎大学医学部第二内科カンファ

レンス (63.9.29).

北市正則 :BOOP について,京都大学医学部第二内科カンファレンス (1.3.28).

Nagai･S: DifferentialdiagnosisofinterstitialpneumoniabyBALFcell丘ndingsandTopicsaboutDPB,

SpecialLectureinYounsaiUniversity･(Seoul･7･15･1988)･

長井苑子 :びまん性間質性肺疾患の診断,舞鶴医師会講演会 (S63.ll.17).

Nagai･S: ThevalueofBALF cellfindingsfordifferentiationofidiopathicUIP,BOOPandinterstitial

pneumoniaassociatedwith collagenvasculardisease'SpecialseminorinRoyalFreeHospital(London,12,7,

1988)･

長井苑子 :びまん性間質性肺疾患の診断と BALF 細胞所見,協和発酵研究会 (三島)(平成1.3.7).

長井苑子,西村浩一,北市正則,泉 孝英 :肺疾患をよむⅧ,眼症状を伴い,多発性浸潤影を呈した29才,男

性例,内科62:526-529,1988.

松本幾久雄 :｢画像診断｣,滋賀県湖北医連研究会 (毎月 1回連続講座).

中山昌彦 :臨床医学概論 呼吸器学,第 1回臨床工学技師指定講習会 (88.7.17).

中山昌彦 :｢医界寸言｣結核医療について,京都医報 (1243):13,1988.

中山昌彦 :肺炎の臨床-主としてマイコプラズマ肺炎に関して,京都臨床衛生検査技師会講演会 (88.10.21).

中山昌彦 :たばこと呼吸器疾患,特に肺癌について,京都府対癌協会講演会京都府立鳥羽高校 (89.2.18).

中山昌彦 :｢医界寸言｣医師数と病床数,京都医報 (1257):3.1989.
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〔内科第二部門主催講演会〕

S63.5.26.

R･G･Crystal(米国 NIH 肺疾患部門主任):CurrentConceptofinterstitiallungdisorders･

S63.9.1.

Ⅴ･Ropez-Majano (米国, シカゴ, クックカウンティホスピタル): Theuseofgallium 67scintigraphy in

pulmonarydiseases･

S63.ll.25.

U･Constabel(西 ドイツ, エッセン, ルールランドクリニ ック): Immunemechanismsin hypersensitivlty

pneumonias･

S63.ll.25.

G･Samenzato (イタ リア,バ ドア大学臨床免疫): Pathogenesisofsarcoidosis･

老 化 生 物 学 分 野

〔学 会 発 表〕

竹田俊男 :老化促進モデル動物-学習 ･記憶障害を主徴とする SAM-P/8系の諸特性,｢神経精神薬理｣誌10

周年記念シンポジウム,抗痴呆薬開発のス トラテジー Ⅰ.痴呆の動物モデル (昭63.1).

花田敬吾,細川友秀,細野正道,竹田俊男 :老化促進モデルマウ,ス (SAM)の invitro免疫応答能に関する研

究.第105回 日本獣医学会 (昭63.4).

花田敬吾, 細川友秀, 細野正道, 梅沢真樹子, 小岸久美子, 馬場満男, 竹田俊男 :老化促進 モデルマウス

(SAM)に関する実験的研究XXXⅢ･SAM の免疫応答能について(2),第77回日本病理学会 (昭63.5).

花田敬吾,細川友秀,細野正道,小岸久美子,陳 文黙,馬場満男,細野正道,竹田俊男 :老化促進モデルマ

ウス (SAM)に関する実験的研究 XXXⅣ.SAM-P/1におけるinvitro免疫応答能の遺伝学的解析,第77回日本

病理学会 (昭63.4).

梅沢真樹子, 花田敬吾, 細川昌則, 黒住奥史, 細野正道, 細川友秀, 竹田俊男 :老化促 進 モデ ルマ ウス

(SAM)に関する実験的研究XXXV.食餌制限による促進老化抑制機序-(2),第77回日本病理学会 (昭63･5).

細川昌則,西谷 授,内木宏延,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究XXXⅥ.梶

進老化における染色体異常 (chromosomeaberratio-1)発現の増加に関 して,第77回日本病理学会 (昭63･5).

田中静吾,八木秀雄,川又敏男,秋口一郎,中村重信,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)

に関する実験的研究XXXⅦ.学習障害モデルにおける脳内モノアミン分布,第77回日本病理学会 (昭63･5).

宇谷厚志,田中俊宏,錦織千佳子,宮地良樹,今村貞夫,細川呂則,竹田俊男,平芳一法,永田和宏 :Ehlers-

Danlos症候群4型の1例,第77回日本病理学会 (昭63.5).

川又敏男,中村慎一,木村 透,秋口一郎,竹田俊男,杉山 博,亀山正邦 :延髄後索核の加齢変化-正常及

び老化促進モデルマウスでの組織化学的定量的検討-.第29回日本神経病理学総会 (昭63.5).

細川昌則 :老化促進モデルマウス (SAM),招待講演 ･山形大学医学部附属動物実験施設主催実験動物学セ ミナ

ー (昭和63.5).

樋口京- :老化促進モデルマウス (SAM)の開発とその意義.招待講演 ･東京大学医学部老年科公開セ ミナー

(昭和63.5).

八木秀雄,秋口一郎,竹田俊男 :老化促進モデルマウス SAM-P/8における学習 ･記憶障害と脳幹の海綿状

変性.第29回日本神経学会総会 (昭63.6).

川又敏男,中村慎一, 田中静吾, 八木秀雄, 杉山 博, 秋口一郎, 亀山正邦, 竹田俊男,三好功峰 :脳内

NADPH-diaphorase陽性神経細胞の加齢変化と受動的回避反応学習との関連一老化促進モデルマウス (SAMJ
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を用いた検討-.第29回日本神経学会総会 (昭63.6).

杉山 博,秋山治彦,川又敏男,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男,入野美香 :老化促進モデルマウス (SAM)

に多発する PAS陽性頼粒状特異構造の超徽形態.第29回日本神経学会総会 (昭63.6).

梅沢真樹子,花田敬吾,細野正道,細川友秀,竹田俊男 :免疫能からみた老化促進モデルマウス (SAM)の食

餌制限による老化制御.ワークショップ :第16回日本臨床免疫学会総会 (昭和63.6).

陳 文黙,飯塚忠彦,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウスSAM-P/3の自然発症変形性顎関節症につ

いて一多変量解析による下顎骨形解析-.第33回日本口腔外科学会 (昭和63.6).

坪山直生,奥村秀雄,山室隆夫,松下 陸,竹田俊男 :マウス骨量に関する遺伝学的解析 :骨粗素症系SAM-

P/6を用いて.第 6回日本骨代謝学会 (昭63.7).

陳 文黙 :関節疾患モデルにおける顎関節の病態について,老化促進モデルマウス (SAM)の顎関節病変一自

然発症変形性顎関節症モデル動物 SAM-P/3の開発.第 1回日本顎関節学会シンポジウム (昭63･7).

竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発,第12回阿蘇シンポジウム.細胞分化と疾患 (昭63･8).

細川昌則,松下隆寿,芦田 靖,坪山直生,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に自然発症する老年性

白内障について(Ⅲ)-SAM-R/3に見 られる老年性白内障の親戚学的検討.日本基礎老化学会第12回大会 (昭63･

9).

花田敬吾,細野正道,細川友秀,竹田俊男 :老化促進モデルマウス,SAM-P/1 のT依存性抗原に対する低応

答能 :ヘルパーT細胞の機能低下について.日本基礎化学会第12回大会 (昭和63･9).

内木宏延,樋口嘉一,細川昌則,竹田俊男 :チオフラビンTを用いた, アミロイド線維 inVitro定量法の開

発.日本基礎老化学会第12回大会 (昭63.9).

樋口嘉一,米津智徳,内木宏延,字谷厚志,細川昌則,竹田俊男 :マウス老化アミロイドーシス :マウスにお

ける ASsAM の沈着と apoA一口 の polymorphism･日本基礎老化学会第12回大会 (昭63･9).

米韓智徳,戸田雅日乱 山岸秀夫,樋口嘉一,細川昌則,竹田俊男 :マウス老化アミロイド遺伝子の構造解析.

日本基礎老化学会第12回大会 (昭63.9).

川又敏男,上野走樹,田中静吾,中村慎一,秋口一郎,樋口嘉一,細川昌則,竹田俊男,杉山 博 :老化促進

モデルマウス (SAM)における延髄後索核の加齢変化.日本基礎老化学会第12回大会 (昭63.9).

田中静吾,八木秀雄,川又敏男,秋口一郎,中村重信,細川昌則,竹田俊男,亀山正邦 :老化促進モデルマウ

ス (SAM)P/8系における脳内モノアミン分布の加齢変化一学習 ･記憶障害との関逮-. 日本基礎老化学会第12

回大会 (昭63.9).

坪山直生,高橋健志郎,奥村秀雄,陳 文黙,花田敬吾,竹田俊男 :SAM-P/6にみる骨粗怒症の遺伝学的解

析(a)一高骨量系 (SAM-P/2)との二代雑種及び房し交配世代の骨量分布.日本基礎老化学会第12回大会 (昭63･

9).

坪山直生,高橋健志郎,奥村秀雄,山室隆夫,松下 陸,梅沢真樹子,竹田俊男 :SAM-P/6における成長期

大腿骨皮質モデ リングの特徴.日本基礎老化学会第12回大会 (昭和63.9).

陳 文熊,飯塚忠彦,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウス SAM-P/3の自然発症変形性顎関節症につ

いて一多変量下顎骨形状解析結果より見た発症機序の考案-.日本基礎老化学会第12回大会 (昭63.9).

坪山直生,奥村秀雄,山室隆夫,松下 睦,芋谷厚志,竹田俊男 :SAM-P/6系にみる自然発症骨組寿症機序

の解析一成長期大腿骨幹部皮質モデ リングの系統差とそのピーク骨量に対する影響.第3回日本整形外科学会基

礎学術集会 (昭63.9).

Yoshioka,M･,OhshlO,G･,Hamashima,Y･,Higuchi,K･,Takeda,T･,Inada,M･,Miyake,T･andKita,T･:

ImmunohistochemicalandultrastructualexaminationofPeyer'spatchesin SenescenceAccelerated Mouse

(SAM)･XⅢ InternationalCongressofGastroenterology,1988(Roma,Italy,Sept･5-10)

花田敬吾,細川友秀,細野正道,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の inVitro免疫応答能に関する研

究.第18回日本免疫学会 (昭63.12).

竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発-その経緯と老化病態の諸特性-.美原賞受賞記念講演 :節

5回日本疾患モデル動物研究会総会 (昭63･12).
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〔誌 上 発 表〕

Higuchi,K･,Law,S･W,,Hoeg,JIM･,Schumacher,U･K･,Meglin,N.andBrewer,H.B.,Jr.: Tissue-

specificexpressionofapolipoproteinA-1(apoA-I)isreguratedbythe5'-nankingregionofthehumanapoA

-I gene,J･Biol･Chem･263: 18530118536(1988)･

Higuchi,K･,Hospattankar,A･V･,Law,S･W･,Meglin,N･,Cortright,J･and Brewer,HIB･,Jr･:Human

apolipoproteinB(apoB)mRNA: IdentificationoftwodistinctapoBmRNAs ,anmRNAwiththeapoB-100

SequenceandanapoB mRNA containingaprematurein-frametranslationalstopcodon,inbothliverand

intestine,Proc･Natl･Acad･Sci･USA･85:1772-1776(1988)･

Ross,R･S･,Gregg,R･E･,Law,S･W･,Monge,J･C･,Grant,S･M･,Higuchi,K･,Triche,T･J･,Jefferson,J･

andBrewer,H･B･,Jr･: Homozygoushypobetalipoproteinemia: adiseasedistinctfrom abetapipoproteinemia

atmolecularlevel,J･Clin･Invest.81:590-595(1988).

内木宏延 :マウス老化アミロイドーシス,臨床科学23:221-226(昭和63年).

Naiki,H･,Higuchi,K･,Yonezu,T･,Hosokawa,M･andTakeda,T: Metabolism ofsenileamyloidprecur-

sorandamyloidogenesis: AgerelatedaccelerationofapolipoproteinA-Ⅱ clearancein SenescenceAccele-

ratedMouse,Am･J･Pathol･130(3): 579-587(1988)･

Hosokawa,M･,Ashida,Y･,Tsuboyama,T･,Chen,Wen-Hsiand Takeda,T.: Cataractin Senescence

AcceleratedMouse(SAM)(Il)･Developmentofanewstrainofmousewithlate･appearingcataract,Exp･Eye

Res･47:629-640(1988)･

Yagi,H･,Katoh,S･,Akiguchi,ⅠandTakeda,T･: Age-relateddeterioration ofability ofacquisitionin

memoryandlearinginSenescenceAcceleratedMouse: SAM-P/8asan animalmodelofdisturbancesin

recentmemory,BrainRes･474: 86-93(1988).

〔著 書〕

Naiki,H･,Higuchi,K･,Yonezu,T･,Hosokawa,M･and Takeda,Tl: Serum clearance rateofsenile

amyloidrelatedapolipoproteinA-n isacceleratedwith increasing agein Senescence Accelerated Mouse

(SAM)･Inlsobe,T･etal･(eds)AmyloidandAmyloidosis･Plenum Press,New York,pp･679-683(1988)･

Takeda,T.,Higuchi,K･andHosokawa,M･:ASsAMamyloidosisispresentinagingmiceofmanystrains,

notonlyinSAM･InIsobe,T･etal･(eds)AmyloidandAmyloidosis･Plenum Press,New York,pp･685-

690(1988)･

Shimizu,K･,Higuchi,K･,Matsushita,M･,Yamamuro,T･andTakeda,T∴ Immunohistochemicalstudies

ofage-relatedamyloiddepositioninthejointofsenescence-acceleratedmouse(SAM)･InIsobe,T･etal･(eds)

AmyloidandAmyloidosis･Plenum Press,New York,pp･69ト694(1988)･

Hosokawa,M･andTakeda,T･: DevelopmentofSenescenceAcceleratedMouse(SAM)andthecontri-

butionofthismodeltostudiesonaging,InTakeda,T･,Matsuo,T･,Akiguchi,IandHosokawa,M･(eds)

Proceedingsofthe丘rstSAM KyotoSymposium･ThecouncilforSAM research,FujiPrinting Business

Company,Kyoto,pp･1-10(1988)･

Mitsuoka,A･andHanada,K･: InvivoimmunereactivitiesinSenescence Accelerted Mice(SAM),ln

Takeda,T･,Matsuo,T･,Akiguchi,I･and Hosokawa,M･(eds)Proceedingsofthe firstSAM Kyoto

Symposium･ThecouncilforSAM research,FujiPrintingBusinessCompany,Kyoto,pp･11120(1988)I

Hosono,M.,Hosokawa,T･andHanada,K･: InvitroimmuneactivitiesofshortllivedSAM mi ce: Early

lossofhelperT cellfunctioninprlmaryresponses,InTakeda,T･,Matsuo,T･,Akiguchi,I･andHosokawa,

M･(eds)ProceedingsofthefirstSAM KyotoSymposium･ThecouncilforSAM research,FujiPrintingBusi-

nessCompany,Kyoto,pp･21-30(1988)･
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Shimizu,K･: Age-associatedamyloid deposition in thearticularstructuresofSenescenceAccelerated

Mouse(SAM),InTakeda,T･,Matsuo,T･,Akiguchi,I･andHosokawa,M･(eds)ProceedingsofthefirstSAM

KyotoSymposium･ThecouncilforSAM research,FujiPrintingBusinessCompany,Kyoto,pp･31-37(1988)･

Matsushita,M･,Tsuboyama,T.andOkumura,H･: Age-relatedchangesofboneintheSenescenceAcce-

leratedMouse,InTakeda,T･,Matsuo,T･,Akiguchi,I･and Hosokawa,M･(eds)Proceedingsofthefirst

SAM KyotoSymposium･ThecouncilforSAM research,FujiPrintingBusinessCompany,Kyoto,pp･38-47

(1988)･

Akiguchi,I･,Akiyama,H･,Sugiyama,H･,Kawamata,T･,Kimura,T･,Yagi,H･,Tanaka･S･,Irino,M･and

Takeda,T･: MorphologicalchangesoftheBrainofSenescenceAcceleratedMouse(SAM-P/8),InTakeda,

T･,Matsuo,T･,Akiguchi,I･and Hosokawa,M･(eds)ProceedingsofthefirstSAM Kyoto Symposium･

ThecouncilforSAM research,FujiPrintingBusinessCompany,Kyoto,pp･67-76(1988)･

Yonezu,T･: FeaturesofsenileamyloidosisinSenescenceAcceleratedMouse(SAM),InTakeda,T.,Matsuo,

T･,Akiguchi,I･andHosokawa,M･(eds)ProceedingsofthefirstSAM KyotoSymposium･Thecouncilfor

SAM research,FujiPrintingBusinessCompany,Kyoto,pp･87-98(1988)･

Toda,M･,Yonezu,T･,Kunisada,T･,Higuchi,K･,Aota,S･,Takeda,T･andYamagishi,H･: Molecular

cloningandcharacterizationofcDNA formurinesenileprotein,InTakeda,T･,Matsuo,T･Akiguchi,I･

andHosokawa,M.(eds)ProceedingsofthefirstSAM KyotoSymposium･ThecouncilforSAM research,

FujiPrintingBusinesscompany,Kyoto,pp･99-103(1988)･

竹田俊男 :老化促進モデルマウス動物-学習 ･記憶障害を主徴とするSAM-P/8系の諸特性,抗痴呆薬開発の

ス トラテジー :35-43(昭和63年)編集 ･神経精神薬理編集委員会,星和書店

秋口一郎,竹田俊男 :病態モデル動物 (SAM)の学習 ･記憶障害,老人性痴呆症と脳機能改善薬 -I188-193(昭

和63年)編集 ･朝長正徳,斉藤 洋,シーエムシー東京.

OpeningRemarks

Seminar

to

WelcomeProfessorGeorgeM･Martin

On

SenescenceAcceleratedMouse(SAM)

2:00P.M.,Mar.15,1988

TheConferenceRoom ofChestDiseaseResearch

lnstitute,KyotoUniversity,Kyoto,Japan

ToshioTakeda,M･D･

i. StudyofthePathogenesisoflate-AppearingCataractinSAM･R/3 MasanoriHosokawa,M･D･

YasushiAshida,M.VM.

TakatoshiMatsushita,M.T.:

2. AccelerationofChromosomeAberrationinSenescenceProcessinSAM.

SazuktlNisitani,M.S∴

3･ ImmunologicalFunctioninSAM andAging･ MasamichiHosono,Ph.D.

TomohideHosokawa,Ph,D･

MakikoUmezawa,M.Ds.

KeigoHanada,M･VM･

MitsuoBaba,M.D･:
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4. ModiLcationofStrain-Speci后CFemoralBoneDensitybyBoneMarrow Chimerism in

Mice･.A StudyonSpontaneouslyOsteoporoticMouse(SAMj/6)･ TadaoTsuboyama.M･D･:

5･ Age-RelatedChangesintheTemporomandibularJointofSAM:SAM-P/3asaNew

MurineModelforDegenerativeArthritis･ Wen-HsiChen,D･D･

AtsushiUtani,M.D.:

6･GeneticStudiesofSAM-P/1Ⅹ R/1Hybrids-GeneticBackgroundofAccelerated

SenescenceandMurineSenileAmyloidosis･ HironobuNaiki,M･D∴

7･ AnalysisofMurineSenileAmyloidGeneStructure･ KeiichiHiguchi,Ph･D･

TomonoriYonezu,B･Agr･:

81 MemoryDeficitandSpongiform DegenerationoftheBrainStem inSAMIP/8･

HideoYagi,M･D･

AkiraOhta,R･F.

SeikaKato,M･D･:

9･ MorphologicalandliiochemicalChangesintheCentralNervousSystem ofSAM-P/8･

ToshioKawamata,M.D.

SeigoTanaka,M･D･

IchiroAkiguchi,M･D･:

101 SpontaneousSpongiform DegenerationoftheBrainStem inSAM-P/8Mice:

AnUltrastructuralStudy･

SpecialComments

Mlkalrino.Ph.D.

MafumiKurozumi,M･T･:

GeorgeM･Martin,M･D･:

SpecialLeacture

Dr.GEORGE M.MARTIN

Professorof°ept,ofPathology,

UniversltyOfWashington,

Seattle,U･S.A･

`̀CurrentStatusofResearchonFamilialDementia(S)oftheAIzheimerType,''

OpeningRemarks

Seminar

to

WelcomeProfessorCalebE.Finch

On

SenesceIICeacceleratedMouse(SAM)

At9:30A･M･,July19,1988

TheConferenceRoom of

ChestDiseaseResearchinstitute

KyotoUniversity,Kyoto,Japan

ToshioTakeda,M･D･:

GeneralAspectsofSenescenceAcceleratedMouse(SAM)･ 9:35A･M･-10:05A･M･

1. IntroductiontoSenescenceAcceleratedMouse(SAM). MasanoriHosokawa,M.D.

MafumiKurozumi,M.T.,

YasushiAshida,M.VM.
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2･ ImmunologlCalFunctioninSAM andAging･
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TakatoshiMatsushita,M･T･,

KaoriMatsushima,M･Ps･

SazukuNisitani,M･S∴

KeigoHanada,M･VM･

MasamichiHosono,Ph･D･

MitsuoBaba,M･D.

3･ Age-relatedChangesinFemoralBoneMassintheSeveralStrainsofSAM･

TadaoTsuboyama,M･D･

4･ MolecularBiologicalAspectsofMurineSenileAmyloidosis･

5･ FluorometricDeterminationofAmyloidFibrilsinVitro.

MutsumiMatsushita,M･D･

KenshirouTakahashi,M･D･

ChenWen-Hsi,D･DM･

KatsujiShimizu,M･D･

HideoOkumura,M.D･

TakaoYamamuro,M･D･:

KeiichiHiguchi,Ph･D･

TomonoriYonezu,B.Agr･

HideoYamagishi,Ph.D∴

HironobuNaiki,M･D･

KumikoKogishi,M･T･:

6･ TheEffectsofDietaryRestrictionoftheAdvancementofSenescenceinSAM･

MakikoUmezawa,M･Ds･

TomohideHosokawa,Ph･D･

SachikoHayai,M･Ms･:

NeurologicalandliehavioralAspectsofSenescenceAcceleratedMouse(SAM)･

10:05A.M.-10:45A.M.

7･ Age-relatedDeteriorationofAbilityofAcquisitioninMemoryandLearninginSenescence

AcceleratedMouse:SAM-P/8asanAnimalModelofDisturbancesinRecentMemory･

HideoYagi,M･D･

AtsuyoshiShimada,M･D･:

8. BehavioralCharacteristicsofSAM-P/8StraininSIDMAN TypeActiveAvoidance･

AkiraOhta,R･F･

ToshitsuguHirano)Ph･D･:

9･MorphologicalChangesintheBrainofSAM-P/8･ ToshioKawamata,M･D･

Mikalrino,Ph･D･

HiroshiSugiyama,M･D･

MasakiUeno,M.D.

Shin-ichiNakamura,M.D.

IchiroAkiguchi,M･D･:

10･ Age-relatedChangesofBrainMonoamineConcentrationsinSAM-P/8･-TheRoleof

MonoamineSystemsinLearningandMemoryProcess- SeigoTanaka,M･D･

ShigenobuNakamura,M･D･:

SpecialComments CalebE.FinchPh.D.:

SpecialLecture

Atll:00A.M.

TheConferenceRoom of
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ChestDiseaseResearchInstitute

KvotoUniverslty

山AlterationsofBrainmRNA duringParkinson'sandAIzheimer'sDisease･''

CalebE.Finch,Ph.1).

ARC0/William F.KieshnickProfessor

intheNeurobiologyofAging,

EthelPer°yAndrusGerontologyCenter,

UniversltyOfSouthern California

感 染 症 ･炎 症 分 野 (第一内科)

[二学 会 発 表〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

MotokazuKato & FumiyukiKuze･Theclynamicsoftotal 1unglavagecellsurfaceantlgenexpressionof

theexperimentalMycobaczerium avium-tntraceZZulareinfection mouse model･84th AnnualMeeting of

AmericanThoracicSociety,(L乱sVegas,1988･5.9.)

倉揮卓也,黒田直明,坂東憲司 :結核性気管支病変の内視鏡所見.第11回日本気管支学会総会 (1988･5･31･札

梶).

藤野昇三,井上修平,中江一郎,池田宣昭 :気管支ファイバースコープ (BF)検査時の好酸菌の検出に関する

検討 (同上).

嶋崎洋一,冨岡洋海,加藤元一,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,桐谷良一,山本孝吉,倉揮卓也,川合 満,

久世文事 :粟粒結核症 7例の臨床的考察.第63回日本結核病学会総会 (1988.6.3.札幌).

藤野昇三,井上修平,池田宣昭 :最近の肺結核新入院患者についての検討.第63回日本結核病学会総会 (1988.

6.2.札幌).

池田宣昭,シンポジウム :Ⅲ 治療の困難な肺結核の対策.特別発言,難治肺結核に対するオフロキサシンの

臨床効果 (近畿地区国療胸部疾患研究会),(同上).

久保嘉朗,弓場吉哲,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郡,種田和清,岩田猛邦 :縦隔腫輝,

多発性骨病変を呈した M･intracellulare及び M･Kansasiiによる全身播種性非定型抗酸菌症の 1例.第63回日本

結核病学会総会 (1988.6.3.札幌).

加藤元一,久世文幸 :実験的マウス抗酸菌を対象とした肺洗浄細胞の動態 :モノクロナール抗体による解析.

第63回日本結核病学会総会 (1988.6.2).

加藤元一,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子 :ピリドンカルボン酸系薬剤11種の抗酸菌に対する試験管内制菌力.

第63回日本結核病学会総会 (1988.6.3).

冨井啓介,弓場吉哲,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦 :非定型抗酸菌症を初

発症状とした WilliamsCampbell症候群の1例.第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会,近畿地方会

(1988.6.25.大阪).

加藤元一,桐谷良一,久世文章,池 修,田村康一 :気管支拡張症に非定型抗酸菌症を合併 し中葉切除によ

り排菌陰性化に至った 1例 (同上).

池田宣昭,西村一郎,藤野昇三,馬場信雄,丸岡康洋,井上修平,黍 元杢 :消化器症状を主訴とした重症結

核の 2例 (同上).

三宅淳史,千葉 秀,有田真知子,佐藤敦夫,松井保憲,加藤元一,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,桐谷良

一,倉揮卓也,川合 満,久世文幸 :肺結核症を続発 した気管支拡張症の一例.第62回日本結核病学会,第32回
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日本胸部疾患学会近畿地方会.(1988.ll.26.奈良)

岡崎美樹,冨岡洋海,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,岡田行功,

庄村東洋,白根博文 :縦隔 リンパ節結核を合併 した 1例 (同上).

西村尚志,縄田隆平,川島敦子,熊谷直和,山田勝彦,黒田直明,坂東憲司 :頭蓋内結核腫,脊椎カリエス,

足根骨骨髄炎を合併 した粟粒結核の一例 (同上).

2･ 腫 妨

冨岡洋海,村山尚子,倉揮卓也,久世文事,千原幸司,和田洋己,人見滋樹,内木宏延,加藤星河,北市正則,

野間恵之 '･MRIにて治療効果を判定 しえた縦隔原発と思われる旺細胞腰の 1例.第48回日本肺癌学会関西支部

会 (1988.2.27.奈良).

長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺小細胞癌手術例の

検討 (同上).

橋平 誠,長谷川誠紀,宮本好博,牛田伸一,桂 栄孝 :気管,気管支カルチノイド腫場の2症例 (同上).

中原保治,池上裕美子,石田 直,中原由紀子,牛田伸一,松山栄一,宮本好博,桂 栄孝 :レントゲン上無

所見の末梢肺扇平上皮癌の 2切除例 (同上).

富井啓介,野元三治,弓場吉哲,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦

:皮膚筋炎発症を契機に兄いだされたX線像上潜在型肺癌の 1剖検例 (同上).

片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :切除不能扇平上皮癌

に対する BAIおよび放射線併用療法 (同上).

岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本康子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也 :悪性胸膜

中皮腫 5例の検討 (同上).

熊谷直和,高岡秀幸,山田勝彦,鈴木 聡,坂東憲乳 桑原 隆,松尾孝彦,赤垣英子,高橋隆幸,泉 春暁

:過去 1年間で当院において経験した悪性腫疫に伴う高 Ca血症 8例の臨床経過,第125回日本内科学会近畿地

方会 (1988.6.ll.大阪).

井上修平,藤野昇三,中江一郎,山鳥英世,池田宣昭 :肺線維症に合併 した肺癌の2症例.第31回日本胸部外

科学会関西地方会 (1988.6.25.津).

南方良章,新実彰男,堀川碩夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :肺胞内出血 により急速 に死 に至った

Wegener肉芽腫症の2例.第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.6.25.大阪).

片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺腺痛に合併した

IgA benignmonoclonalgammopathyと思われる1例 (同上).

岩崎博信,笹井芳樹,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,梅田文一,中井 準,白根博文,

内田博也 :空洞を形成 し自然気胸を発症したマクログロブリン血症をともなう非ホジキン肺悪性 リンパ腫の 1例

(同上).

松井保意,湖晴 淳,弓場吉哲,久保嘉朗,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,郡 義朗,種田和清,岩田猛邦,

小橋陽一郎,市島国雄 :胸部異常影を伴わない呼吸困難を主症状とした neoplasticangioendotheliosis(NA)の1

例 (同上).

河村哲治,冨岡洋海,加藤元一,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,桐谷良一,嶋崎洋一,山本孝吉,倉滞卓也,

川合 満,久世文事,植田充宏,千原幸司,北市正則 :重症筋無力症を伴った胸腺カルチノイドの一例.第49回

日本肺癌学会関西支部会 (1988.7.30.大阪).

倉揮卓也,冨岡洋海,加藤元一,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,桐谷良一,川合 満,久世文事 :癌化学療

法に伴う白血球減少時の感染予防 (同上).

長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本庶子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺癌化学療法中の啄

抜および尿中細菌叢の推移について (同上).

岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉揮卓也,久世文幸

:肺小細胞癌末治療例に対する CAV-CVp交代療法の成績 (多施設共同プロトコール)(同上).
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鈴木雄二郎,南方良章,新実彰男,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫 :寛解導入後の肺小細胞癌に対するエ トポ

シド少量内服維持療法の経験 (同上).

片上信之,坂本虞子,長谷川幹,岡崎美樹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉揮卓也,久世文章

:切除不能非小細胞癌に対する MVC 療法 (MMC,VDS,CDDP)の phase Ⅲ study (第 2報)(同上).

堀川禎夫,南方良章,新実彰男,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :肺癌におけるBAIの有用性の検討 (同上).

岩崎博信,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,梅田文一,中井 準 :Ⅳ期非小細胞癌の予

後因子 (同上).

藤野昇三,井上修平,中江一郎,山鳥英世,池田宣昭 :肺癌患者におけるシアリル SSEA-1抗原 (SLX)測定

の臨床的意義 (同上).

西山秀樹 :シンポジウム`̀和歌山県のがんを考える一治療の面から-"『化学療法･･･肺がん』 第56回和歌山医

学会総会 (1988.8.7.和歌山).

N･Katakami,H･Sakamoto,H･Nakai,F.Kuze,T.Kurasawa,H.Nislliyama,KIBando,MIHase,S･

Ushida,E･YamadaandK･Yamamoto: PhaseⅢ trialofmitomycin(M),vindesine(Ⅴ),andcisplatin(C)in

inoperablenon-smallcelllung cancer(NSCLC). A KansaiLung Cancer Group Study･ FifthWorld

ConferenceonLungCancer･(1988.8.30:Ⅰnterlaken,Switzerland･)

片上信之,坂本贋子,長谷川幹,岡崎美樹,冨岡洋海,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉滞卓也,

久世文章,他 5施設 :MVC 療法 (mitomycinC,vindesine,cisplatin)による切除不能非小細胞肺癌の治療成績.

:第29回日本肺癌学会総会 (1988.10.27.福岡)

坂本贋子,冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,西内 素,

庄村東洋 :本院における転移性肺腫療手術例の検討 (同上).

長谷川幹,冨岡洋海,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺癌患者

の全身的化学療法における啄疾および尿中細菌叢の移行について (1988.10･28･福岡)

岩崎博信,冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本虞子,石原享介,梅田文一,中井 準 '･Ⅲ期非小

細胞肺癌の治療成績 (同上).

岡崎美樹,冨岡洋海,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉滞卓也,

久世文章 :肺小細胞癌に対する CAV -CVp交代療法と胸部照射併用療法 (多施設共通プロトコール)の成績

(同上).

片上信之,長谷川幹,岡崎美樹,冨岡洋海,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :BAI及び

放射線併用療法による切除不能肺扇平上皮癌の治療成績 (化学療法との比較)(同上).

藤野昇三,井上修平,中江一郎,池田宣昭 ･･肺癌患者血清腫蕩マーカーの検討 (SLX を中心として),(63･10･

27･福岡).

南部静洋,三野真理,弓場吉哲,久保嘉朗,富井啓介,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,市島国雄,

小橋陽一郎 :剖検例における臨床病理学的検討一肺癌を中心に (同上).

中原保治,中原由紀子,西園寺正士,木下春希,桂 栄孝 :AIveolarsoftpartsarcomaの 1例,日本臨床細胞

学会秋期大会 (1988.ll.18.広島).

冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,那須通寛,

庄村東洋,穂積建之 :縦隔腫疫との鑑別を要 した壁外型食道平滑筋種の 1例,第62回日本結核病学会,第32回日

本胸部疾患学会近畿地方会,(1988.ll.26.奈良)

鈴木雄二郎,南方良章,新実彰男,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫,楊 忠和,里村糸己作 :肺硬化性血管腫の

1切除例 (同上).

縄田隆平,川島敦子,西村尚志,熊谷直和,黒田直明,坂東憲司,桑原 隆 :著明な舌苔,口腔内潰癖を認め

た Wegener肉芽腫症の一例.第127回日本内科学会近畿地方会 (1988.12.3.大阪).

3･ 感染症 ･炎症

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郡,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,市島国雄,
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小橋陽一郎,相原雅典 :Legionella肺炎症例における気管支鏡所見の検討,第62回日本感染症学会総会 (1988.4,

22.名古屋).

郡 義明,弓場吉哲,冨井啓介,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,相原雅典 :

ステロイド大量投与中に発症したレジオネラ肺炎の 1例 (同上).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,市島国雄,小橋陽一

郎 :剖険例における肺真菌症の検討,日本感染症学会 (1988.4.26.名古屋).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,相原雅典

:Legionella肺炎症例における気管支鏡所見の検討.第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4.27.仙台).

R･Wilson,A･Hastie,N･Munro,A･Rutman,R･Amitani,T･Shryock,D･Watson,G･TaylorP･J･Cole･

HostDefenceUnit,CardiothoracicInstitute:EffectofRhamnolipidfrom PseudomonasaeruglnOSaOnhuman

ciliatedepitheliu- invitroandoninvivo-ucociliarytransportinanimal-odel･84thAunualMeetingof

AmericanThoracicSocity,11988･5･12,LasVegas,U･S･A･)

SuzukiK･,Murayama,T･Yamamoto･K･,KuzeF: Effectofpretreatmentwith]ipopolisaccharideonleu-

kotrienes,prostaglandins,and02-secretionfrom humanalveolarmacrophages(同上).

中原保治,中原由紀子,牛田伸一,松山栄一,桂 栄孝,西園寺正士 :肺クリプ トコッカス症とその脂肪染色,

第29回日本臨床細胞学会総会 (1988.5.19.東京).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲 :急性肺炎

時における気管支鏡の重要性について-気管支粘膜所見を中心に.第11回日本気管支学会総会 (1988.6.1.札幌).

中西通泰,作野 忠,小石勇夫,柴田安宅,瀬戸 治,岸 明彦,巌 淳浩 :重症難治の呼吸器感染症,第24

回京都病院学会 (1988.6.12.京都).

山田勝彦,西村尚志,縄田隆平,黒田直明,坂東憲司,多田公英 :セキセイインコ飼育者に発症 したオウム病

の 2例,第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988･6･25･大阪).

桜井稔泰,石原享介,安保博文,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本庶子,岩崎博信,梅田文一,中井 準

:急速に増大 し巨大塊状影を呈 したクリプ トコッカス症の 1例 (同上).

鈴木克洋,村山尚子,久世文幸 :ヒト肺胞マクロファージのロイコトリエンB4,プロスタグランジンE2,02

産生能に及ぼす大腸菌由来内毒素の影響 第 9回日本炎症学会 (1988.7.22･東京).

田中栄作 :｢緑膿菌によるマウス慢性気道感染モデル｣(同上).

河村哲治,中原保治,中原由紀子,嶋崎洋一,池上裕美子,河南里江子,望月吉郎,松山栄一,田村忠雄,桂

栄孝 :経皮的肺針生検で診断した肺クリプ トコッカス症の 3例.感染症学会近畿地方会 (1988.9.10.京都)

宮田 学,北川貴之,白石三穂,我妻節子,武田隆久,沢見春康,沢田満,購木貞枝,加藤仁司,中西通泰,

武田隆男 :院内職員に沈降B型肝炎ワクチン注射施行後の成績について (第 1報).第30回全日本病院学会 (1988.

10.9-10.大阪)

田口善夫 :慢性気道感染症一治療.第31回日本感染症学会中日本地万全 サテライトシンポジウム (1988･11･

4.京都).

古川元康,坂東憲司 :ミコナゾ-ル 400mgに反応せず 2000mgにて著効を示 した,右腎癌免疫 ･化学療法

後に併発した肺真菌症の一例,第31回日本感染症学会中日本地万全総会 (1988.ll.5.京都).

織田隆平,西村尚志,川島敦子,熊谷直和,黒田直明,坂東憲司,山田勝彦 :レジオネラ肺炎の一例 (同上)･

西坂泰夫,小田芳郎,稲葉宣雄,市谷迫堆 :腸一気管支産と考えられた2症例 (同上).

堀川禎夫,南方良章,新実彰男,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :経気管支肺生検で有意な所見を得たパラ

インフルエンザ肺炎の 1例 (同上).

新実彰男,近藤誉之,田中省三,南方良章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫,松井 真,竹村

学,楊 忠和,里村紀作 :基礎疾患なく発症 し,髄膜炎を併発した肺クリプ トコッカス症の-切除例 (同上).

久保嘉朗,三野真理,弓場吉哲,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,群 義明,種田和清,岩田猛邦,相原雅典

:イミペネムの長期大量投与にて救命し得た黄色ぶどう球菌性敗血症 (心内膜炎,肺炎,膿胸,化膿性膝関節

炎)の一例 (同上).
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河村哲治,中原保治, 中原由紀子,嶋崎洋一,池上裕美子,河南里江子,望月吉郎,松山栄一,田村忠雄,桂

栄孝 :経皮的肺針生検によって診断確定 した肺クリプ トコッカス症の3例 (同上).

南部静洋,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,三野貞里,松村栄久,

市島国雄,小橋陽一朗 :肺癌剖検におけるカンジダ症の臨床病理学的検討 (同上).

冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本巌子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,山崎和夫,

小出道夫 :子宮体癌手術 1年後に発症 したレジオネラ肺炎の 1例 (同上).

桜井信男,多田公英 :胸膜炎を伴ったムコ一一ルによる好酸球性肺炎 (bronchocentricgranulomatosis)の 1例

(同上).

加藤元一,佐藤敦夫,松井保憲,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,網谷良一,倉揮卓也,川合 満,久世文章

:副鼻腔気管支症候群に合併 した非定型抗酸菌症の3例 (同上).

酉山秀樹,南方艮章,新実彰男,堀川禎夫,鈴木雄二郎,前川暢夫,池田紀男 :和歌山日赤におけるメチシリ

ン･セフエム耐性ブ ドウ球菌感染症の検討 (同上).

久世文も シンポジウム :｢臨床検査室からみた重要な微生物検索の問題点｣(同上).

中原保治,中原由紀子,河村哲治,嶋崎洋一-,池上裕美子,河南里江子,石田 直,望月吉郎,松山栄一,田

村忠雄 :経皮穿刺吸引にて診断された肺ノカルジア症の 1例.国療総合医学会 (1988.ll.ll.松山).

石原享介,片上信之,坂本族子,中井 準.石川稔晃 :救急医療からみた在宅酸素療法.第16回日本救急医学

会総会 (1988.ll.24.大阪).

有田真知子,千葉 秀,三宅淳史,佐藤敦夫,松井保憲,加藤元一,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,桐谷良

一,倉揮卓也,川合 満,久世文章 :クラリネット奏者に発症 した好酸球性肺炎の一例.第62回日本結核病学会

第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll.26.奈良).

新実彰男,南方良章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :マイコプラズマ肺炎軽快後に発症 し,節

血流シソチで特異な分布が証明された好酸球性肺炎の一例 (同上).

田口善夫,岩田猛邦,種田和活,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,松村栄久,弓場吉哲,三野真理,

永田 誠,竹内 篤,市島国雄,小橋陽一郎 :ぶどう膜炎で発症 し,DAn (diffusealveolardamageを呈 した

サイトメガロウイルス感染症の一例 (同上).

池上裕美子,河村哲治,嶋崎洋一,河南里江子,中原由紀子,中原保治,望月吉郎,桂 栄孝 :診断後,治療

に対する反応性が問題となった好酸球性肺炎の 1例 (同上).

4. 気管支鳴息 ･アレルギー

Mitsuru Kawai,Motokazu Kato,FumiyukiKuze･: Expectorationofsputum applyingInterferencelow

frequencywaveonthechest･ Ⅰnternational(二onfereIICeOnf'ullnOnaryRehabilitationandHomeMechanical

Ventilation･(March4,1988･DenverColorado)･

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本虞子,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :夏型過敏性肺臓炎の

気管支肺胞洗浄所見- 有症状夏期 ･無症状夏期の比較検討- .第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4.27･仙

台)

川勝一雄,武山正治,川合 満,岸本育子,谷川原裕介,掘 了平 :外来嘱息患者におけるアミノフィリン点

滴静注の臨床薬理学的検討.日本薬学会第108年会 (1988.4.広島).

MitsuruKawai,TakuyaKurasawa,FumlyukiKuze,KazuoKawakatsu,MasaharuTakeyama:Theophylline

inthetreatmentofbronchialasthma･ TheLlthJapanese-Korean JointAllergy Symposium･(May6,1988･

Tokyo)･

川合 満 :気管支鴨息に対する柴朴湯の長期投与.第39回日本東洋医学会学術総会サテライ トセッション (塞

年疾患と漢方療法.(1988.6.10.札幌).

杉田孝和,村山尚子,倉揮卓也,川合 満,久世文事 :ミノマイシンによる肺好酸球性肺炎の 1例.第125回

日本内科学会近畿地方会 (1988.6.ll.大阪)

岡崎美樹,長合川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :ステロイド依存性嘱
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息患者に対する TAO (Troleandomycin)投与による臨床効果の検討.第61回日本結核病学会,第31回日本胸部

疾患学会近畿地方会 (1988.6.25.大阪).

西村尚志,桐谷良一,川合 満,久世文事,長谷寛二 :マイコプラズマ肺炎を契機に発症した気管支嘱息の 1

症例 (同上).

山村秀樹,倉橋良一,東 富雄,斉藤勇樹,高野ひな香,河野茂勝,川合 満,大幡勝也 :アトピー患者なら

びに健常者の白血球および受動的感作ヒト肺切片からの histamineおよび leukotriene遊離に及ぼす tranilastの

効果.第38回日本アレルギー学会総会,(1988.9.27.京都).

川合 満,加藤元一,倉滞卓也,久世文事,川勝一雄 :徐放性テオフィリン製剤の生物学的同等性に関する検

討.第38回日本アレルギー学会総会 (1988.9.28.京都).

KenichiTanaka,YutakaOkamotoandMitsuruKawai: Anexperimentalmodelofnasalallergyinduced

inthegulneapigbytoluenediisocyanate･ XⅢ InternationalCongressofAllergologyandClinicallmmu-

nology･(1988.10.16,Montreux,Switzerland)･

桜井稔泰,石井晶生,高蓋寿郡,片上信之,冨岡洋海,岡崎美樹,長谷川幹,坂本康子,石原享介,岩崎博信,

梅田文一,中井 準 :3菌種の沈降抗体が陽性を示 したアレルギー性気管支肺真菌症の 1例.第62回日本結核病

学会,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会.(1988.ll.26.奈良).

井上修平,高橋憲太郎,中江一郎,池田宜昭 :カンシダによると思われる PIE の 1例 (同上).

5. そ の 他

井野隆光,沢幡 正,丸井昭吾,田中健一 :N-アセチルベンジジンの DNA 塩基対間-のインターカレーシ

ョン.第61回日本産業衛生学会 (1988.4.12.金沢).

桐谷良一,黒田直明 :Primary Ciliary Dyskinesia 9例の臨床病理学的検討. 第28回日本胸部疾患学会総会

(1988.4.26.仙台).

片上信之,長谷川幹,岡崎美樹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支鏡検査による

免疫不全状態に合併した肺病変の診断 (同上).

岩崎博信,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本虞子,石原享介,梅田文一,中井 準,関数近似による漸増

運動時血中乳酸濃度の検討.(同上)(1988.4.27).

長谷川幹,石原享介,岡崎美樹,片上信之,坂本虞子,岩崎博信,梅田文一,中井 準,桜井信男,石井昌生 :

在宅酸素療法施行例における予後因子の検討.(同上)(1988.4.28).

南部静洋,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,田口善夫,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,小橋陽一

郎,市島国雄 :多発性筋炎,皮膚筋炎と悪性腫疾,びまん性間質性肺炎との関連について.第28回日本胸部疾患

学会総会 (1988.4.26.仙台).

岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,南部静洋,富井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,山中 享 :気管支拡

張症の肺機能の検討 (同上).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,小橋陽一郎,市島国

雄 :好酸球性肺炎との移行が問題となった DIPと思われる1例.第38回間質性肺疾患研究会 (1988.5.20.東京).

隠岐由美子,坂東憲司,小柳津直樹 :びまん性汎細気管支炎の-剖検例.第77回日本病理学会 (1988.5.27.礼

梶).

新実彰男,中谷光一,南方艮章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫,木下達之,綿谷茂樹,柏木基

之亮 :気管支鏡及び BAL が診断に有用であった脂肪塞栓症候群の1例.第11回日本気管支学会総会 (1988.5.

31-6.1.札幌).

郡 義明,弓場吉哲,富井啓介,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一

郎,市島国雄 :軟骨形成を伴う EndbronchialPolypの2例.第11回日本気管支学会総会 (1988.6.1.札幌).

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支結石症 :気管

支鏡下治療の可能性と限界,第11回日本気管支学会総会 (1988.6.1.札幌).

片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :教育展示 (直視下生
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検による大出血例の BF所見｣｢気管支静脈癖｣(同上.)

石田 直,西田典教,森田基之,池上裕美子,河南昌樹,冨田誠人,松山栄一,田村忠雄,中元倫世 :食道狭

窄をきたした Stevens-Johnson'ssyndromeの 1例.第125回日本内科学会近畿地方会 (1988.6.ll.大阪).

南部静注,弓場吉哲,久保嘉朗,冨井啓介,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,玄 博光,堀 健次

郎,高橋雅士,左野 明 :肺動泳病変を先行 して発症 した大動脈炎症候群の 1例.第31回日本胸部疾患学会,罪

61回日本結核病学会近畿地方会 (1988.6.25.大阪).

杉田孝和,桐谷良一,倉揮卓也,久世文章,西村一男 :内臓逆位を伴わない primaryciliarydyskinesiaの 1例

(同上).

弓場吉哲,久保嘉朗,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国

班 :腎機能障害の先行 した Goodpasture症候群の 1例 (同上).

黄 政龍,辰己明利,山中 晃,松井輝夫,山下直己,北野司久,種田和清,岩田猛邦 :本院の自然気胸246

例の臨床的検討特に異時性対側再発について (同上).

長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本麗子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :両側同時性気胸の4

症例 (同上).

鈴木雄二郎,南方良章,新実彰男,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫 :胸膜炎に対するウロキナーゼ固定化 トロ

ッカーカテーテルの使用経験 (同上).

朝倉寛之,弓場吉哲,久保嘉朗,富井啓介,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,伊賀幹二,

掘健次郎,高橋 豊,高橋雅士,黒田康正 :MOS(CMMOL)に合併 した進行性肺動泳分枝狭窄症の 1例 (同

上).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,市島国雄,小橋陽一

郎,望月吉郎 :好酸球肺炎との移行が問題となった DIPと思われる1例 (同上).

河南昌樹,森田基之,西田典教,池上裕美子,中原保治,中原由紀子,門屋 誠,松山栄一,田村忠雄,高田

充隆,川本忠正,山本雅彦 :FPIA法によるアブリンジン血中濃度測定の有用性について.日本循環器学会第65

回近畿地方会 (1988.7.9).

新実彰男,南方艮章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫,慢性気道疾患の気道過敏性に関する検討.

第56回和歌山医学会総会 (1988.8.7.和歌山).

堀川禎夫,南方良章,新実彰男,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :Acetazolamideが著効を示 した睡眠時無

呼吸症候群の 2例 (同上).

田中健一,田中 勝,西垣 しおり,掘 秀子,中島政博,山田親久 :集団検診で観察された血清総コレステロ

ールの測定値- 肥満と高コレステロール出現率との相関- 第29回日本人間 ドック学会 (1988.8.25.岡山).

田中健一,西垣しおり,田中 勝,掘 秀子,中島政博,山田親久 :HDL コレステロールと肥満との相関に

ついて (同上).

田中健一,尾池達也,朝枝哲也,中島政博,山田親久,吉田克己,乾 修然 :集団検診で観察された血清総コ

レステロールの測定値,第28回近畿産業衛生学会 (1988.10.22.和歌山).

田中健一,朝枝哲也,尾池達也,中島政博,山田親久,吉田克己,乾 修然 :HDL コレステロールと肥満度

(同上).

中原由紀子,中原保治,西田典教,森田基之,河南昌樹,福間貫造,久保明美,門屋 誠,松山栄一, 田村

忠雄 :CA19-9が血糖値および-モグロビン AIC と並行 して変動の見られた糖尿病の 1例. 国療総合医学会

(1988.ll.ll.松山).

三野真理,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,冨井啓介,南部静洋,久保義朗,弓場吉哲,松村栄久,

北野司久,辰己明利,永田 誠,竹内 等,市島国雄,小橋陽一郎 :サルコイドーシス様反応との鑑別が困難で

あったサルコイ ドーシスの1例 第 8回サルコイドーシス学会総会 (1988.ll.12.東京).

種田和清 ｢各種呼吸器疾患における気管支造影｣(特別講演).第62回日本結核病学会,第32回日本胸部疾患学

会近畿地方会 (1988.ll.26.奈良).

村山尚子,桐谷良一,倉揮卓也,久世文章,.五十部潤,田村康一,鈴木康弘 :肺胞蛋白症の一例 (同上).
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千葉 秀,網谷良一,久世文章,松田公志 :YOUNG症候群 (慢性副鼻睦炎 ･気管支拡張症及び特発性閉塞

性無精子症)の一例 (同上).

長谷川 幹,冨岡洋海,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :エ リス

ロマイシン長期投与例の末梢血好中球機能について (同上).

南部静洋,三野真理,弓場吉哲,松村栄久,久保嘉朗,冨井啓介,田口善夫,郡 義明,種田和宿,岩田猛霜二

小橋陽一郎,市島国雄 :びまん性肺病変を伴って発症 した慢性関節 l)ウマチの 1例 (同上).

松村栄久,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,富井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,三野真理,

朝倉寛之,門脇則光 :皮膚筋炎のステロイド治療中に発症 し急速に進行 した間質性肺炎の一例 (同上).

三野真理,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,松村栄久,弓場吉哲,

市島国雄,小橋陽一郎 :Lymphoidhyperplasiaを伴 った間質性肺炎の一例 (同上).

新実彰男,南方良章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫,楊 忠和,里村紀作 :11年の経過で徐々

に増大した円形無気肺の 1例 (同上).

大花正也,門脇則光,松村栄久,八田和大,今中孝信,郡 義明,岩田猛邦,川村純一郎,高橋雅士 :重症間

質性肺炎に縦隔気腫を合併 し, ステロイドパルス療法が奏効した SLE の 1例.第127回日本内科学会近畿地方

会 (1988.12.13.大阪).

河南昌樹,池上裕美子,西田典教,河村哲治,嶋崎洋一,森田基之,河南里江子,久保明美,松山栄一,田村

忠雄 :透析を導入 した腎不全妊婦に出現した溶血性貧血と血小板減少 (同上).

種田和清,岩田猛邦,郡 義明,田口善夫,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,三野真理 :気管支拡

張病変の進行と啄抜細菌,血清反応との関連について. 第36回 日本化学療法学会西日本支部総会 (1988.12.9.

高知).

中原保治,森田基之,国部伸也,河南昌樹,中原由紀子,門屋 誠,松山栄一,田村忠雄 :Verapamil.pro-

pranolol併用が有効であった運動誘発性 PSVT の 1例. 日本循環器学会第66回近畿地方会 (1988･12110･大

津).

嶋崎洋一,森田基之,河村哲治,平田教至,池上裕美子,河南里江子,河南昌樹,望月吉郎,松山栄一,田村

忠雄 :咳轍失神の1例 (同上).

〔誌 上 発 表〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

久世文事,倉滞卓也 :非定型抗酸菌症の診断と治療.AnnualReview: 呼吸器 1988･p･137-146,1988,中外医

学社.

久世文事 :結核,臨床と研究,65(1):93-99,1988.

久世文章 :結核,医学大事典･,pp･71-76,1988･

久世文章 :RFP.INH 投与時の副作用.日本医事新報,No･3331,pp･126-127,1988.

正木俊一郎,桜井信男, 加藤元一,久世文事 :実験的非定型抗酸症に関する研究 (9)Mycobacterium avium

complexマウス感染モデルでの感染経路による比較検討,結核,63(2):11ト119,1988･

川合 満,久世文事 :最近の結核症･MedicamentNews(1223号),9-10,1988･

MotokazuKato& FumiyukiKuze･Thedynamicsoftotallung lavagecellsurface antlgen expression

oftheexperimentalMycobacterium ayl'um-intracellulareinfection mousemodel･Am･Rev･respir･Dis･137

(Supple): 172,1988･

岩田猛邦 :非定型抗酸菌症.呼吸器病レジデントマニュアル,医学書院刊,p･233-234･1988･

松本鉄也,池田宣昭,金網史至,喜多野彦,上田英之助,山崎正保,金井贋-,白井史朗,岩垣克己,竹中孝

造 (近畿地区国療胸部疾患研究会):難治肺結核症例に対する Ofloxacinの臨床効果.結核63,(6):469-474),

1988.
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2･ 腫 妨

新実彰男,倉揮卓也,村山尚子,桐谷良一,山本孝吉,川合 満,久世文章,野々村光生 :広汎な浸潤影など

特異な臨床経過を呈 した前立腺癌肺移転の 1例.日本胸部臨床,47(8):689-695,1988.

片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井準,白根博之,太田仁八,石井昌生 :

種 々の抗エス トロゲン療法が無効であった過誤膜性肺脈管筋腫症の 1剖検例. 日胸疾会誌,26(2):179-184,

1988.

長谷川幹,李 英徹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也 :特徴的な

気管支動脈造影所見を呈 した肺硬化性血管腫の 1切除例,日本胸部臨床,47(6):530-533,1988.

岩田猛邦 :症例 3 (ウェゲナー肉芽腫症.日経メディクイズ胸部X線日常診療篇,p･36,P･125-126.1988.

田口善夫,岩田猛邦 :ウェゲナー肉芽腫症.最新医学,43(7):1549-1552.1988.

3. 感染症 ･炎症

倉揮卓也,鈴木克洋 :診断基準とその使い方 XⅢ感染症,その他,2.細菌性肺炎.medicina,25(10),別刷,

医学書院.1988.

山本孝吉,鈴木克洋,村山尚子,倉滞卓也,久世文章,辻野博之,鍵岡 朗,牛田伸一 :RU28965の呼吸器

感染症に対する臨床的研究.CHEMOTHERAPY,36(S-4)SEPT･1988.

倉汚卓也,久世文章,鈴木克洋,田中栄作,村山尚子,山本孝吉,稲葉宣雄,小田芳郎,鍵岡 朗,奥井克治,

辻野博之,坂東憲司,岩田猛邦,種田和清 :呼吸器感染症に対する T-3262の臨床的検討･CHEMOTHERAPY

36(S-9)DEC･1988.

鈴木克洋,久世文事:｢特集 かぜ症候群｣一般療法と対症療法.臨床と研究,65(ll):3393-3396,1988.

桐谷良一,久世文事 :肺における破綻と感染.化学療法の領域,4(9):1723-1729,1988.

石川保之,川野通夫,本庄 巌,細谷良一 :口蓋裂の副鼻腔炎の成因.耳鼻臨床,81(ll):1623-1630,1988.

小出道夫,南出正之,賞名正文,仲西寿男,神木照雄,石川隆之,永井謙一,梅田文一,白根博文,斉藤 厚 :

Legionellamicdadeiによる致命的肺炎症例と分離菌の細菌学的性状.感染症学雑誌,62(1), 1- 6,1988.

田中栄作,

(1):50-54,

郡 義明,

田口善夫 :

辻野博之,

588,1988.

辻野博之,

1988.

望月吾郎,

加藤元一,久世文事 :ムコイド型緑膿菌によるマウス気道感染症モデルの作成, 日胸疾会誌,26

1988

岩田猛邦 :最新の医療情報 慢性気管支炎.講談社刊,医学大事典補遺 巻 5,p･205-207･1988･

レジオネラ肺炎の気管支鏡所見.メディカル トリビューン.1988.

坂東憲司 :呼吸器感染症に対する T-3362の臨床的検討･CHEOMOTHERAPY,36(S-9):583一

坂東憲司 :NY-198の呼吸器感染症に対する臨床的検討.CHEMOTHERAPY,36(S-2):652-657,

岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,市島国雄,小橋陽一

郎 :Pneumocystiscarinii肺炎に対する Co-trimoxazole予防投与法の検討.日胸疾会誌,26:102-108,1988.

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,末期肺炎としての肺結核症の臨床的検討.

結核,63:570-575,1988.

倉滞卓也,久世文事, 加藤元一, 山本孝吉,池田宣昭,他 :NY-198の呼吸器感染症に対する臨床的検討.

CHEMOTHERAPY,36(S-2),June1988･

4. 気管支噂息 ･アレルギー

川合 溝 (司会),石崎高志,根本俊彦 :鼎談 :テオフィリン徐放製剤を効果的に用いるために<前編>(実地

医家のための日常診療シリーズ)そこが聞きたい- 嘱息治療のコツ Partl･MedicalTribune,21(ll): 14-15,

March17,1988.

川合 満 (司会),石崎高志,根本俊彦 :鼎談 :テオフィリン徐放製剤を効果的に用いるためにく後編>(実地

医家のための日常診療のシリーズ)そこが聞きたい嘱息治療のコツ Part2･MedicalTribune,21(12,13): 10-
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ll,March24,31,1988.

川合 満,加藤元一 :気管支嘱息の発症機序と薬剤の作用点,新 しい幡息治療薬の使い方.宮本昭正編集 (分

担執筆),13-25,医薬ジャーナル,1988.

川勝一雄,川合 満 :テオフィリン- 臨床薬理学と至適投与設計の考え方.TherapeuticResearch,8(1):33

-83,1988.

川合 満,村山尚子 :抗アレルギー剤- 使い方のこつ- (特集 ･瑞息治療の実際･･････薬物療法と日常管理).

嘱息 (Asthma),1(1):92-99,1988.

川合 満,川勝一雄 :テオフィリン (講座).呼吸,7(2):192-201,1988.

長野 準,川合 満,倉滞卓也,西山秀樹,他16名 :気管支瑞息に対する柴朴湯の長期投与効果の検討- 内

科領域多施設 opentrialによる評価- .呼吸,7(1):76-87,1988.

Ken-ichiTanaka,YutakaOkamoto,YoshikoNagaya,FumicoNishimura,Akemi Takeoka,SatoshiHanada,

ShigekatsuKohnoiMitsuru Kawai･: A NasalAllergyModelDevelopedintheGuineaPigbylntranasal

Applicationof2,41TouleneDiisocyanate･Int･ArchsAllergyappl･Immun･85:392-397,1988･

川勝一雄,川合 満 :テオフィリンの TDM の実際と至適投与設計.PharmaMedica6(2): 67-83,1988.

川合 満,加藤元一 :高齢者でのアレルギー ･嘱息薬の使い方.アレルギーの臨床,8(9):633-637,1988.

牧野荘平,可部順三郎,川合 満,他(協同研究):気管支嘱息に対するTerfenadineの至適用量の検討- 封

筒法による多施設試験- .臨床医薬,4(5):687-712,1988.

牧野荘平,宮本昭正,川合 満,他 (協同研究):テルフェナジン(Terfenadine)の気管支嘱息に対する臨床評

価- 多施設二重盲検法による Ketotifen との比較- .臨床医薬,4(9):1687-1722.1988.

長野 準,久世文事,川合 満,他 (協同研究):慢性閉塞性肺疾患- (主として慢性気管支炎,肺気腫)に

対する臭化オキシトロピウムの臨床評価,封筒法による臭化イプラトロピウムとの比較試験- .薬理と治療,

16(9).3981-4004,1988.

川合 満,加藤元一 :抗アレルギ-刺,medicalpractice･臨時増刊号,556-561,1988･

加藤元一,川合 満 :嘱息の運動療法,臨床成人病,18(ll):1949-1952,1988.

村山尚子,川合 満 :アゼラステンのような抗アレルギー薬の使い方のこつと,テオフィリン製剤との併用意

義は?.気道疾患 Q&A･No.27,1988.

岩崎栄作, 馬場 実, 官本昭正, 川合 満,倉滞卓也,他 :食物 アレルギーにおける ファルマシア RAST

RIA の臨床的有用性の検討.アレルギー 37(6):37ト380.1988.

川合 満,加藤元一,田中栄作 :他疾患を有する噛息の扱い方 (特集 ･嘱息の新 しい診断法と病態管理法),ア

レルギーの臨床,7(ll):777-783,1988.

西片 光,足立 満,川合 満,倉滞卓也,他 :真菌アレルギーにおけるRASTの臨床的有用性の検討･アレ

ルギー,37(12):1138-1151.1988.

川合 満 :気管支嘱息に対する柴朴湯の長期投与.第 4回,臨床東洋医学研究会講演記録集,35-41,1988.

田中健一 :TDIとTMA,宮本昭正,長野 準,小林節雄,中島重徳,編 :吸入性抗原- 主に嘱息の原因と

して.164-169,メディカル トリビューン社刊 1988.

5. そ の 他

川合 満 :縦隔気腫.今日の治療指針,1988(分担執筆)390,医学書院,1988.

川合 満 :呼吸器疾患の診療. 老年内科診療の実際,三宅健夫監修 (分担執筆)91-106 新興医学出版社,

1988,

川合 満 :臭化水素酸フェノテロール.話題の呼吸器疾患と新薬,吉村正治,原揮道夫,梅田博道編集 (分担

執筆)55-58 現代医薬,1988.

川合 満,田中栄作 :去疾薬の使い方･PharmaMedica6(4):147-155,1988.
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川合 満,無江季次,可部順三郎 (司会):慢性閉塞性肺疾患における抗コリン剤の役割. ラジオたんば放送

内容集 ｢明日の治療指計｣ 1-15,1988.

倉滞卓也,久世文事 :血疾,現代医療,20:309-313,1988.

岩田猛邦 :診断基準とその使い方 Ⅲ.呼吸器 3･びまん性汎細気管支炎･Medicina,25(10):1736-1737･1988.

岩田猛邦 :気管支拡張性病変の検討-びまん性汎細気管支炎の気管支造影像からみて-. 日本胸部臨床,46

(ll):891-897.1988.

岩田猛邦 :閉塞性肺疾患と気管支拡張症.内科 61(3):417-421.1988.

岩田猛邦 :日経メディクイズ②- 胸部X線.日経メディカル5月10日号,p･15-16.1988.

岩田猛邦 :問診および理学的所見のとり方.泉孝英,宮城征四郎編,呼吸器病 レジデント･マニュアル,医学

書院刊,p･52-56･1988.

郡 義明,岩田猛邦 :びまん性肺疾患の画像診断.臨床診断の進め方.臨床画像,4(7):20-28.1988.

田口善夫,岩田猛邦 :肺の血管炎.総合臨床 37(1):2664-2670,1988.

冨井啓介 :卒業後臨床研修の現状をどう改革すべきか.臨床研修病院の場合- 修了した立場から.医学教育,

19(6):430.1988.

桐谷良一,田中栄作,鈴木康弘,石田 直,高橋晴雄,久世文幸 :びまん性汎細気管支炎における気管 ･気管

支粘膜線毛の機能および超徽形態- PrimaryCiliarydyskinesiaとの関連- .日本胸部臨床,47(6):483-

490,1988.

石川保之,川野通夫, 本庄 巌,桐谷良一 :口蓋裂患者の鼻腔粘液線毛機能. 耳鼻臨床, 81(5):711-717.

1988.

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :自然気胸

の内科的治療成績 :標準的治療法としての OK432胸腔内注入療法.日胸疾会誌,26(1),10-15,1988.

長谷川幹,石原享介,岡崎美樹,片上信之,坂本康子,岩崎博信,梅田文一,中井 準, 内田博也 :BALで

診断したびまん性肺胞内出血の3症例.気管支学,10(3),333-338,1988.

河村哲治,田中栄作,冨岡洋海,倉揮卓也,川合 満,久世文章,生川伸二,橋井康二, 森 崇英:CA125

異常高値を示 した卵黄英膜細胞腰による Meigs症候群の 1例.日胸疾会誌,26,1302-1306,1988.

大草知子, 岡田幾太郎,中原保治,門屋 誠,松山栄一 :発作性心房細動に対する Aprindine注射薬の効果.

薬理と治療,16,633-638,1988.

長野 豊,石田 直,富田和也,岡田幾太郎,大草知子,岸田慶子, 中原保治,富田誠人,牛田伸一,門屋

誠,松山栄一 :下肢動脈に石灰化と閉塞をきたした14歳男子の1例.呼吸と循環,36,331-334,1988.

中原由紀子,中原保治,松山栄一,田村忠雄 :CA19-9が血糖値と並行 して変動の見られた糖尿病の 1例.冒

本内科学会雑誌,77,132-133,1988.

中原保治,中原由紀子,門屋 誠,松山栄一,岩 喬 :右心室異常筋束切除により軽快 した薬物抵抗性心室

性頻拍症の 1例.心電図,8,715-721,1988.

富田誠人,牛田伸一,中原保治,中原由紀子,石田 直,松山栄一,田村忠雄,山取 要,富樫和美 :IgA 自

己抗体を認めた慢性甲状腺炎の1例.日本内科学会雑誌,77,1087-1088,1988.

中西通泰 :気管支拡張症 (分担執筆).今日の診断指針,医学書院,1988.

中西通泰 :MichaelA･McGuigan･ほん訳.｢Treatmentofpoisoning,CibaClinicalSymposia･29(1),1988.

〔研究会 ･講演会〕

1. 結 核

加藤元一,久世文事 :各種ピリドンカルボン酸系薬剤の抗酸菌に対する試験管内別菌力.第11回臨床抗酸菌病

談話会 (1988.6.1札幌)

久世文事 :｢非定型抗酸菌症の現状と問題点｣奈良県呼吸器疾患研究会 (1988.ll.12.奈良).
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2. 腫 嫉

久世文事 :当科における肺癌診療の現状 第 3回和歌山肺癌研究会, (1988.7.16.和歌山).

縄田隆平,西村尚志,黒田直明,坂東憲司 :根治手術の5年後に気管支壁転移を発見された乳癌の一例.第34

回近畿気管支鏡懇話会 (1988.7.22.大阪).

坂本贋子,冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,西内 素,

庄村東洋 :Sleeveresection 後の吻合部狭窄に対し, 気管支鏡下ステロイド局注が奏功 したと思われる肺扇平上

皮癌の 1例.第35回近畿気管支鏡懇話会 (1988.12.23.大阪).

有田真知子,佐藤敦夫,加藤元一,鈴木克洋,村山尚子,倉持卓也,久世文章,田村康一,細川昌則 :Laser

焼却にて経過観察の肺門部早期扇平上皮癌の 1例.(同上).

3. 感染症,炎症

RyoichiAmitani: Low-dose,long-term erythromycinchemotherapylnPatientswithdiffusepanbronchiolitis

andbronchiectasis･Lunch-TimeMeetinginRoyalFreeHospital,London(1988.1.13)･

郡 義明,弓場吉哲,久保義郎,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,望月吉部,種田和清,岩田猛邦,天野博之,

相原雅典 :大量ステロイド使用中に発症した Legionellapneumophila肺炎の 1例と本院 Legionella症 4例のま

とめ.第 3回奈良県感染症研究会 (1988.1.30.奈良).

望月吾郎,弓場吉哲,久保義朗,富井啓介,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一

郎,市場国雄 :剖検肺における肺真菌症の検討 (同上).

岩田猛邦 :剖検例におけるカリニー肺炎と ST 合剤予防投与の効果について.第 2回近畿呼吸器疾患談話会

(1988.2.6.大阪).

久世文章 :慢性呼吸器感染症の現状と問題点 第一回京都感染症研究会 特別講演 (1988.5.7.京都)

岩田猛邦 :慢性下気道感染症の病態と治療.奈良市医師会 (1988.5.27.奈良).

久世文章 :呼吸器感染症の診断をめぐって 京都府医師会 ･京都胸部医会講演 (1988.6.17.京都).

岩田猛邦 :肺感染症 (臨床例を中心に).橿原市医師会 (1988.6.23.橿原).

望月吾郎 :呼吸器感染症について 美方郡医師会臨床懇話会 (1988.7･9.村岡町).

掘川禎夫,南方艮章,新実彰男,鈴木堆二郎,西山秀樹,前川暢夫 :TBLBで有意な所見を得たパラインフル

エンザ肺炎の 1例.第34回近畿気管支鏡懇話会 (1988.7.22.大阪)

望月吉郎 :呼吸器感染症について 小野市医師会臨床懇話会 (1988.9･21.小野市).

久世文事 :慢性呼吸器感染症の現状と問題点 倉敷中央病院講演会 (1988.ll.16.倉敷)

岩田猛邦 :下気道感染症 宇陀郡医師会胸部X線写真読影会, (1988.ll.19.榛原).

黒田直明,西村尚志,川島敦子,熊谷直和,縄田隆平,坂東憲司 :無気肺を呈 したマイコプラズマ肺炎の一例.

第35回近畿気管支鏡懇話会 (1988.12.23.大阪).

4.気管支噂息 ･アレルギー疾患

可部順三郎,川合 満 (司会):気管支嘱息の病態と薬物療法について,ロメット新発売記念講演会 (1988.1.

16.大阪).

川合 満 :気管支嘱息の治療と進歩.広島県東部病院薬剤師会.(1988.2.7.福山).

川合 満 :気管支瑞息に関する最近の研究と治療の進歩,重松学術講演会 (1988.2.13.大阪).

川合 満 :抗アレルギー薬- 使い方のこつ- .気管支嘱息学術講演会 (1988.2.20.京都).

川合 満 :アレルギー性呼吸器疾患の診断と治療.白河医師会 (1988.3.15.白河).

川合 満 :気管支嘱息に関する最近の研究と治療の進歩.奈良市医師会 (1988.3.24.奈良).

川合 満 :気管支嘱息の治療- 吸入療法を中心として- .四日市,鈴鹿地 区医師会 (1988.5.28.四日

市).

川合 満 :気管支嘱息- 最近の研究と治療の進歩- .神戸市医師会.(1988.5.21.神戸).

笛木隆三,川合 満 (司会):成人嘱息の予後について.第11回臨床アレルギー研究会 (1988.7.9.大阪).
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川合 満 ･無江季次,可部順三郎 :慢性閉塞性肺疾患における抗コリン剤の役割 (明日の治療指針シリーズ),

ラジオたんば (1988.7.9.放送).

川合 満 :気管支嘱息,最近の考え方.佐賀県医師会.(1988.7.15.佐賀).

MitsuruKawai= AdvancesofAsthmaTherapyin Japan･Symposium on RecentAdvancesofAsthma

Therapy･中華民国免疫学会主班.(1988･9･1.台北).

岸本育子,谷川原祐介,掘 了平,川勝一雄,武山正治,川合 満 :外来唱息患者におけるアミノフィリン点

滴静注の臨床薬理学的検討.第 3回薬物モニタ リング全国交流会.(1988.9.15.東京).

川合 満 :気管支嘱息の治療- 最近の トピックス- 鳥取県東部医師会, (1988.9.22.鳥取).

川合 溝 :気管支嘱息の病態と治療,甲賀郡医師会 (1988.9.27.水口).

石原享介,冨岡洋海,岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一,中井 準.夏型過敏

性肺臓炎発症 1年後, 2年後.第 2回兵庫 ･免疫アレルギー研究会 (1988.10.15.芦屋).

川合 満 :気管支嘱息の治療.第39回神奈川胸部疾患研究会.(1988.ll.25.横浜)

5. そ の 他

田口善夫 :2年の経過を観察し得たびまん性肺疾患の 1例.第40回びまん性肺疾 患研 究会 (1988.2.20.大

阪).

新実彰男 :慢性気道疾患の気道過敏性について- アス トグラフによる検討- .第 2回和歌山臨床免疫 ･ア

レルギー研究会.(1988.3.26.和歌山).

川合 満 :閉塞性肺疾患- 治療の進歩.京都府社保講演会 (1988･4･15･京都).

岩田猛邦 :びまん性肺疾患(1).宇陀郡医師会胸部X線写真読影会 (1988.6.16.榛原).

桐谷良一 :特別報告 ｢Brompton病院における慢性気道疾患の診療および研究の現状｣第 9回びまん性汎細気

管支炎をめぐる研究会 (1988.7.2.東京).

桐谷良一,佐藤敦夫,松井保憲, 田中栄作,久世文章‥ DPB の Etiology についての一考察- と くに

PrimaryCiliaryDyskinesiaとの関連- .第 9回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (1988.7･2･東京).

岩田猛邦 :びまん性肺疾患(2).宇陀郡医師会胸部Ⅹ線写真読影会 (1988.9.6.榛原)

冨岡洋海,高蓋毒朗,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :

発熱,呼吸困難で発症 し,入院後急速に自然寛解 したびまん性肺疾患の 1例 . :第42回びまん性肺疾患研究会

(1988.9.10.大阪).

池上裕美子 他 :呼吸困難,乾性咳轍を主訴とし,胸部 レ線上びまん性陰影を呈 した 1例 (同上).

新実彰男,前川暢夫他 :Down症,鉄欠之性貧血の既往を有 し,びまん性陰影の増悪 ･軽快を繰り返 した 1例

(同上).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,三野真理,市島国雄,

小橋陽一郎 :桐沢型葡萄膜炎治療中に,肺出血を呈 し死亡 したびまん性肺疾患の 1例 (同上).

岩田猛邦 :びまん性汎細気管支炎と気管支拡張症.浜松医大第 2内科合同カンファレンス (1988.10.3.浜松).

村上元康,命 正根,寺村早苗,北 徹,三宅健夫,加藤元一,川合満 :呼吸器疾患 (嘱息,肺気腫)にお

ける胃粘膜病変- 胃粘膜血流を中心として- .第 5回消化器血流研究会,(1988.10.22,鹿児島).

弓場吉哲,三野真理,久保嘉朗,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,北野司久,

小橋陽一郎,市島国雄 :当院における過去八年間の開胸肺生検について.第20回奈良県呼吸器疾患研究会 (1988.

ll.12.奈良).

郡 義明,三野真理,弓場吉哲,久保嘉朗,冨井啓介,南部静洋,田口善夫,種田和宿,岩田猛邦 :移動する

浸潤影を呈 した BOOPの 1例.第39回間質性肺疾患研究会 (1988.ll.18.東京).

南部静洋,三野真理,弓場吉哲,久保嘉朗,富井啓介,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,市島国雄,

小橋陽一郎 :細気管支,肺胞道内病変の目立ったびまん性間質性肺炎の 1例 (同上).

冨井啓介,三野真理,弓場吉哲,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和活,岩田猛邦,久保義朗,小橋腸一

郎,市島国雄 :発熱,皮疹,呼吸困難で発症 し,約 3カ月の経過で死亡 したびまん性肺疾患の 1例.第43回びま
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ん性肺疾患研究会 (1988.12.3.大阪).

坂本贋子,冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,北市正則

:Sheehan症候群の治療中に出現 したびまん性肺陰影の 1例 (同上).

望月吾郎,平田教至,西田教至,国部伸也,河村哲治,嶋崎洋一,森田基之,西田典教,河南里江子,池上裕

美子,中原由紀子,中原保治,松山栄一,田村忠雄,桂 栄孝 :急速に呼吸困難が進行したびまん性肺疾患の 1

例 (同上).

岡崎美樹,冨岡洋海,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :進行性の

呼吸困難を呈 し開胸生検にてB群 ⅠIPと診断された 1例.第11回京阪神呼吸器疾患勉強会 (1988.12.8.大阪).

川合 満 :各種疾患における合併症としての胃粘膜病変(6).呼吸器疾患,ラジオたんば (1988.12.12.放送).

岩田猛郎 :びまん性肺疾患 (特にびまん性汎細気管支炎と気管支拡張症).和歌山市医師会内科部会 (1988.12.

24.和歌山).

〔第 4回京都大学胸部疾患研究所第-内科合同研究発表会〕

(1988.12.17,京都)

石田 直1',西本 弘1',中村聡人2',清谷哲也2',福瀬達朗2),和洋 仁2',玉田二郎2'(倉敷中央病院2'内科, 2'呼吸

器科): 敗血症,牌膿癖の合併が疑われた多発性肺動静脈凄.

黒田直明,縄田隆平,西村尚志,川島敦子,熊谷直和,坂東憲司 (大阪府済生会中津病院呼吸器内科):無気肺

を呈したマイコプラズマ肺炎の1例.

長谷川幹,冨岡洋海,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準.(神戸市

中央市民病院呼吸器内科):エリスロマイシン長期投与例の末梢血好中球機能について.

新実彰男,中谷光一,杉田孝和,南方良章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 (和歌山赤十字病院

呼吸器科):慢性気道疾患の気道過敏性について-アストグラフによる検討.

T Shirakawa,K･Morimoto,Y･Kusaka,N･Fujimura,M Kato and S･Heki(Osaka University and

TakatsukiRedCrossHospital): SynergeticEffectofSmokingandDustExposureonProducingTotalIgE

andSpeciBclgE AntibodiesAgainstCobalt･

岡崎美樹,冨岡洋海,長谷川幹,片上信之,坂本庶子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市

立中央市民病院呼吸器内科).ステロイド依存性噛息患者に対する TAO (Troleandomycin)少量投与の臨床的

検討.

河村哲治1',中原保治l',中原由紀子1),嶋崎洋-1),平田教至1',国部伸也1',森田基之1',西田典教1',池上裕美子1',

河南里江子1',望月吉郎1',松山栄-1',田村忠雄1',桂 栄孝2' (国立姫路病院1'内科,2'病理)= 最近 3年間に施行

された経皮的肺針生検167例の検討.

三野真理,弓場吉哲,岩田猛邦 (天理よろづ相談所病院呼吸器内科):当院における最近の開胸肺生検例 につ

いて.

加藤元一,久世文章 (京大胸部研第一内科):実験的マウス M.avium complex症を対象とした肺洗浄細胞の

動態,及び各種免疫修飾物質の影響 :モノクロナール抗体を用いた解析.

村山尚子,鈴木克洋1',山本孝吉2',久世文幸1'(1'京大胸部研第-内科,2'京大医学部第-内科): 肺胞マクロ

ファージの活性酸素生成に関する検討.

池上裕美子1),河村哲治1',嶋崎洋一1',河南里江子1),中原由紀子1',中原保治1',望月吾郎1',長谷川誠紀2',橋平

誠2),宮本好博2',桂 栄孝3'(国立姫路病院1'内科,2'呼吸器外科, 3'病理): SVC症候群を呈 し,縦隔鏡下生検に

て診断された胸線カルチノイドの-手術例.
石田 直1',高橋健二1),梁 慧秀2'(倉敷中央病院1'内科, 2'病理): 悪性中皮腫癌の胸膜転移を呈した腎癌の

一例.

岩崎博信,冨岡洋海,岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,梅田文一,中井 準 (神戸市立
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中央病院呼吸器内科):非小細胞肺癌の転移と予後.

南部静洋1',岩田猛邦1),小橋陽一郎2'(天野よろづ相談所病院1'呼吸器内科,2)病理): 剖検例における重複

癌の臨床病理学的検討.

西坂泰夫,小田芳郎 :(大阪赤十字病院呼吸器内科):腫樽型筋サルコイドーシスの一例.

冨岡洋海,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立

中央市民病院呼吸器内科):発症年齢別にみたサルコイドーシスの臨床像の検討.

縄田隆平1),川島敦子1',西村尚志1',熊谷直和1),黒田直明1',坂東憲司1),桑原 隆2'(大阪府済生会中津病院1'呼

吸器内科2)腎センター): 著明な明苔,口腔内潰疫を認めた Wegener肉芽腫症の一例.

橋本 徹1',磯和理貴1',大野暢宏1',武藤 兵1',長谷光雄1),高嶋義光1),北市正則2)(1'福井赤十字病院呼吸器科,

2'京都大学胸部疾患研究所第二内科): Bronchocentricgranulomatosisの一例.

(特別発表)田口善夫 (天理よろづ相談所病院呼吸器内科)‥ レジオネラ症 :治療例を中心に.

(特別発表)桐谷良一 (京都大学胸部疾患研究所 第一内科): 気管支肺疾患と気道粘液線毛輸送系

(特別発表)石原享介 (神戸市立中央市民病院 呼吸器内科): 夏型過敏性肺炎の臨床像: BAL,肺機能 検

査から見た呼吸器障害遷延化の可能性.

〔講 演 主 催〕

島尾忠男 :｢世界の結核問題と日本の役割｣ (1988･3･25･京都)

MichaelT.Newhouse,M.D∴ ClinicalProfessorofMedicine,McMasterUniv.,Ontario,Canada.`̀Etiology

andClinicopathologicalFeauturesofBronchiectasis.''(1988.ll.2.)主催 :胸部研,節-内科

仁

L十 /

亘 ､

免 疫 学 分 野

〔学 会 発 表〕
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ノ Hosono,M･,Kurozumi,M･,Katsura,Y･andTakeda,T∴ Toleranceinductioninthedeveloplngthymus･

`̀Evolutionanddi脆rentiationoftheimmuIleSyStem''Symposium,1988,1,山口.

渡部良広,行徳淳一郎,桂 義元 :胸腺 Stromacell株上での Tcellの分化.第 4回京滋幹細胞研究会,1988,

6,京都.

桂 義元 :ProT細胞の性質と胸腺 stroma細胞株上でのT細胞の分化.第 6回胸腺免疫研究会,1988,7,東京･

Watanabe,Y･,Gyotoku,J･andKatsura,Y･‥ A thymicstomalcelllinewhich selectivelysupportsthe

generationofhelperT cellsubset.INSERM Conference,1988,7,France･

岩井一宏,鍔田武志,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :Invitroでのクラススイッチの誘導により一個のB細

胞由来の IgM,IgG抗体を検出する培養系の樹立とその自己抗体産生機構の解析-の応用.第38回アレルギー学

会総会,1988,9,京都.

花田敬吾,細野正道,細川友秀,竹田俊男.老化促進モデルマウス,SAM-P/1 のT依存性抗原に対する低応

答能 :-ルパーT細胞の機能低下について.第12回日本基礎老化学会,1988,8,伊勢原.

桂 義元 :造血幹細胞と胸腺におけるT細胞の分化.第40回国立大学附置研究所胸部疾患談話会,1988,ll,大

阪

桂 義元 :胸腺におけるT細胞の分化.大阪血液疾患談話会,特別講演会,1988,ll,大阪.

桂 義元,行徳淳一郎,高沖悠子,富田由美子,渡部良広 :臓器培養 した胎児胸腺への細胞注入によるT細胞

分化の解析.同上学会.
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細野正道,桂 義元,細川友秀 :Invivo抗 MIs反応系にみられる一方向性応答.第18回日本免疫学会総会,

1988,12,京都.

藤本真慈,森本武志,桂 義元 :T細胞抗原 レセプター ∂鎖遺伝子発現の調節機構.同上学会.

渡部良広,行徳淳一郎,大西昭男,桂 義元 :胸腺ス トローマ細胞株 (TSt-4)上での未成熟T細胞の分化.同

上学会.

行徳淳一郎,渡部良広,桂 義元 :胸腺中の CD4+8+細胞の分化段階における位置づけ.同上学会.

岩井一宏,鍔田武志,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :抗 DNA 抗体産生 B細胞におけるクラススイッチの

単一クローンレベルにおける解析.同上学会.

黒住奥史,細野正道,竹田俊男,桂 義元 :MIs-MHC クラスⅢ反応性T細胞寛容成立と胸腺髄質 内抗 原 分

布.同上学会.

花田敬吾,細川友秀,細野正道,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の Invitro免疫応答に関する研究･

同上学会.

〔誌 上 発 表〕

し Hirokarwa,K.,Utsuyama,M.,Katsura,Y.andSado,T.: Influenceofageontheproliferationandperi-

pheralizationofthymicT ce11S･VistasImmunol･,112,13-21,1988･

J IiJos.n｡,M.,Kina,T.,Katsura,Y.and Hosokawa,T.: Unidi,ectionalresponsestoMIsdeterminantsi.n

mlyo二 PolyclonalT cellresponsestoasignalcommondeterminantofMIsindifferentefficienciesPScand･J･

Immuno1.,28,217-224,1988･

U H.S｡n｡,M.,Hosokawa,T.,Fujiwara,M.and Katsura,Y.: Generation ofself-macrophage-toxicnon-T

cellsintheMHC-homozygousFISpleencellsco-culturedwithparentalcells: Possib一einvolvementsofhost

cellsinimpairedimmunityinGVH disease･Japan･J･Exp･Med･,58,261-267,1988

tlosokawa,T･,Aoike,A.,Hosono,M･,Kawai,K.and Cinader,a: Strain differenceofage-dependent

changesintheresponsivenesstoaT-independentType-2(TI12)antigensinmice.Mech.AgeingandDevel･,

45,9-21,1988.

桂 義元 :T細胞のメカニズム.Medicallmmunology,15,499-504,1988･

渡部艮広,行徳淳一郎,桂 義元 :ヘルパー系T細胞の分 化 を支持 す る胸 腺ス トローマ細胞 株. Medical

lmmunology,16,295-300,1988･

レ Tstlbata,T･,Nishikawa,S･･Katsura,Y･Kumagai,S･andlmura,H･: Bcellrepertoireforanti-DNA anti-

bodyinnormalandlupusmice: differentialexpressionofprecursorcellsfらrhigh andlow a托nityanti-

DNA antibodies･Clin°Exp･Immunol･,71,50-55,1988･

鍔田武志,桂 義元 :サプレッサーT細胞の抗原 レセプターI医学のあゆみ,145,813,1988.

レ/㊥
ura,Y･,Kina,T･,Takaoki,Y･andNishikawa,S.: Quanti五CationofT cellprogenitorsforthymicT

cellsinvariousorgans･Eur･J･Immunol･,18,889-895,1988･㌔/
v Kina,T.,Amagai,T･,Nishikawa,S･Araya,S･andKatsura,Y･: Functionaldifferentiationandrepertoire

divers描CationofT cellsderivedfrom singleprogenitorcells･Eur･J･Immunol･,18,897-903,1988･

臨 床 生 理 学 分 野

〔学会研究会発表〕

佐川弥之助 :第28回日本胸部疾患学会総会会長講演 ｢迷走神経遮断と呼吸反射｣司会,第28回日本胸部疾患学

会,1988.4.
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久野健忘 :シンポジウム3.胸部疾患における運動負荷試験の評価一呼吸調節と運動負荷-,同上,1988,4.

三嶋理晃 :第28回日本胸部疾患学会総会シンポジウム4.画像診断による肺機能評価とその限界一脈機能評価の

立場からみた RI画像診断の限界-.同上,1988.4.

石部裕一,中村正人,楳田高士,塩川泰造,泉 貢文,末包慶大 :アル ミトリンの低酸素肺血管収縮に対する

作用.同上,1988.4.

加藤幹夫 :第28回日本胸部疾患学会総会.肺循環10.司会,同上,1988.4.

佐藤公彦,久野健忘 :喫煙曝露ラットにおける肺 Glutathioneperoxidase(GSHpx)およびその関連酵素の検

討.同上,1988.4.

山岡新八,福永隆文,三嶋理晃,久野健忘,米倉義稽 :COPD 患者の運動負荷時における右室冠血流崖の重

要性.同上,1988,4.

田中聖子,三嶋理晃,山間新八,福永隆文,越久仁敬,久野健忘 :133Ⅹ e 持続注入法を用いた,肺疾患症例お

よび正常例における肺内換気 ･血流および換気血流比分布の比較検討.同上,1988.4.

大井元暗,陳 和夫,中村吉法,服部 登,久野健忘,平井正志,関野 一,栗山隆信 :睡眠時, 鼻 CPAP

マスクによる補助呼吸,同上,1988.4.

福田正悟,坪井知正,前川豊行,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :肺癌に対する Etoposide,CDDP併用気管支動脈注入

療法 (BAT)及び肺動脈注入療法 (PAI)の効果並びに血中濃度の推移についての検討.同上,1988.4.

泉 貢文,石部裕一,末包慶太,Y･S･Bakhle: エンドトキシン肺傷害モデルにおけるプロスタグランディン

E2 の薬効動態とステロイドの影響.同上,1988.4.

山岡新八,三嶋理晃,田中聖子,福永隆文,越久仁敬,久野健忘,人見滋樹 :原発性肺癌の肺門,縦隔病変に

対するガ リウム SPECT 像の有用性.同上,1988.4.

大井元晴 :第28回日本胸部疾患学会総会.呼吸調節第 Ⅰ司会.同上,1988,4.

陳 和夫,大井元暗,越久仁敬,北 英夫,大塚直紀, 申出雅治,田中嘉人,服部 登,久野健忘,平井正

蕊 :過換気症候群患者の呼吸パターンに関する検討.同上,1988,4,

太田和夫 :老人の脊柱側背症.第61回日本整形外科学会,1988.4.

和田普-,岩本暢泰,稲井真弥,閏 庚樺,栗山隆信: MEFV 曲線との関連からみた Closingvolurrle(CV)

検査の問題点.第 8回京阪神肺機能研究会,1988.5.

三嶋理晃,田中豊子,福永隆文,越久仁敬,川上賢三,久野健忘,千原幸司,人見滋樹 :133X eを用いた気腫

性肺嚢胞症例における肺内換気局所分布の検討.第33回気胸研究会,1988.5.

水谷 哲,鍵岡 均,服部 登,藤田正憲 :嚢胞切除縫縮術 と自家血による気管支療閉鎖術で一時 WeaniI一g

可能となった呼吸不全の 1例.第33回気胸研究会 (第 8回総会),1988,5.

杉田隆彰,安田隆三郎,西川忠男,平井正志,木村哲郎,関野 - :右肺上葉内に発生 した重複肺癌の 1例･

第31回滋賀呼吸器疾患談話会.1988.5.

石部裕一 :特別講演 ｢麻酔と HPV｣,近畿麻酔科医会総会,1988.5.

平松義規,市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男 :心膜憩室の2切除例.第143回近畿外科学会,1988.

5.

杉田隆彰,安田隆三郎 :食道平滑筋腫を合併 した縦隔膜癌の 1例.第143回近畿外科学会,1988.5.

吉村昌任,服部 登,福井基成,水谷 哲,鍵問 均,藤田正憲 :両側肺炎で発見されたアレルギー性気管支

肺アスペルギルス症の1症例.第125回日本内科学会近畿地方会,1988.6.

福井基成,服部 登,水谷 哲,鍵間 均,藤田正憲,村田 豊 :ルポイド肝炎の経過中にレジオネラ肺炎を

併発 した 1症例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

南方良章,新実彰男,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :肺胞内出血 により急速 に死 に至った

Wegener肉芽腫症の2例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会.1988.6.

鈴木雄二郎,南方良章,新実彰男,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫 :胸膜炎に対するウロキナーゼ固定化 トロ

ッカー ･カテーテルの使用経験.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

児島成之,栗山隆信,岩垣明隆,岩島源一,閲 庚煙 :急性増悪時に睡眠時酵素飽和度底下を認めた慢性呼吸
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不全の1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

柴田美祢,栗山隆信,竹中正純,閏 庚樺,福田市蔵 :オリーブ橋小脳萎縮症にみられた夜間酸素胞和度低下

に対し酸素および TRH の投与を試みた1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

大塚直紀,陳 和夫,申出雅治,北 英夫,三嶋理晃,大井元晴,佐藤公彦,久野健忘 :他の間質性肺炎と鑑

別困難であった BOOPの1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

川添隆司,田中 茂,梅官正志,松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,前田 環 :HCG 産性肺癌の

1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

松尾晃次,梅宮正志,川添隆司,田中 茂,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :塵肺結核に肺出血を合併し死

亡 した患者の1剖検例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

梅宮正志,田中 恰,川添隆司,松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :Bartter 症候群に気管支嘱息

を合併 した1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

杉田隆彰,安田隆三郎,西川忠男 :高令者修正大血管転位症に対する左側房室弁置換術の1例.第25回滋賀県

循環器疾患研究会,1988.6.

杉田隆彰,安田隆三郎 :後縦隔に発症した両側性心膜嚢腫の1例. 第31回日本胸部外科学会関西地方会,

1988.6.

杉田隆彰,安田隆三郎 :医原性と思われる解離性大動脈癖の1治療例.同上,1988.6.

石部裕一,C･Marshall,BE･Marshall: 外科的侵襲と肺操作が低酸素性肺血管収縮反応に及ぼす影響.第35

回日本麻酔学会総会,1988.6.

弘野慶次郎,市谷延雄,坪井裕志,西川忠男 :肺葉切除例における肺シンチによる肺血流,換気及び換気血流

比の検討.第 5回日本呼吸器外科学会総会,1988.6.

福田正悟,坪井知正,前川豊行,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :肺の再拡張を認めなかった悪性胸膜炎の3治験例.罪

176回大津赤十字病院内集談会,1988.6.

陳 和夫 :COPD 患者における運動時の Po･1 の変化.第 8回京阪神肺機能研究会,1988.6.

水谷 哲,鍵岡 均,福井基成,服部 登,藤田正憲 :気管支肺胞洗浄液 (BALF)及び血中のFH6,CA19-9

の検討,第11回日本気管支学会総会,1988.6.

坪井裕志,市谷迫雄,弘野慶次郎,渡辺裕介,申出雅治 :肺癌手術後,5年以上生存例21例の検討.第49回日

本肺癌学会関西支部会,1988.7.

谷間 棲,閏 庚樺,岩垣明隆,浦野 透,河合正行,福田泰樹,栗山隆信,関 一郎,山本隆一 :三者併用

療法 (SM,INH,REP)中に増悪し,経皮肺生検にて確診し得た肺結核症の1例.第126回日本内科学会近畿地方

会,1988.9.

陳 和夫,越久仁敬,北 英夫,大塚直紀,申出雅治,大井元晴,久野健志 :COPD患者における運動時P0.1

の変化.第25回日本臨床生理学会総会,1988.10.

福永隆文,≡川島理晃,川上賢三,山間新八,越久仁敬,田中聖子,久野健忘,西村浩一,泉 孝英 :ランダム

波オシレーション法を用いた安静呼吸における airwayimpedanceの呼吸相による変化.第25回日本臨床生理学

会総会,1988.10.

和田晋一,岩本暢泰,稲井真弥,閲 庚輝,栗山隆信 :MEFV曲線との関連からみた closingvolume(CV)検

査の問題点.第25回日本臨床生理学会総会,1988.10.

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :術前の肺機能検査値と肺切除の合併症との関係について (高齢者と若年者

との比較において).第41回日本胸部外科学会総会,1988.10.

田中埜子,福永隆文,越久仁敬,三嶋理晃,久野健忘,千原幸司 :巨大ブラ症例の術前,術後における,肺内

換気,血流および換気血流比分布の比較検討 (Ⅹe-133静脈内持続注入法を用いて).第41回日本胸部外科学会総

会,1988.10.

酒井直樹,越久仁敬,山岡新八,佐川弥之助,他 3名 :肝転移再発に対して Hepaticarterialinfusionを行っ

た肺小細胞癌の 1例.第32回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.ll.

前川豊行,坪井知正,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :急性呼吸不全,肝機能障害を来したマイコプラズマ肺
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炎の 1例.第32回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.ll.

宮原 亮,大塚直紀,佐藤公彦,大井元晴,三嶋理晃,陳 和夫,平井豊博,田中恵美子,久野健忘 :迷入動

脈を伴 った肺 ･気管支形成異常の1例.第32回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.ll.

前川豊行,坪井知正,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :臨床的に診断が困難であった肺結核症の 1例.第32回

日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.ll.

前川豊行,坪井知正,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :急性呼吸不全,肝機能障害を来 したマイコプラズマ肺

炎の1例.第32回日本胸部疾患学会近畿地方会1988.ll.

橋本重樹,栗山隆信,河合正行,閲 庚樺,関 一郎,折野達彦,武内郭郎,大森理代,橋口範弘,小野克巳

:口路底蜂巣織炎より縦隔洞炎,両膿胸,心外膜炎に進展 した 1例.第32回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.

ll.

田中嘉人,佐藤公彦,大井元暗,三嶋理晃,陳 和夫,中村吉法,久野健忘 :甲状腺機能低下により慢性呼吸

不全の急性増悪を来たし,CPAP無効で気管切開が有効であった閉塞性無呼吸症候群の1例.第32回日本胸部疾

患学会近畿地方会,1988.ll.

平林正孝,川上貿三,吉田 仁,中川正晴 :非切除小細胞肺癌症例における,無治療群 ･軽化学療法施行群 ･

強化学療法施行群の比較.第29回日本肺癌学会.1988.ll.

平林正孝,川上賢三,吉田 仁,中川正晴 :予後からみたⅢB期症例の検討.第29回日本肺癌学会,1988.ll.

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志,西川忠男 :肺葉切除後の換気シンチの検討一血流分布を中心に-.第28回

日本核医学会総会,1988.ll.

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,渡辺裕介,申出雅治 :格子肺で術前肺機能の評価が困難であった症例の肺

全摘術の経験.日本赤十字社医学会総会,1988.ll.

河合正行,閏 庚樺,山田勝彦,岩垣明隆,浦野 透,俣野茂樹,福田泰樹,栗山隆信 :肺のローパスフィル

タ特性と肺メカニクスの関係.第12回肺音 (呼吸音)研究会,1988.ll.

塩川泰啓,石部裕一,福喜多邦夫,国分田理,泉 貴文,末包慶大 :低血圧麻酔時の血液酸素化能一血管拡張

薬の比較-.第 8回臨床麻酔学会,1988.ll.

堀川禎夫,南方良章,新実彰男,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 :経気管支肺生検で有意な所見を得たパラ

インフルエンザ肺炎の1例.第31回日本感染症学会中日本地万全,1988.ll.

西山秀樹,南方長者,新実彰男,堀川禎夫,鈴木雄二郎,前川暢夫 :和歌山日赤における MRSA臨床分離株

の検討.第31回日本感染症学会中日本地万全,1988.ll.

杉田隆彰,麻柄達夫,西川忠男,安田隆三郎,平井正志,木村哲郎,関野 - :滋賀成人病センターでの縦隔

膜癌手術例の検当.第32回滋賀県呼吸器疾患談話会,1988.ll.

前川豊行,坪井知正,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :両側肺門部 リンパ節腫脹及び,びまん性肺野異常陰影

を呈した 1例.第32回滋賀呼吸器疾患談話会,1988.ll.

杉田隆彰,安田隆三郎,西川忠男,麻柄達夫 :当院における縦隔膜場の検討, 第144回近畿外科学会, 1988.

12.

申出雅治,市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,渡辺裕介,佐々木正道 :胸睦内甲状腺腫の2例. 第144回近畿

外科学会,1988.12.

麻柄達夫,杉田隆彰,西川忠男,安田隆三郎 :膜様部心室中隔輝を疑わせた Tricuspidpouchの手術経験.日

本循環器学会第66回近畿地方会,1988.12.

陳 和夫,大井元暗,久野健忘,平井正志,栗山隆信 :両側声帯不全麻捧例の睡眠時異常呼吸に関する検討.

第14回西部肺機能同好会,1988.12.

前川豊行,福田正悟,坪井知正,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :両側肺門部 リンパ節腫脹及び,びまん性肺野異常陰影

を呈 した 1例.第177回大津赤十字病院院内笑談会,1988.12.

平井豊博,宮原 亮,越久仁敬,陳 和夫,三嶋理晃,大井元暗,佐藤公彦,久野健忘 :肺クリプ トコッカス

症と推定された1症例.第11回京都大学胸部疾患研究所臨床生理学教室 (理学呼吸器科)研究会,1988.12.

奥井克次,杉浦直治,鍵問 朗,稲葉宣雄,申出雅治,坪井裕志,弘野慶次郎,市谷廼雄 :大阪日赤における
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非定型抗酸菌症.同上,1988.12･

田中嘉人,吉田 仁,平林正孝,中川正清,川上貿三 :非小細胞肺癌切除例における術前 CEAの意義に関す

る検討.同上.1988.12.

水谷 哲,鍵間 均,福井 基成,服部 登,北 英夫,藤田正憲 :空洞形成を来したマイコプラズマ肺炎の

1例.同上,1988.12.

坪井知正,鎌苅邦彦,前田豊行,福田正悟,土肥佳郎 :呼吸不全,DICを合併 した粟粒結核症の1例.同上,

1988.12.

酒井直樹,川上賓三,越久仁敬,佐川弥之助,遠藤和夫,他 3名 :肝転移再発に対して hepaticarterialin-

fusionを行った肺小細胞癌の1例.同上,1988.12.

吉田 仁,田中嘉人,平林正孝,中川正清,清水慶彦,久野健忘,川上賢三 :左主気管支原発の腺様嚢胞癌の

1治験例.同上,1988.12.

大成功- :市立堺病院における小細胞癌の治療成績.同上,1988.12.

佐野 求 :稀な進展様式を示 した肺扇平上皮癌の1例.同上,1988.12.

関野 一,木村哲郎,平井正志,西川忠男,安田隆三郎,他 3名 :長期人工呼吸および在宅人工呼吸の検討.

同上.1988.12.

栗山隆信 :呼気流量に依存する C】osingvolumeの評価.同上,1988.12.

吉田 仁,田中嘉人,平林正孝,中川正清,三嶋理晃,川上貿三 :RIbolus注入による Firstpass肺循環動

態の検討 (第 2報).同上,1988.12.

石部裕一 :p-良 curveによる pulmonaryvasculartoneの評価.同上,1988.12.

加藤達治 :ステロイド投与中に肺内アスペルギローマが発生 し,経気道薬物注入で軽快した SLEの1症例.

同上,1988.12.

鎌苅邦彦,坪井知正,前川豊行,福田正悟,土肥佳郎 :横川吸虫と関連 したと思われる好酸球血症の 1例.同

上,1988.12.

山岡新八 :NoninvasiveAssessmentofCo一PulmonaleinPatientswithCOPD･同上,1988･12.

陳 和夫 :移植後の呼吸調節および高炭酸ガス血症をともなった呼吸不全症例の管理.昭和63年度京都大学胸

部疾患研究所学術講演会,1989.1.

木村哲郎,関野 一,平井正志,西川忠男,杉田隆彰,麻柄達夫,安田隆三郎 :気管支嘱息と肺気腫の鑑別が

問題となった症例.第33回滋賀呼吸器疾患談話会,1989･

麻柄達夫,杉田隆彰,西川忠男,安田隆三郎,平井正志,木村哲郎,関野 一,松本正明 :肺犬糸状虫症の 1

例.第33回滋賀呼吸器疾患談話会,1989.

鎌苅邦彦,坪井知正,前川豊行,福田正悟,土肥佳郎 :胸部浸潤陰影高好酸球血症を呈した横川吸虫症の 1例.

第33回滋賀呼吸器疾患談話会,1989.1.

田中嘉人,吉田 仁,平林正孝,中川正清,川上貿三 :右中間気管支原発の粘表皮癌の1例.第50回日本肺癌

学会関西支部会,1989.2.

吉田 仁,田中嘉人,平林正孝,中川正清,清水慶彦,久野健忘,川上貿三 :繰り返す肺炎にて発見された,

左主気管支の腺様嚢胞癌の 1例,同上.1989.2.

渡辺裕介,坪井裕志,弘野慶次郎,申出雅治,市谷廼雄 :胸腺 atypicalcarcinoidの1例.同上,1989･2･

福田泰樹,山田勝彦,岩垣明隆,浦野 透,梶野茂樹,河合正行,栗山隆信,閏 庚煙 :縦隔リンパ節 ‡3転

移は同側 (n2)か,対側 (n3)か?-66施設,81名のアンケー トから-,同上,1989.2.

陳 和夫,平井正志,大井元晴,久野健忘 :軽度低酸素下睡眠呼吸に関す る検討. 第13回呼吸調節研究会,

1989.2.

栗山隆信,竹中正純,木村文治,篠田恵一,増井義一,和田普-,福田市蔵 :低酸素心拍数応答 に対す る

TRH の影響.神経ペプチ ドによる精神神経障害治療薬の開発研究班総会,1989.3･

杉田隆彰,安田隆三郎,西川忠男,麻柄達夫 :滋賀成人病センタ-における腹部大動脈輝手術症例の検討.罪

28回京滋奈良循環器懇話会,1989.3.
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杉田隆彰,安田隆三郎,西川忠男,麻柄達夫 :Shuford 3型右側大動脈弓に発症した解離性大動脈痛破裂の 1

治験例.第 9回滋賀救急医療研究会.1989.3.

[国 際 学 会 発 表二｣

Y･Ishibe,C･Marchall,BE･Marshall: HypoxicRulmonaryVasoconstrictioninhibitedbyLungMallipu-

1ationinRabbits,AnnualMeatingAmericanSocietyofAnesthesiologlStS,1988･10,SunFrancisco･

Y･Ishibe,C･Marchall,BE･Marshall: InhibitionofhylnXicConstriction: SynthesisofvasodilatororCon-

sumptlOnOfsubstrate,AnnualMeetingAmericanSocietyofAnesthesiologlStS,1987･10,Ailanta･

K･Y･Min,TIKuriyamaandM･Kawai= A UnifiedAnalysisoftheRelationshipbetweenInertance,Com-

pliance and Resisitance in the Lungsof NormalandDiseasedStateBasedontheEnergetics,Thelst

CongressoftheAsianPacificSocietyofResplrOlogy,1988･10.

M･Mishima,K,Kawakami,T･Fukunaga,S･YamaOka,Y･Oktl,E･Tanakaand K･Kuno: Comparison

ofthefrequencycharacteristicsofairwaytissueimpedancesinCOLD,interstitialpneumonitisandnormal

subjects,1988AnnualMeetingofAmericanThoracicSociety･1988.5.

M･Mishima,E･Tanaka,T･FukLlnaga,Y･Oku,S･Yamaoka,K･KawakamiandK･Ku1-0: ReglOnaldis-

tributionofRV/TLC andVolumeofairtrappedduringfarcedexprationinnormasubjectsand respiratory

diseasedpatientsusingXel133,ThelstcongressoftheAsianPacificSocietyofResplrOlogy･1988.10.

T･Fukunaga,KIKawakami,E･Tanaka,Y･Oku,M･Mishima,N･As ai,K･Kuno: ComparisonofAirway

IInpedancesDuringaRespiratoryCycleinCold,InterstitialPneumonitisandNorlnalSubject,The54th

AnnualScienti丘cAssemblyoftheAmericanCollegeofChestPhysicians･1988･1･

大井元暗,陳 和夫,久野健忘,

大井元暗,平井正志,昧 和夫,

陳 和夫,大井元晴,久野健忘,

環,Vol･36(6)‥ 625-630,1988.

石部裕一,末包慶大,楳田高士,

Vol.36(1): 53-58,1987･

石部裕一,末包慶太,中村正人,

酔 Vol･36(3): 356-362,1987.

石部裕一,末包慶太,楳田高士,

〔誌 上 発 表〕

平井正志 :低換気症候群.呼吸,Vol･7:1038-1043,1988･

久野健忘 :呼吸不全の病態一睡眠時呼吸異常-.結核,Vol･63:54-58,1988･

乾 健二,新宮 興,瀬尾憲正 :乳酸アシドーシスの診療と治療.呼吸と循

中村正人,泉 芸文,美濃吉峰 :低酸素性肺血管収縮反応の経時変化,麻酔

楳田高士,泉 責文 :低酸素性肺血管収縮に対する-ロセン吸入の影響,麻

中村正人,泉 貴文 :-ロセン局所肺吸入が低酸素性肺血管収縮反応に及ぼ

す影響.麻酔 Vo1.36(6): 890-896,1987.

山本五十年,浮田祐介,上山昌史,永松 香,佐藤光晴,木村謙太郎,石部裕一 :パラコー ト中毒初期の肺水

腫の定量.医学のあゆみ,Vol･146(8):611-612,1988･

水本明良, 市谷延雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男,岡田慶夫 :自然気胸の胸腔内持続吸引中に発生 した

再膨張性肺水腫の2例.日本胸部臨床 Vol147(1):65-69,1988.

閏 庚 輝,栗山隆信,福田泰樹,河合正行,貴島源一,村尾 仁,浦野 透,岩垣明隆 :エリスロマイシン

(EM)を含む各種抗生剤治療に抵抗 した慢性気道感染症に対するTE-031の臨床効果の検討.薬理と治療 Vol.16:

335-347･1988.

栗山隆信,柴田美弥,杉野正一,竹中正純,福田市蔵,黒田健治,茂在敏司 :OPCA にみられた夜間酸素飽

和度低下に対する酸素療法および TRH の影響.神経ペプチドの基礎と臨床,昭和62年度 :298-303,1988.

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,渡辺裕介,申出雅治 :格子肺で術前肺機能の評価が困難であった症例の肺

全摘の経験.日赤医学 Vol･40(3),1988･
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陳 和夫,大井元晴 :肺機能測定,人工呼吸,泉 孝英,宮城征四郎編.呼吸器病レジデント･マニュアル,

医学書院,1988.

陳 和夫,大井元晴,久野健忘 :アシドーシスの作用と反応.太田保世,他編,AnnualReview 呼吸器 1989.

中外医学社,1989.

P･J･Antol,M･Fujita.,andR･E･Hyatt: Characteristicsoftachyphylaxistoinhaled histaminein an-

esthetizeddogs･theAmericanPhysiologlCalSociety･1988･1938-1943･

M･Fujita,M･A･Schroeder,and R･E･Hyatt: CanineModelofChronicBronchialInjury: LungMecha-

nicsandPathologicChanges･Am RevRespirDis1988,137: 429-434･

Y･Ishibe,K･Scekane,M･Nakamura,T･Ⅰ等umi･T･Umeda,Y･Sagawa,K.Satoh,M･Ohi: Measurement

oflungWaterwithdoubleindicatordilutionmethodusingheatand sodium ionsindogs,JapaneseAnes-

thesiaJournals,Review 2: 5-7,1987･

C.Marshall,Y.IshibeandB.E.Marshall: A.CombinedInVivo/InVitroSmallAnimalModelforStud-

yingPulmonaryResponses,MethandFinelExptlclinPharmacol,10(i): 51111988･

胸 部 外 科 学 部 門

〔学 会 発 表〕

シンポジウム ･特別講演

人見滋樹,千原幸司,河原崎茂孝,小林 淳,清水慶彦,室原良治 :肺切除後の右心補助.第41回日本胸部外

科学会招請講演 (1988.10).

HiromiWada‥ SurgicalTreatmentofLungCancerinKyotoUniversity,Japan,TheFirstConferenceon

LungCancer,Shanghai(1988.ll.19)I

和田洋巳,青木 稔,神頭 徹,千原幸司,田村康一,人見滋樹 :シンポ一気管,食道領域のレザー癌治療一

肺癌の Nd-YAG レザー治療,第40回気管食道学会総会 (1988.ll.12).

和田洋巳,池 修,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,渡部 智,人見滋樹 :パネルディスカッシ

ョンー浸潤型悪性縦隔腫場の外科治療一成績向上のための工夫.浸潤性胸腺腫と悪性奇形腫の治療一術前,術後

の工夫の検討,第40回日本胸部外科学会総会 (1988.10.5).

田村康一,横見瀬裕保,池 修,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,五十部潤,渡部 智,清水慶

彦 :転移性肺腫癌切除長期生存例の検討,第 5回日本呼吸器外科学会総会,シンポジウムⅣ (1988.6).

光岡明夫 :肺癌の診断と治療,西宮市医師会教育講演 (1988.1).

光岡明夫 :縦隔膜疫の診断と治療,中国天津医学院招請講演 (1988.8).

松村理司 :中 ･高年の慢性呼吸不全の診断と治療,国立舞鶴病院地域医療研修センタ-特別講演 (1988.8).

松原義人,畠中陸郎,小鰭 覚,八木一之,塙 健,塩田哲広,李 永浩,桂 敦史,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :気管分岐部切除後の気道再建例の検討 (シンポジウム),第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

千原幸司,河原崎茂孝,小林 淳,人見滋樹,清水慶彦 :パネルデスカッション,機械的人工呼吸法の見直 し

･呼吸同調型 cuirassレスピレーターの開発と臨床,第10回人工呼吸研究会 (1988.7).

千原幸司,河原崎茂孝,横見瀬裕保,岡田賢二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,中村達雄,渡部

智,清水慶彦,松延政一 :シンポジウム 遠隔成績からみた呼吸器外科における機能温存を計る外科治療 ･換

気運動からみた巨大気腫性肺嚢胞症の病型分類 と肺機能遠隔成績,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.

6).

Y･ShimlZu: BIOCOmPatlbleMaterlalsforSoftTISSueReconstruct10n,_3rdWorldB10materlalsCongress

(1988.4)Panel.
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桑原正喜,奥村典仁,福瀬達郎,康 大志 :気管支断端療 8例の臨床的検討,第31回日本胸部外科学会関西地

方会 (1988.6).

倉田昌彦,竹田秋郎,瀧 俊彦,張 謙益 :高齢者肺癌切除の長期生存例と手術適応の検討,第 5回呼吸器外科

学会総会 (1988.6).

松井輝夫,黄 政龍,山下直己,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :同時性肺 ･肺重複癌の 1手術例,第49回日

本肺癌学会関西支部会 (1988.7).

AkitoshiTatsumi,MorihisaKitano,AkiraYamanaka,TeruoMatsui,NaokiYamashita,SeiryuKo= Limi-

tedoperatlOnforbronchogeniccarcinoma,FifthworldConferenceonLungCancer(1988.8)･

MorihisaKitano,Seirvu Ko,NaokiYamashita,TeruoMatsui,AkiraYamanaka= ChemosensitivltytestOf

humanlungcancerxenograft,FifthWorl(1ConferenceonLungCancer(1988.8)･

和田洋巳,千原幸司,青木 稔,田村康一一,清水慶彦,人見滋樹 :NeoadjuvantChemotherapyを行った N2

肺小細胞癌の2手術例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.3･25).

和田洋巳,横見瀬裕保,青木 稔,神頭 徹,千原幸司,田村康一,人見滋樹‥ UFT 投与後の肺癌組織中

Thymidi),lateSynthase阻害に関する検討,第26回日本癌治療学会総会 (1988･9.29).

和田洋巳,高橋 豊,小林 淳,福頭 徹,手原幸司,青木 稔,田村康一,渡部 智,清水慶彦,人見 滋

樹 :肺癌の Neoadjuvant療法,第29回日本肺癌学会総会 (1988.lot27).

桑原 修,桑原正喜,倉田昌彦,他 6名 :臨床的 N2の正確さの検討-特に肺腺癌 N2症例に対する手術治療

の Randomizedcontrolledsttldyを目的とした予備研究-,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

桑原正喜,庚 大志,有安哲哉,奥村典仁 :肺癌患者の外来検査としての肺血管造影法 ⅠⅤ一DSA とPA-DSA

の比較検討,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

森 隆,桑原正喜,倉田昌彦,他 6名: Adjuvanttherapy-randomizedcontrolledstudy-,第29回E1本肺癌学

会総会 (1988.10).

祖父江友孝,桑原正喜,倉田昌彦,他14名 :女性非喫煙者における受動喫煙および室内空気汚染と肺癌罷患の

関係,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫, 辰巳明利,北野司久 :転移性肺腫疫の術後生存率に関する検討,

第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

森 隆,桑原正喜,倉田昌彦,他 6名 :肺非小細胞癌に対する術後補 助療法-arandolnized controlled

study-,第 5回呼吸器外科学会 (1988･6)･

倉田昌彦,竹田秋郎,張 謙益,瀧 俊彦 :機能温存を計った肺癌外科治療例の成績,第31回日本胸部疾患外

科学会関西地方会 (1988･6).

高井晶子,倉田昌彦,瀧 俊彦.竹田秋郎,他 1名 :2, 3の呼吸器疾患の啄抜気管支肺胞洗浄液中の微生物

と LysozyI-1e活性について,日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988･6).

瀧 俊彦,張 謙益,岡田賢二,竹田秋郎,倉田昌彦 :中葉原発肺癌の予後 (中葉切除の適応について), 節

41回日本胸部外科学会総会 (1988･10).

竹田秋邸,張 謙益,岡田賢二,瀧 俊彦,倉田昌彦,妊娠期乳癌の 3例,第144回近畿外科学会 (1988.10).

橋平 誠,長谷川誠紀,官本好博 :第48回日本肺癌学会関西支部会, 気管 ･気管支カルチノイ ドの2切除例

(1988.2).

長谷川誠紀,橋平 誠,官本好博 :第 5回呼吸器外科学会総会,当院における胸壁合併切除例の検討 (1988.

6).

長谷川誠紀,橋平 誠,宮本好博 :第31回日本胸部外科学会関西地方会,再発喉頭癌に対 し AnteriorMedia-

stinalTracheostomyを行なった一例 (1988･6).

神頭 徹,乾 健二,横見瀬裕保,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳 人見滋樹: Nco-Adjuvant

Chemotherapyを行なった N2肺小細胞癌の2例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).

高橋 豊,佐坂徳浩,花岡伸治,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,中村達雄,青木 稔,田村康一,渡部 智,
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和田洋巳,人見滋樹 :肺に結節病変を伴った Immunoblasticlymphadenopathy(IBL)と思われた Tzonelym-

phomaの1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.12).

高橋 豊,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳 人見滋樹 :Ⅲ期腺癌の手術例の

検討,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

田村康一,小林 淳,高橋 豊,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,和田 洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶

彦 :転移性肺腫癌に対する複数回手術例の検討,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).

福瀬達郎,庚 天志,奥村典仁,桑原正喜,他 1名 :原発性肺癌内に骨組織を認めた 1例,第48回日本肺癌学

会関西支部会 (1988.2).

田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,中林君美 :高齢者神経鞘腫の 1切除例,第53回日本胸

部疾患学会東海地方会 (1988.5.22).

山下直己,黄 政龍,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :胸部レ線上無所見であった肺扇平上皮癌の

1手術例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).

松井輝夫,黄 政龍,山下直己,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :気管支カルチノイドの2切除例, 第144回

近畿外科学会 (1988.12).

竹田秋邸,瀧 俊彦,他 1名 :肺原発と考えられた malignantGbroushistiocytomaの1例,第48回日本肺癌

学会関西支部会 (1988･2).

山下直己,北野司久,辰巳明利,山中 晃,松井輝夫,葺 政龍 :非小細胞肺癌術後 adjuvant化学療法の検

討,第5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :微小肺内転移を伴った腺癌の1例,第52回

中部肺癌学会 (1988.7.2).

白木 硬,加藤達雄,西尾 斉,加藤正孝,森 厚,山口正人,上村博幸,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,

井上律子,伊東政敏,′J＼林君美 :当院における集検発見肺癌症例の検討,第26回岐阜県肺癌研究会 (1988.7.30).

源河童一郎,川畑 勉,前里和夫,他 8名 :肺門部早期扇平上皮癌の治療と問題点,第29回日本肺癌学会,宿

間 (1988).

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,宮国泰夫,嘉数朝一,大城盛夫,川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清

司,源河童一郎 :原発性肺癌における糖鎖抗原シアリル SSEA-Ⅰ抗原の臨床的検討,第29回日本肺癌学会,描

岡 (1988).

伊志嶺恒彦,山内和雄,上原力也,川畑 勉,国吉真行,石川清司,前里和夫,源河童一郎 :転移性脊椎腫疫

の治療経験,第43回国立病院療養所総合医学会 (1988･ll).

川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清司,源何重一郎 :分岐異常気管支の支配領域に発生 した肺腫療 3例,

第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清司,源河圭一郎 :展性限局性胸膜中皮腫の2手術例,第21回日本胸部

外科学会九州地方会 (1988.8).

林 豊,笠松紀雄,河野俊彦,大和田英美,長尾啓一,喜屋武邦雄,君壕五郎,源河童一郎,他 2名 :肺癌

例の肺組織の病理学的変化一沖縄の症例における所見一第29回日本肺癌学会,福岡 (1988).

石川清司,源河童一郎,国吉真行,前里和夫,川畑 勉,嘉数朝一,宮国泰夫,宮城 茂,久場睦夫,仲宗根

恵俊,大城盛夫 :肺門部早期肺癌切除例の臨床的検討,第28回肺癌学会九州地方会 (1988.7).

源河童一郎 :Randomizedtrialの進行状況.厚生省がん研究助成金指定研究 (62指-1)｢固形がんの集学的治療

の研究｣肺がん外科グループ斑会議 (1988･3).

源河童一郎,川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清司 :シンポジウム ｢高齢者肺癌治療の問題点｣,超高齢

者 (80歳以上)肺癌治療の問題点,第21回日本胸部外科学会九州地方会 (1988.8).

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,富国泰夫,素数朝一,大城盛夫,川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清

司,源河童一郎 :肺癌におけるシアリル SSEA-1抗原 (SLX)の臨床的検討,第28回日本肺癌学会九州地方会,

宮崎 (1988).

川畑 勉,上原力也,前里和夫,国吉実行,石川清司,山内和雄,源河童一郎 :両側肺切除術を施行した肺多
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発癌 3例,第25回九州外科学会 (1988.6).

川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清司,源河圭一郎 ‥発見動機からみた肺門部早期肺癌,第41回日本胸部

外科学会総会 (1988.10).

川畑 勉,前里和夫,国吉貢行,石川清司,源河童一郎 :右上幹入日部に発生 した mtlCOepidermoid carci-

1-Oidの 1例,第11回九州気管支研究会 (1988.ll).

前里和夫,川畑 勉,国吉真行,石川清司,山内和雄,源河童一郎,嘉数朝一,宮国泰夫,宮城 茂,久場睦

夫,仲宗根恵俊,大城盛夫 :気管支形成を行った同時性肺多発癌の2手術例,第23回日本胸部疾患学会九州地方

会 (1988.ll).

久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,宮国泰夫,嘉数朝一,大城盛夫,川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清司,

源河圭一郎 :肺癌におけるシアリル SSEA･1抗原 (SLX)の臨床的検討,第28回肺癌学会九州地方会 (1988.7).

上田哲也,光岡明夫,他11名 :胸部転移ゼ ミノーマ (華丸腰療)の1症例, 第48回 日本肺癌学会 関西支部会

(1988.2).

寺下-弥,宮本 魂,光岡明夫,他 8名 :Clagett変法により治癒 しえた肺全摘術後有療性膿胸の1例,第143

回近畿外科学会 (1988.5).

青木 稔,人見滋樹,和田洋巳,田村康一-,千原幸司,神頭 徹,高橋 豊,小林 淳 :気管～左主気管支に

浸潤 した食道癌転移縦隔 リンパ節に対するリンパ節郭清,第 2回肺癌手術手技研究会 (1988.12).

青木 稔,神頭 徹,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :肺小細胞癌の外科療法の役割,ワークショ

ップー肺小細胞癌の放射線療法と外科療法の役割-,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

青木 稔,高橋 豊,小林 淳,横鬼瀬裕保,神頭 徹,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :びまん

性胸膜中皮腫の-切除例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988･7).

糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:転移性肺腫痴

症例の検討,肺癌学会総会 (1988.10).

糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシヤー ド:若年者肺癌の

検討,中部肺癌学会 (1988.ll).

斉木 稔,植田 充宏,横見瀬裕保,岡田賢二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,中村達雄,渡部

智,清水慶彦 :胸膜肺全摘除術を施行 したびまん性胸膜 中皮腫の 2例, 第31回日本胸部外科学会関西地方会

(1988.6).

青木 稔,岡田賢二 千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :III期小細胞癌におけ

る NeoadjuvantChemotherapyの意義,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988･6).

渡部 智,横見瀬裕保,中村達雄,岡田賢二,干原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,人見滋

樹 :高齢者肺癌手術適応と合併症,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988･6).

渡部 智,小林 淳,高橋 豊,中村達雄,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,

人見滋樹 :高齢者 (70歳以上)肺癌手術症例の検討.第29回日本肺癌学会総会 (1988･10･).

寺松 孝 :肺癌に対する randomizedcolltrOlledtrialによる補助化学療法の検討,第28回日本肺癌学会総会

(1987.ll).

入江利明,宮本 魂,光岡明夫,光岡明夫,人見滋樹,他10名 :術後遠隔期に対側鎖骨上宿に生 じた単発性転

移巣に対 して摘出術を行なった肺巨細胞癌の一例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6)･

李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺癌における IRMA法による血清 TPA値の検討,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988･2).

塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,

池田貞雄,他 3名 :肺癌患者におけるシア))ル SSEA-1抗原の臨床的検討,第48回日本肺癌学会 関西支部会

(1988.2).

塙 健,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄

:術後にホルネル症候群および上肢不全麻疹をきたした胸壁神経鞘腫の1切除例,第144回近畿外科学会 (1988.

12).
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倉田昌彦,竹田秋郎,岡田賢二,張 謙益,瀧 俊彦,他 2名 :肺癌患者における血清 FH-6の臨床的意義,

第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

瀧 俊彦,張 謙益,岡田賢二,竹田秋郡,倉田昌彦 :肺癌患者における血清 CA125の意義,第29回日本肺

癌学会総会 (1988.10).

石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄

:肋骨原発骨巨細胞腫の 1切除例,第144回近畿外科学会 (1988.12).

石田久雄,八木一之,畠中陸郎,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,小鯖 覚,松原義人,船津武志,池田貞雄

:気管内過誤腫の1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).

鍔田利恵子,渡部 智,人見滋樹,他 5名 :放射線療法後,右上葉胸壁合併切除術にて良好な経過を とった

Pancoasttumorの 1例,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).

塩田哲広,松原義人,池田貞雄,石田久雄,桂 敦史,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸部,船津武志

:肺癌におけるシアリル SSEA-1抗原の意義,第 2回近畿腫療糖鎖研究会 (1988.ll).

塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :若年者肺癌29例の臨床的検討,第50回日本臨床外科医学会総会 (1988.ll).

和洋 仁,中村聡人,清谷哲也,小林淳,玉田二郎 :当院における非小細胞肺癌 N2症例の検討,第 5回日本

呼吸器外科学会 (1988.6).

猪谷哲也,中村 聡人,和滞 仁,小林 淳,玉田二郎 :胸壁原発と考えられた悪性線維性組織球腫の 1切除

例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

中村聡人,清谷哲也,福瀬達郎,和洋 仁,玉田二郎 :当科における40才未満若年者肺癌症例の検討,第27回

日本肺癌学会中国四国支部会 (1988.7).

玉田二郎,中村聡人,清谷哲也,福瀬達郎,和滞 仁 :左 S6区域切除に左下幹管状切除端々吻合術を併用 し

た Severedysplasiaの 1例,第27回日本肺癌学会中国四国支部会 (1988･7).

池田貞雄,松原義人 :肺クリプ トコックス症の血清学的診断一血清中の抗原と抗体の検索-,第35回日本臨床

病理学会総会 (1988.10).

池田貞雄,石田久雄,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,

松原義人,船津武志 :肺癌の再燃様式の分析一切除後再発例について,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

松原義人,塩田哲広,塙 健,桂 敦史,小鰭 覚,石田久雄,八木一之,畠中陸郡,船津武志,池田 貞

雄 :肺癌における腫場マーカー CA130,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

塩田哲広,池田貞雄,桂 敦史,李 永浩,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,

船津武志 :肺癌組織におけるシアリルSSEA-1抗原の局在性の検討,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988･7)･

船津武志,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,池田貞雄

:CT と縦隔鏡検査による肺癌の縦隔 リンパ節転移の診断,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

塙 健,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄

:T4肺癌の手術成績,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己,責 政龍 :原発性肺癌に対する Limitedoperation,罪

29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :肺癌における CEA,CA19-9,Ferritinの

臨床的意義,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).

塩田哲広,李 永浩,池田貞雄,松原義人 :肺癌における TPAの意義一免疫組織学的検討を中心に-,第 8

回腫療マーカー研究会 (1988.9).

塩田哲広,池田貞雄,松原義人 :肺癌におけるシアリルSSEA-1抗原の意義,第47回日本癌学会総会 (1988･

9).

池田貞雄,塩田哲広,李 永浩,塙 健,桂 敦史,小鰭 覚,八木一之,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,

船津武志 :肺癌患者におけるシアリル SSEA-1抗原,第26回日本癌治療学会総会 (1988.9).

松原義人,塩田哲広,李 永浩,塙 健,桂 敦史,小鰭 覚,八木一之,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
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池田貞雄 :肺癌患者における新 しい腫痴マーカーCA130の臨床的検討,第26回日本癌治療学会総会 (1988･9)I

李 永浩,桂 敦史,塩田暫広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸邸,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :胸壁脂肪腫の 1切除例,第143回近畿外科学会 (1988.5).

八木一之,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :中葉原発肺癌開胸例の検討,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).

松原義人,船津武志,畠中陸郎,塙 健,横堀 徹,塩田暫広,李 永浩,小鰭 覚,二宮和子,池田貞雄

:肺癌外科治療における縦隔踏検査の意義,第88回日本外科学会総会 (1988.4).

粍 敦史,八木一之,松原義人,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰭 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺癌の手術中における胸管損傷の2例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).

塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺癌における胸膜肺別除例の検討,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).

八木一之,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,

池田貞雄 :CT と縦隔鏡検査による肺癌の縦隔 リンパ節転移の術前評価,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.

6).

池田貞雄,李 永浩,桔 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,

船津武志,肺癌における拡大手術-Ⅳ期肺癌の手術成績,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988･6).

二宮和子,松原義人,船津武志,李 永浩,塙 健,小鰭 覚,塩田哲広,横堀 徹,八木一之,畠中陸郎,

池田貞雄 :間質性肺炎に合併 した肺癌 8例の検討,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988･4).

塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :高齢者肺癌の手術成績,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

原 裕,宮本 観,光岡明夫,他 2名 :悪性黒色腫の両側性肺転移の1手術例,49回日本肺癌学会関西支部

会 (1988･7)･

カレッド･レシャー ド,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎 :良性悪性疾患

における胸水 CA-19-9の臨床的意義,肺癌学会総会 (1988･10).

伊藤元彦 :肺腺癌の細胞亜型分類と細胞診,日本臨床細胞学会ワークショップ (1988･12).

伊藤元彦,三宅正幸,神奈木玲児 :胸部腫癖におけるGM2gangliosideの腫療マーカーとしての可能性,第29

回日本肺癌学会総会 (1988.10).

平井 降,伊藤元彦,安倍隆二,小原幸信 :アミラーゼ産生肺癌の 1例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (19

88.7).

安岡高志,宮本 魂,光岡明夫,他 5名 :転移性肺腫癌の外科治療法に関する臨床的検討,第29回日本肺癌学

会総会 (1988.10).

乾 健二,横鬼瀬裕保,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :診断困難であった

肺膿療合併肺癌の一切除例,第48回日本肺癌学会関西地方会 (1988･2･27).

LLJ下直己,黄 政龍,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :肺癌における制癌剤感受性試験,第48回日

本肺癌学会関西支部会 (1988･2).

山中 晃,黄 政龍,山下直巳,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :粘表皮癌の3症例,第48回日本肺癌学会関

西支部会 (1988.2).

大野暢宏,磯和理責,橋本 徹,武藤 真,長谷光雄,高嶋義光 :悪性胸膜中皮腫と鑑別を要 した肺癌の 1例,

第22回日本肺癌学会北陸地方会 (1988.7).

玉田二郎 :気管の病変･-腺様嚢胞癌を中心に,第31回岡山胸部疾患懇話会 (1988･3)･

志田原俊城,小阪真二,宮本信昭,他 3名 :癌性心嚢炎の治療経験,第41回高知県医師会医学会 (1988･8).

林 道贋,小阪真二,宮本信昭,他 3名 :悪性限局型胸膜中皮腫の 1例,第41回高知県医師会医学会 (1988.

8).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :転移性肺腫痔の術後生存率に関する検討,

第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).
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岡田英彦,浜本康平,河原崎茂孝,橋本圭司,谷口隆司,中島道郎 :左肺上葉切除後,特異な リンパ節転移を

釆たした 1肺癌症例,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).

小阪真二,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :Granularcelltumorの 1例,第31回日本胸部外科学会関西地方会

(1988.6).

小林 淳,千原幸司,佐坂徳浩,花岡伸治,高橋 豊,中村達夫,神頭 徹,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :前方経路により切除した肺尖部胸壁浸潤肺癌の 1例,第144回近畿外科学会

(1988.12).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :粘表皮癌の3症例,第48回日本肺癌学会関

西支部会 (1988.2).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :肺癌における CEA,CA19-9,Ferritinの臨

床的意義,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

小阪真二,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :良性肺腫疫の検討,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

カレッド･レシャ-ド:肺癌と肺結核の病態について,医師会講演 (1988.10).

カレッド･レシャード:肺癌と検診について,旭町市民健康講座 (1988.10).

カレッド･レシャード:肺癌の発見における健康診断の必要性について,市民健康講座 (1988.ll).

鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:

ImmunoradimetricAssayにおける TPA 測定について,中部肺癌学会 (1988.7).

鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎.カレッド･レシャー ド:節

癌における腰療マーカーの臨床的評価,静岡県癌治療研究会 (1988.6).

鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:節

癌における血清,胸水中の CA19-9値,中部肺癌学会 (1988.ll).

平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:肺内脂肪腫の

1例,中部肺癌学会 (1988.ll).

李 美於,李 民実,生島宏彦,他 3名 :診断が困難であった食道平滑筋腫の1例, 第144回近畿外科学会

(1988.12).

室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:胸壁合併切除

肺癌11例の検討,日本胸部外科学会関西地方会 (1988.5).

室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャ-ド:転移性肺腺療

症例の検討,中部肺癌学会 (1988.7).

2. 胸腺 ･免疫

伊藤元彦 :リンパ球サブセットからみた胸腺腫の分類,厚生省がん研究助成金によるワークショップ "胸腺腫

の分類''(1988.2).

平井 隆,伊藤元彦,安倍隆二,森 史よ,太田光熱,瀧 俊彦,倉田昌彦 :胸腺腫における自己抗体の検討

-抗筋抗体の胸腺腫診断における意義に関して-(第一報),第 5回日本呼吸器外科学会 (1988.6).

平井 隆,伊藤元彦,安倍隆二 :2個の腫癖が認められた重症筋無力症合併胸腺腫の 1例,第31回日本胸部外

科学会関西地方会 (1988.6).

和田洋巳,池 修,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,人見滋樹 :悪性縦隔腫疫の外科療法,第 5

回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6.ll).

光岡明夫,他 9名 :縦隔成熟奇形腫摘出後に卵黄嚢腫が残存していることが判明した 1症例,第 7回胸腺研究

会 (1988.6).

秋口一郎,松井 真,福山秀直,和田洋巳 :重症筋無力症患者の胸腺摘除術後の長期予後と免疫学的パラメー

ター :特に CD4+,CD8+,昭和63年厚生省特定疾.患免疫性神経疾患調査研究斑 (1988.12).

倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,張 謙益,岡田賢二,他 2名 :重症筋無力症に対するステロイド･胸腺摘除

併用療法の成績,第 7回胸腺研究会 (1988.6).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :縦隔に発生 した嚢腫の臨床的検討,第28回
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日本胸部疾患学会総会 (1988.4).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :無気肺が疑われた肥大胸腺の 1例.第 7回

胸腺研究会 (1988.6).

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁,康 大志,小林 淳,岡田賢二 :前縦隔病変に対する新 しい生検法の手技と

成績,第 5回日本呼吸器外科学会 (1988.6).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :縦隔に発生 した嚢腫の臨床的検討,第28回

日本胸部疾患学会総会 (1988.4).

塙 健,小鰭 覚,李 永浩,塩田暫広,榎掘 徹,八木一之,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :上大静脈再建を行った悪性胸腺藤の 1手術例,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).

伊藤元彦,安倍隆二,平井 隆,太田光熱,藤村重文 :いわゆる "post-thymectomymyastheniagravis''の検

討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).

原 裕,宮本 親,光岡明夫,他10名 :当科における胸腺関連腫痔の外科治療,第 5回日本呼吸器外科学会

総会 (1988.6).

高橋 豊,渡部 智,佐坂徳浩,花岡伸治,小林淳,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹 :後縦隔に発生 した6椎体良の ganglioneuromaの 1切除例,第144回近畿外科学会 (1988･12).

塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郡,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :巨大な食道平滑筋腫の1切除例,第143回近畿外科学会 (1988.5).

平井 隆,伊藤元彦,安倍 隆二,森 史よ,太田光熱,瀧 俊彦,倉田昌彦 :胸腺腫における自己抗体の検

討一抗筋抗体の胸腺腫診断における意義に関連 して-,第43回国立病院療養所総合医学会 (1988.ll).

国吉真行,池問 稔,宮国孝彦,川焔 勉,上原力也,前里和夫,石川清司,山内和雄,源河圭一郎,他 2

蛋 :上大静脈再建術にて切除し得た胸腺の扇平上皮癌症例,第21回日本胸部外科学会九州地方会 (1988･8).

高橋 豊,青木 稔,石田久雄,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :特異な形

状の内容物をもった嚢胞状奇形腫の 1切除例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).

伊藤元彦 :縦隔腫癌の画像診断,西山医師会 (1988･2)･

伊藤元彦 :｢縦隔膜疾｣,肺癌診断会 (1988.8).

桑原正吾,奥村典仁,有安哲哉,康 天志他 1名 :前縦隔より発生 した巨大奇形腫の 1手術例, 第144回近畿

外科学会 (1988･12).

塩田哲広,桂 敦史,李 永浩,塙 健,八木一之,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :食道平滑筋腫の6例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6).

黄 政龍,山下直己,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :胸腺嚢腫の-治験例,第32回日本胸部疾患

学会近畿地方会 (1988.ll).

井上孝史,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,吉谷 信,大久保憲一,植田充宏,秋山文弥 :気道圧迫症状を

呈した胸腺嚢腫の一例,静岡県,外科医会第146回集談会 (1988･6･)･

塩田哲広,池田貞雄,石田久雄,桂 敦史,塙 健,八木一之,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,船津武志

:縦隔 ドレナージにより治癒 した縦隔ガス壊症の一例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988･ll).

3. 結 核

佐坂徳治,渡部 智,花岡伸治,高橋 豊,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹 :有茎性大網移植片充填による術後気管支療閉鎖術の2例,第144回近畿外科学会 (1988.12).

渡部 智,石田久雄,横見瀬裕保,中村達雄,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶

彦,人見滋樹,他 2名 :有茎性大網移植片充填による膿胸気管支療閉鎖術及び閉鎖後気管支粘膜の血流測定,罪

41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :気管支結核の2治験例,第11回日本気管支

学会総会 (1988.5).
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武藤 真,磯和理貴,橋本 徹,大野暢宏,長谷光雄,高嶋義光 :初診時より気管狭窄を呈 していた 5例の治

療経験,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).

和田洋巳,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,人見滋樹 :有凄性膿胸の問題点,第63回日本結核病学

会総会 (1988.6.2).

山下直己,黄 政龍,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久,他 2名 :有凄性慢性膿胸に対する有茎性大

網充填術の臨床経験,第143回近畿外科学会 (1988.5).

カレッド･レシャード,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎 :結核性気管支

病変の内視鏡所見と外科療法の相関について,日本気管支学会総会 (1988.5).

千原幸司,植田充宏,石田久雄,横見瀬裕保,中村達雄,岡田貿二,青木 稔,田村康一,渡部 智,和田洋

巳,人見滋樹,田中豊子,三嶋理晃,久野健忘 :肋膜外合成樹脂球充填術後膿胸の-治験例,第31回日本胸部外

科学会関西地方会 (1988.6).

江崎 寛,田中文啓,寺町政美,井上律子,伊東政敏,小林君美,白木 硬,上村博幸 :特異な経過を示 した

急性膿胸の 1例,第21回東海呼吸器感染症研究会 (1988.1.30).

辰巳明利,北野司久 :肺結核に起因する有療性慢性膿胸に対する有茎性大網充填術の適応について,第63回日

本結核病学会 (1988.6)･

鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:節

結核化学療法に伴う急性反応物質の経時的変化について,日本結核病学会東海地方会 (1988.ll).

カレッド･レシャー ド:当地域において肺結核が多いのはなぜか,その背景因子と対策,静岡県保健婦会(1988.

ll).

平田敏樹,山田 隆,八木 健,宝 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:肺結核に合併

した肺癌の臨床的検討,日本結核病学会総会 (1988.6).

平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:気管支結核に

対する外科療法,静岡県外科医会 (1988.6).

平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:肺癌に合併し

た肺結核の臨床的検討,東海感染症研究会 (1988.10).

室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:当科における

肺真菌症とその手術例の検討,静岡県外科医会 (1988.9).

室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:当科における

肺真菌症の検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988･ll).

李 美於,李 民実,生島宏彦,千原幸司,他 1名 :結核性肺空洞の穿孔による高齢者膿胸の-手術例,第32

回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988･ll).

平井 隆,安倍隆二,伊藤元彦,生島宏彦 :最近10年間の慢性膿胸手術例の検討,第41回日本胸部外科学会総

会 (1988.10).

山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :気管支結核の2治験例,第11回日本気管支

学会総会 (1988.5).

土居裕幸,小阪真二,他 3名 :M･Kansasiiの1治験例,第41回高知県医師会医学会 (1988.8).

桂 敦史,石田久雄,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄

:膿胸を併発した自然気胸の3例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).

小鰭 覚,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄

:横隔膜を穿孔した全摘後膿胸の-手術例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).

4. 人工材料

田村康一,清水慶彦,河原崎茂孝,人見滋樹,他 3名 :Ethoxyethylcyanoacrylateの外科用接着剤としての応

用一増粘効果と invivoにおける接着強度-,第26回日本人工臓器学会 (1988.9).

田村康一,河原崎茂孝,池 修,人見滋樹,五十部潤,水野 浩,清水慶彦,他 3名 :-バ リン化 poly-
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urethaneの静脈用人工血管-の応用に関する基礎的研究,第26回日本人工臓器学会 (1988.9).

田村康一,高橋 豊,小林 淳,池 修,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,五十部潤,

中村達雄,渡部 智,河原崎茂孝,他 3名 :新 しい医療用接着剤の呼吸器外科領域-の応用- 基礎的 ･実験的

検討- ,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).

渡部 智,中村達雄,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,人見滋樹 :-イ ドロキシアパタ

イト含有ポリ乳酸 ピンを用いて整復固定を行 った小児胸骨骨折の 1例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (19

88.6).

清水慶彦,平井圭一,日野常稔 :合成高分子材料埋櫨による発癌と collagen 被覆による発癌抑制,第26回E]

本人工臓器学会 (1988.9).

平井圭一,清水慶彦 :高分子化合物埋人による発癌誘導と collagen 被覆による発癌抑制,第44回日本電子顕

微鏡学会 (1988.6).

清水慶彦 :医用高分子の現状と将来,第25回次代の高分子研究者のための講演,見学会 (高分子学会)(1988.

ll).

rramuraKノKawarasakiS,HitomiS,ShimizuY,: NEW TYPEOFPOLYURETHANETUBEFOR

APTIFICIALVASCULAR GRAFT,3rdWorldBiomaterialsCongress･(1988,April･)Kyoto.

TamuraK,KawarasakiS,IsobeJ,Ike0,HitomiS,ShimizuY,: NewTypeofPolyurethaneTubeApp1

liedforSmallDiameterVascularProstheses,ⅩVthCongressofTheEuropeanSocietyforArtificialOrgans,

(1988,July.)Prague･

S.Watanabe,OIIke,T.Nakamura,Y･Shimizuetall: Surfacemodificationofsyntheticpolymermaterials

formedicalapplication: Additionofbiocompatibleand bioactivesurface,TheThirdWorldBiomaterials

Congress(1988･4･)･

松井輝夫,黄 政龍,山下直巳,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :ポリ乳酸ス トラットを用いた漏斗胸に対す

る胸骨挙上術23例の検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).

池 修,渡部 智,

するア ドリアマイシン.

池 修,渡部 智,

するア ドリアマイシン.

池 修,渡部 智,

するア ドリアマイシン.

辰巳明利,黄 政龍,

夏目 徹,和田良一,玄 丞焦,筏

ポリL乳酸マイクロスフェアの使用,

夏目 徹,和田良一,玄 丞焦,筏

ポリL乳酸マイクロスフェアの使用,

夏目 徹,和田良一,玄 丞焦,秩

ポリL乳酸マイクロスフェアの使用,

義人,人見滋樹,清水慶彦 :P815腫癌細胞に対

第 4回日本 DDS学会 (1988.7).

義人,人見滋樹,清水慶彦 :P815腫療細胞に対

第26回日本癌治療学会総会 (1988.9).

義人,人見滋樹,清水慶彦 :癌性胸膜炎患者に対

第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).

山下呉巳,松井輝夫,山中 晃,北野司久 :合成樹脂充填術後32年目に発症 した有凄性

膿胸に対する有茎性大網の使用経験,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6).

0･Ike,Y･Shimizu,T･Natsume,S･Hitomi,T･Okada,Y･Ikada: EXPERIMENTALSTUDIESONAN

ARTIFICIAL ESOPHAGUS USING A COLLAGEN COATING SILICONE TUBE,3RD WORLD

BIOMATERIALSCONGRESSt1988.4).

池 修,清水慶彦,岡田敏行,夏目 徹,渡部 智,人見滋樹,筏 義人 :新生食道の再生を目指 したコラ

ーゲン被覆シリコーン人工食道の検討,第26回日本人工臓器学会総会 (1988･9)･

池 修,清水慶彦,岡田敏行,夏目 徹,渡部 智,人見滋樹,筏 義人 :コラーゲ ンを用いた人工食道の

検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988･10).

黄 政龍,山下直巳,松井輝夫,辰己明利,山中 晃,北野司久 :両側気胸の一期的手術に胸骨正中切開にお

けるポリ乳酸胸骨接合 ピンを使用 した-症例,第143回近畿外科学会 (1988･5).

乾 健二,千原幸司,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦,他 3名 :体外陰圧式人工呼吸器の使用経験,第15回

集中治療医学会総会 (1988.2.25).

松原義人,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,李 永浩,桂 敦史,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :ポリエチレン･メッシュによる胸壁再建術,第41回日本胸部外科学会総会 (1988･10).
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IkedaS･,MatsubaraY･,KosabaS･,Yagi K･,HatakenakaRandFunatsuT･: Prostheticreconstructionof

tracheaandbifurcationinpatientswithlungcancer,TheFifthWorldConferenceonlungCancer(1988.8)･

5. 心 ･血管

江崎 寛,田中文啓,寺町政美,井上律子,伊東政敏,小林岩美,西尾 斉,山口正人,上村博幸 :胸成術後

低肺機能の AC バイパスの 1例,第37回国立療養所循環器疾患研究会 (1988.ll.10).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,小林君美 :血液カルディオブレジアによる心筋保護の

経験,第43回国立病院療養所総合医学会 (1988.ll.ll).

小阪真二,宮本信昭,他 1名 :試験開胸時偶然発見された小弓部大動脈輝の 1治験例 :日本循環器学会中国四

国地方会第53回総会 (1988.ll).

西山誠一,井上寛治,他 8名 :経皮的大動脈弁形成術が有効であった高齢者の石灰化を伴う大動脈弁狭窄症の

1例,日本循環器学会中国四国地方会第53回総会 (1988.ll).

吉岡 贋,宮本信昭,他 4名 :MRIにより経過観察された解離性大動脈癖の2例, 日本循環器学会中国四国

地方会第53回総会 (1988.ll).

井上寛治 :バルーン治療はどこまで手術に代わり得るか?,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).

生藤博行,井上寛治,官本信昭,他 7名 :カラー ドップラー法により診断されたバルサルバ洞動脈痛破裂の 1

例,日本循環器学会中国四国地方会第53回総会 (1988.ll).

山本克人,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :心筋自由壁破裂 (Oozingtype)を合併 した広範囲前壁梗塞の 1例,

日本循環器学会中国四国地方会第53回総会 (1988.ll).

小川 聡,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :非観血的診断で開心術を決定した心室中隔穿孔の2例,第 3回四国

循環器研究会 (1988.2)

山本克人,井上寛治,宮本信昭,他 7名 :解離性大動脈輝 (DeBakeyⅢ+Ⅲ)を合併 した Marfan症候群の 1

例,第52回日本循環器学会中国四国地方会 (1988.6).

李 永浩,宮本 魂,光岡明夫,他 8名 :冠動脈撃縮型狭心症を伴った肺癌の 1手術例,第144回近畿外科学

会 (1988.12).

原 裕,宮本 魂,村田紘崇,李 永浩,他 6名 :未栴動脈輝9例の外科治療,第144回近畿外科学会(1988.

12).

向井賀正,宮本 魂,村田紘崇,光岡明夫,他 9名 :腹部大動脈輝人工血管置換術後ス トレス性胃潰疫を併発,

胃全摘出術施行後,経腸栄養を行い良好な結果が得られた1症例,第 8回兵庫県経腸栄養研究会 (1988.ll).

上田哲也,宮本 魂,村田紘崇,李 永浩,他 7名 :Sealedruptureofabdominalaorticaneurysm が疑われ

た腎動脈下解離性大動脈輝の1例,第66回日本循環器学会近畿地方会 (1988.12).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :ビデオクリニッ

ク CUSA を用いた巨大右房粘液膜摘出術+三光弁弁輪形成術+CAIiG の一例, 第41回日本胸部外科学会総会

(1988.10.)

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 : Bj6rk-Shiley

Monostrut弁の臨床的検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10.)

井上孝史,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :外傷時A型大動

脈解離の一例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :成人型動脈管憩

室動脈癖の手術経験,:第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6.).

吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :当院における

LVAD 使用 3例の検討一離脱成功の一例を中心に,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6).

賀来克彦,宮本 顔,村田紘崇,光岡明夫,他 6名 :DeBakeyⅢ型解離性大動脈癖の手術成績の検討,第18回

日本心臓血管学会総会,(1988.2).

向井賀正,宮本 薮,村田紘崇,光岡明夫,他 9名 :解離性大動脈痛Ⅲ型破裂緊急手術後,遠隔期に解離陸拡

大を来たした1例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).
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富谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :SARNS社製膜

型人工肺の使用経験,サーンズ膜型人工肺研究会 (1988.2).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :不安定狭心症と

早期 AMIに対する CABG,第18回日本心臓血管外科学会総会 (1988.2).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :感染性心内膜炎

に対する弁置換術の問題点,第18回日本心臓血管外科学会総会 (1988.2.).

吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,大久保憲一,井上孝史 :人工弁置換術后の血栓弁に

対する再弁置換術例の検討,第 3回静岡血栓症研究会 (1988.3).

井上孝史,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :血胸を伴う外傷

性急性A型大動脈解離の一例 :静岡県外科医会第145回集談会 (1988.3.).

大久保憲一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,井上孝史,秋山文弥 :開心術時回収血

液再利用に関する検討,第 3回静間輸血懇話会学術集会 (1988.4).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :前下行枝-の

LIMA の経験と問題点,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :シンポジウム

`̀遠隔成績からみた呼吸器外科における機能温存を計る外科治療''前胸壁変形に対する腹直筋有茎性胸骨翻転術の

遠隔成績,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6.).

大久保憲一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,富谷 信,井上孝史,秋山文弥 :若年者 凸oppy

valveの二症例第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,小林君美 :逆行性冠潅流法による心筋保護の有用性,

第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10.5).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :末梢性肺動脈狭窄の家族歴を有 した大動脈

弁上狭窄の 1手術治験,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6･24).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,小林君美 :逆行性冠潅流法の臨床経験,第31回日本胸

部外科学会関西地方会 (1988.6.24).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :毛細管脆弱を示 した AVRの1治験例,三

重大学胸部外研学教室第34回研究総会 (1988･8･6).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,加川憲作,山口正人,上村博幸,小林君美 :冠動脈塞

栓により心筋梗塞を合併し,二弁置換を行った連合弁膜症の 1例,第36回国立療養所循環器疾患研究会 (1988.2.

13).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,小林君美 :三尖弁輪形成術の臨床的検討,第18回日本

心臓血管外科学会総会 (1988･2･26).

田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,西尾 斉,山口正人,上村博幸,伊東政敏,小林君美 :大動脈基

部複合手術で治療した解離性大動脈橋の1例,第38回岐阜循環器疾患研究会 (1988.ll.19).

間中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,西尾 斉,山口正人,上村博幸,伊東政敏,小林君美 :大動脈弁

逆流を来 し早期手術を行った Ⅰ型 VSDの 1例,第 5回岐阜小児循環器懇話会 (1988.12･3).

山下克彦,宮本 観,村田紘崇,光岡明夫,他11名 :急性大動脈解離の治療成績の検討,第41回日本胸部外科

学会総会 (1988･10).

向井資正,宮本 観,村田紘崇,光岡明夫,他 9名 :人工弁置換術後急性期における Pitfall: 大動脈弁僧帽

弁 2弁置換術後イ削員弁位に生じた Stuckvalveの 1症例,第17回近畿心臓外科研究会 (1988.8).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :パネルディスカ

ッション"急性大動脈解離の外科一急性A型解離の治療方針と手術術式-,第41回日本胸部外科学会総会 (1988･

10),

吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :Ⅰ･VAD (補助

心臓)使用による重症心筋梗塞の-救命例,静岡県外科医会第146回集談会 (1988.6).
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吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :Benta11術后10

年目に生じた血栓弁に対し再手術 (血栓摘出)を施行した症例,第 4回静岡県血栓症研究会 (1988.10).

村田紘崇,宮本 魂,光岡明夫,他11名 :低流量冠動脈バイパスグラフトの開存性に関与する因子の検討,罪

88回日本外科学会総会 (1988.4).

6. 移 植

人見滋樹 :肺移植について,京都府医師会胸医会学術講演会 (1988.10).

人見潜樹 :肺移植研究の世界と日本の現況,大阪呼吸器疾患懇話会 (1988.ll).

和田洋巳 横見瀬裕保,乾 健二,李 民実,神頭 徹,山崎文郎,青木 稔,人見滋樹 :LDV を用いた犬

自家及び同種気管支吻合部の治癒状態の検討,第81回外科学会総会 (1988.4.21).

青木 稔,乾 健二,平井 隆,李 民実,和田洋巳,人見滋樹 :肺移植における免疫抑制剤 FK506の効

栄,第 5回肺および心肺移植研究会 (1988.ll).

青木 稔 :肺移植における気管支吻合部の病理学的検討,第 3回京都大学移植研究会 (1988.3).

青木 稔,横見瀬裕保,李 民実,乾 健二,和田洋巳,人見滋樹 :犬同種肺移植におけるドナー吻合部気管

支の組織学的検討,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).

青木 稔,乾 健二,横見瀬裕保,李 民実,平井 隆,神頭 徹,和田洋巳,人見滋樹 :犬同種左肺移植に

おける免疫抑制剤の効果･･･FK-506を中心に,第24回日本移植学会総会 (1988.9).

乾 健二,横見瀬裕保,李 民実,神頭 徹,平井 隆,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :犬同種左肺移植に

おけるドナー気管支動脈温存による気管支粘膜血流改善効果,第24回日本移植学会総会 (1988.9.30).

乾 健二,横鬼瀬裕保,李 民実,神頭 徹,平井 隆,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :ドナー気管支動脈

温存による気管支粘膜血流改善効果の検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10.5).

乾 健二,平井 隆,李 民実,青木 稔,和田洋巳 人見滋樹 :移植肺における気管支吻合部血流改善の工

夫,第 5回肺および心肺移植研究会 (1988.ll.5).

乾 健二,横見瀬裕保,李 民実,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :免疫抑制剤 (Ciclosporine及

び FK-506)使用時の気管支吻合部治癒状態の検討,第11回日本気管支学会総会 (1988.5.31).

7. 一般的胸部疾患

人見滋樹--バード大学胸部外科卒後教育講座とトロント大学肺移植セミナーに参加して,三重大学胸部外科

研究会 (1988.8).

人見滋樹 :呼吸機能改善をめざす呼吸器外科,産業医科大学胸部外科研究会 (1988.9).

渡部 智,奥田訓裕,和田洋巳,人見滋樹,他 2名 :気管支肺炎症状を繰り返 し,乳癌肺転移も疑われた気管

支結石症の 1手術例,第143回近畿外科学会 (1988.5).

秋山文弥 :ラウンドテーブ ルディスカッション `̀胸部外科医の教育は如何にあるべきか一間題とその解決一胸

部外科医の生涯教育一一臨床外科医の立場から-,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10.).

奥村典仁,福斬達郎,康 天志,桑原正喜 :肝硬変を合併 した開胸手術 3例一術前,術中,術後管理について

-,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

桑原正喜,奥村典仁,福瀬達郎,康 天志 :緊急 Nd-YAG レーザー治療例の臨床的検討,特に合併症発生例

について,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).

桑原正喜,奥村典仁,有安哲哉,康 天志 :肺葉切除における気管支断端単純結教法56例の試み,第41回日本

胸部外科学会総会 (1988.10).

桑原正喜,奥村典仁,康 天志,有安哲哉,福瀬達郎 :肺癌手術時にいわゆる 『胸腔内結石』の前駆物質と考

えられる 『胸腔内遊離物』を認めた 1症例,第32回日本胸部疾患学会地畿地方会 (1988.ll).

桑原正喜 :実地医家のための胸部写真の読みかた 日常よくみられる症例を中心として,第148回実地医家研

究会 (1988.12).

田村康一,人見滋樹,門 政男 :教育展示,｢直視下生検による大出血例の BF所見 ｢異常血管｣,第11回日本

気管支学会総会 (1988.5).
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ChiharaK,KawarasakiS,HitomiS,ShimizuY: A new cuirassrespiratorsynchronizingwithspontane-

ousrespiration and clinicalapplication(YoungInvestigatorAwards),54th AnnualScientiLcAssemblyof

AmericanCollegeofChestPhysicians(ACCP)(1988.10)･

人見滋樹,千原幸司,河原崎茂孝,小林 淳,清水慶彦,宅原良治 :胸部外科 '88肺切除後の右心補助,第41

日本胸部外科学会総会 (1988.10),

ChiharaK･HitomiS･･･ Effectofribfractureonchestwallmotionduringbreathingefforts,lstCongress

oftlleAsianPacificSocietyofRespirology(APSE)(1988.10).

清谷哲也,中村聡人,福瀬達郎,和洋 仁,玉田二郎 :多発性薄壁空洞陰影を呈 した 1症例,第32回岡山胸部

疾患懇話会 (1988.9).

松井輝夫,黄 政龍,山下直巳,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :気道内異物15例の検討,第11回日本気管支

学会総会 (1988.5).

千原幸司,河原崎茂孝,岡田賢二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,松延政

一 :横隔膜と腹壁の運動の関係,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).

千原幸司,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦 :呼吸同調型 cuirassレスピレータの開発とその臨床応用,第28

回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).

河原崎茂孝,千原幸司,人見滋樹,清水慶彦 :焦竃式呼吸センサーの開発 と応用 (会長推薦講演),第28回日

本胸部疾患学会総会 (1988.4).

千原幸司,岡田賢二,青木 稔,田村康一,渡部 智,和田洋巳,人見滋樹,三嶋理晃,久野健忘 :巨大ブラ

症のブラ内の換気についての考察 (換気運動評価法から),第33回気胸研究会全国集会 (1988.5).

清谷哲也,中村聡人,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :長期 ドレナージを要 した気胸症例の検討,第33回気胸

研究会 (1988.5).

中村聡人,清谷哲也,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :経過中自然縮小 した巨大肺嚢胞症の検討,第33回気胸

研究会 (1988.5).

中村聡人,清谷哲也,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :気管支鏡による気道出血の制御が有用であった胸部外

傷症例の検討,第11回気管支学会総会 (1988.5).

清谷哲也,中村聡人,和滞 仁,小林 淳,玉田二郎 :当科における気管支異物の検討,第11回気管支学会総

会 (1988.5).

黄 政龍,山下直己 松井輝夫,辰己明利,山中 晃,北野司久 :本院の自然気胸246例 の臨床的検討,第31

回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.6).

ChiharaK,HitomiS,KawarasakiS,OkadaK,AokiM,TamuraK,Wad礼H,WatanabeS,ShimizuY,

MatsunobeS= Indicationofbullectomyforgl礼ntbulla-From theview polntOfnew methodforanalysュsOf

diaphragm-ribcagemotion,1988AnnualMeetingofAmericanThoracicSociety(ATS)(1988.5)･

小林 淳,石田久雄,高橋 豊,横見瀬裕保,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋

樹,気管出血に対 し気管支動脈結さつ摘出術を行った 1例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.6).

小林 淳,佐坂徳浩,花岡伸治,高橋 豊,中村達夫,福頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :転移性肺歴疾 (再発)として開胸 した横隔膜- ルニアの 1例,第32回日本胸部

疾患学会近畿地方会 (1988.ll).

千原幸司,寺田泰二,小林 淳,河原崎茂孝,高橋 豊,神頭 徹,斉木 稔,田村康一,渡部 智,和田洋

巳,清水慶彦,人見滋樹 :一側肺全摘術後の全摘胸腔内圧と肺機能の関係,第14回西部肺機能同好会 (1988.12).

磯和理貢,大野暢宏,高嶋義光 :肺動静脈湊の 1手術例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

大野暢宏,磯和理貴,高嶋義光, :肺葉内肺分画症の 1例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).

田村康一,横見瀬裕保,池 修,五十部潤,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦

:気管 ･気管支形成術後の合併症,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).

田村康一,人見滋樹,他 3名 :気管支皮膚寮に対する広背筋皮弁移植術- 乳癌切除後の放射線照射例- ,

第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).



… 64- 京大胸部研紀要 第22巻 第 1, 2号

岡田英彦,浜本康平,河原崎茂孝,橋本圭司,谷口隆司,中島道郎 :高令者で難治性気胸に人工的水胸を試み

た 1例,第33回気胞研究会 (1988･5).

木村雅英,鍵本伸二,林 達也,谷口浩一,山口和之,柳父睦政,中尾保彦,近藤晃司,黄 正一,金地研二,

西村敏弘,松村理司,他 3名 :慢性関節 リウマチに合併 した再燃を繰り返す胸膜炎の一例,第41回びまん性肺疾

患研究会 (1988.6).

松村理司 :噛息治療の落とし穴,宇治徳洲全病院特別講演 (1988.7).

千原幸司,横見瀬裕保,乾 健二,寺田泰二,岡田貿二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,渡部

智,清水慶彦,松延政一,李 民実,生島宏彦 :胸部外傷 (多発肋骨骨折)が CHESTWALLの運動に与える

影響についての検討,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

松村理司,他12名 :急激に進行し,不幸な転帰をとった間質性肺炎の一例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方

会 (1988.ll).

秋山仁一郎,山田 隆,八木 健,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,カレッド･レシャー ド:啄血を主訴と

した非定型的な胸部X線像を呈したサルコイドーシスの 1例,第 8回サルコイドーシス学会総会 (1988.ll).

秋山仁一郎,山田 隆,八木 健,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,カレッド･レシャー ド:高齢者におけ

る局麻下気管支鏡検査の生体に及ぼす影響,気管支学会総会 (1988.6).

宮本信昭,小阪真二,井上寛治,他 6名 :右肺全切除後の左自然気胸に対する胸骨正中切開による肺縫縮術の

経験,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).

小阪真二,井上寛治,宮本信昭,他 7名 :気管支管状切除の2手術例,第41回高知県医師会医学会 (1988.8).

江崎 寛,田中文啓,寺町政美,井上律子,伊東政敏,小林君美 :術前確定診断が得られず開胸術を行った非

肺癌症例の検討,第43回国立病院療養所総合医学会 (1988.ll.ll).

山田 隆,平田 敏樹,八木 健,窒 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:胸部X線上

空洞形成を呈せた過敏性肺臓炎の1例,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).

八木 健,山田 隆,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:当院における

マイコプラズマ肺炎の臨床的検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).

秋山仁一郎,山田 隆,八木 健,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,カレッド･レシャー ド:肺梗塞16例の

臨床的検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).

糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシャー ド:子宮癌に肺胞

蛋白症を合併 した1例,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988. ).

池田貞雄 :クリプトコックス症の診断と治療,第 8回京都呼吸器疾患シンポジウム (1988.8).

塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎堀 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,

池田貞雄 :肺クリプトコックス症12例の診断と治療,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).

池田貞雄,李 永浩,塩田暫広,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,

船津武志 :肺クリプ トコックス症の血清学的診断,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).

松原義人,船津武志,畠中陸郎,塙 健 八木一之,李 永浩,小鰭 覚,横堀 徹,塩田哲広,二宮和子,

池田貞雄 :巨大気腫性肺嚢胞症に対する両側手術,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4)･

平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシヤー ド:当院における

医原性気胸の検討,気胸研究会総会 (1988.4).

塩田哲広,桂 敦史,李 永浩,塙 健,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸都,船津武志,

池田貞雄 :高齢者自然気胸の外科治療,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988･6).

八木一之,桂 敦史,李 永浩,塩田暫広,塙 健,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :巨大肺嚢胞症における外科治療の意義 (シンポジウム),第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･

6).

船津武志,塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,

池田貞雄 :自然気胸における気腫性肺嚢胞と成因,第50回日本臨床外科医学会総会 (1988･ll).

塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田暫広,八木一之,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
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池田貞雄 :気管軟化症の実験的研究 (Younglnvestigator'sAward),第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).

船津武志,松原義人,小鰭 覚,八木一之,塙 健,塩田哲広,李 永浩,桂 敦史,二宮和子,畠中陸郎,

池田貞雄 :気腫性肺嚢胞の要因と胸膜下療痕について,第33回気胸研究会 (1988.5).
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藤村重文,今井 督,近藤 丘,半田政志,一ノ瀬高志,白石裕治,松村輔二,佐々木 寛,玉稿信彰,仲田

祐,<討論 1>伊藤元彦,<討論 2>宮沢直人 :縦隔悪性旺細胞性腫癌の臨床的病理学的検討,胸部外科,41(5)

:353.-363,1988.

平田敏1乱 中野 豊,高橋 豊,糸井和美,乾 健二,カレッド･レシャード:食道嚢腫の一例,京都大学胸

部疾患研究所系己要,20:20,1987.

石川清司,源河圭一郎,国吉真行,前里和夫,他 2名 :胸腺カルチノイドの 1切除例,国療沖縄病院医学雑誌,

9(1):54.-57,1988.

塩田哲広,松原義人,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄
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:縦隔脂肪腫の 1切除例,日本胸部臨床,47(8):727-730,1988.

3. 結 核

高橋 豊,カレッド･レシャード,糸井和美,平田敏樹,室 恒太郎 :Swan-Ganzcatheterによる肺梗塞 ･

膿胸の1手術例,呼吸器外科学会雑誌,2(4):291-299,1988.

辰巳明利,北野司久,藤尾 彰,松井輝夫,山下直己,黄 政龍,山中 晃 :有療性慢性膿胸に対する有茎性

大網充填術-とくに肺結核に起因する症例について-,日本呼吸器外科学会雑誌,2(4):222-229,1988.

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直巳,黄 政龍 :Salmonellatyphi感染後43年を経て発症し

た慢性膿胸の 1手術例,日本胸部疾患学会雑誌,26(2):169-173,1988.

北野司久,辰巳明利,松井輝夫,山下直己,山中 晃,藤尾 彰 :有療性慢性膿胸に対する有茎性大綱充填術

の臨床的意義,日本胸部外科学会雑誌,36(8):1255-1263,1988.

4. 人工材料

北野司久,松井輝夫,辰巳明利,山下直巳,山中 晃,清水慶彦,他 2名 :胸郭変形に対する外科的矯正術の

検討-特に吸収性合成高分子を利用 した術式について-,日本胸部外科学会雑誌,36(5):799-801,1988.

千原幸司,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦 :呼吸同調型陰圧式人工呼吸器の開発,人工呼吸,5:128-134,

1988.

0.Ike,S.Watanabe,T･Nakamura,R.Wada,S･-HIHyon,SIHitomi ,Y.IkadaandY.Shimizu: RF,-

LEASE AND DEGRADATION CHARACTERISTICSAND ANTITUMOR EFFECTS OF ADRIA-

MYCIN-CONTAINING POLY-L-LACTICACID MICROSHERES,IMPLANTMATERIALSIN BIOI

FUNCTION,ADVANCESIN BIOMETERIALS,VOLUME8,257-262,1988.

田村康一,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦,他 3名 :外科用接着剤としての ethoxy-ethylcyanoacrylateの応

用一組織反応について-人工臓器,17,739-742,1988.

Tamura,K,KawarasakiS,HitomiS,ShimizuY.･ NEW TYPEOFPOLYURETHANETUBE FOR

ARTIFICIAL VASCULAR GRAFT,Transactionsof3rdWorldBiomaterialsCongress,ⅩⅠ‥ 57,1988･

田村康一,河原崎茂孝,池 修,人見滋樹,五十部潤,清水慶彦 :polyurethaneを素材とする人工血管の開

発,内陸表面の poresizeの影響-,人工臓器,17,614-617,1988.

田村康一 :静脈移植用人工血管の開発,昭和62年度科学研究費補助金研究成果報告書,1-20,1988.

清水慶彦 :人工肺,化学,43(7):426-427,1988.

清水慶彦 :代用気管 ･化学的組織親和性の問題は解決されたか?医学のあゆみ,145(1):48,1988.

清水慶彦 :異物反応を起こさない埋植材料の開発,Mebio,5(4):140-141,1988.

清水慶彦 :人工皮膚-この1年の進歩,人工臓器.17(6):1664-1665,1988.

北野司久 松井輝夫,辰巳明利,黄 政龍,山下直巳,山中 晃 :胸郭変形に対する吸収性合成高分子 PLA

ス トラットを利用 した矯正術,小児外科,20(1):71-77,1988,

安田雄司,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸邸,松原義人,船津武志,池田貞雄

:呼吸器外科におけるコラタンプの有効性,胸部外科,41(3):252-255,1988.

松原義人,池田貞雄 :人工気管による気管および気管分岐部の再建,｢丁本気管食道科学会会報,39(2):171,

1988.

5. 心 ･血管

伊東政敏,江崎 寛,加用意作,山口正人,白木 硬,上村博幸,小林君美, :心筋梗塞を合併した連合弁膜

症の2弁置換の1例,岐阜県医師会医学雑誌,1:151-155,1988(9).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :不安定狭心症 と早期 AMI に対する

CABG,日本心臓血管外科学会雑誌,18(2):298-300,1988.

山口正人,上村博幸,白木 硬,森 厚,伊東政敏,小林君美,江崎 寛 :僧帽弁狭窄症に対する新 しい治

療法-経静脈的僧帽弁交連切開術について-,岐阜県医師会医学雑誌,1:145-150,1988(9).

井上寛治 :経皮的経静脈的僧帽弁交連裂開術,別冊医学のあゆみ (メディカル ･トピックス 3),95,1988.
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上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :感染性心内膜炎に対する弁置換術の問題

点,日本心臓血管外科学会雑誌,18(3):389-390,1988.

井上寛治 :経皮的経静脈的僧帽弁交連裂開術- 心臓病の治療 ･トピックス- . 治療,70(2):219-223,

1988.

平井 隆,他 6名 :心筋梗塞を併発 し緊急 A-Cバイパス術を行 った単冠動脈症の 1例,胸部外科,41(8):

671-675,1988.

平井 隆,他 8名 :急性下大静脈血栓症を併発 し急激な経過をとった Budd-Chiari症候群の 1例,外科,50

(7):719-722,1988.

6. 移 植

和田洋巳,人見滋樹 :肺移植の世界の現況と臨床応用,ブレンナ-シング,5(5):5ト55,1988.

7. 一般的胸部疾患

人見滋樹 :BronchialVessels,気管支学,9(4):427-478,1988.

和田洋巳,青木 稔,人見滋樹 :術後肝機能障害に対するアデラビン9号の効果,外科診療,30(7):1012-10

16,1988.

桑原正喜,人見滋樹,粛 金宝 ･･気胸,臨床と研究,65(9):2783-2787,1988.

伊藤元彦 :主訴 ･症状からみた救急プライマ リ- ･ケア 啄血,外科治療,58(2):233-236,1988.

山中 晃 北野司久,辰巳明利,松井輝夫,山下直巳,黄 政龍,高橋憲太郎,加藤弘文,岡田慶夫,他 1名

:気道上皮および気管支腺の再生過程に関する実験的研究,気管支学,9(4):349-353,1988.

カレッド･レシャー ド,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,乾 健二 :気管支動脈結切除術の経験,日本呼吸器

外科学会誌,1:99,1988.

松井輝夫,黄 政龍,山下直巳,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :横隔膜- ルニアを会併 した横隔膜上気管支

性嚢腫の 1治験例,胸部外科,41(9):749-752,1988.

糸井和美,平田敏樹,高橋 豊,カレッド･レシャー ド:心筋梗塞の既往者に対する肺癌切除術の経験,日本

呼吸器外科学会誌,2:59.1988.

カレッド･レシャー ド,高橋 豊,糸井和美,乾 健二 :暗血に対する治療成績の検討,日本胸部外科学会雑

誌,36(8),119-124,1988.

船津武志,池田貞雄 :呼吸不全における気管切開の適応と手技,気管支学,9(4):440-442,1988.

住友伸一 :開胸手術が胸郭運動に及ぼす影響についての臨床的研究.日本胸部外科学会雑誌,36(9):39-48,

1988.

前里和夫,川畑 勉,国吉真行,石川清司,源河童一郎 '･経気管支的に痩閉鎖を行った術後気管支濠の 1治験

例,気管支学,10(4):438-442,1988.

石川清司,源河圭一郎,国吉兵行,前里和夫,他 2名 :胸腔内遊離結石の 1例,国療沖縄病院医学雑誌,9(1)

:33-35,1988.

〔胸部外科学部 門主催招請学術講演会〕

1月18日

土井 修,(大阪府立成人病センター外科部長 :肺癌の縦隔郭清

4月11日

浜 弘道,(京都大学医療短大教授):末栴神経の再建

5月14日

周 允中,(上海胸科医院院長):PneumothoraxinShanghai

5月28日

正岡 昭,(名古屋市立大学第 2外科教授):呼吸器外科領域における術式の開発と改良
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6月 6日

P･E･Bernatz(MayoClinic外科教授):AdjuvantcllemOtherapyoflungcancer

6月27日

辛 育齢,

6月27日

英 汀喜寿,

6月27日

伝 摘,

7月7日

新田澄郎,

9月10日

加藤治文,

10月 8日

J･Cooper,
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(中華医学会副会長,日中友好医院胸部外科教授):中国における胸痛外科治療

(北京結核病肺部腫癖研究所副所長):肺癌の通電治療

(北京結核病肺部腫癖研究所附属病院院長):気管支形成術

(東京女子医科大学呼吸器外科教授):肺癌手術の術前評価 (-側肺動脈閉塞試験の成綾を中心に)

(東京医科大学外科助教授):肺癌の光線力学的診断治療

(St･I･ouis大学教授):Clinicalresultsoflungtransp一antation

10月31日

P･T･Macklem,(McGill大学教授):How respiratorypumpworksandhow itfails

分 子 病 理 学 分 野

〔学 会 発 表〕

藤田葉子 ･小岸久美子 ･鈴木康弘 :EffectsoflowMW hydrophobicsurfactantapoproteinontheformationof

tubularmyelin(TM)･1988年 5月25日,第77回日本病理学会総会 (札幌).

金岡正樹,北市正則,内木宏延,花田敬吾,藤田葉子,樋口佳代子,細川昌則,鈴木康弘,竹田俊男,古田睦

広 :原発性肺癌102剖検例の臓側胸膜病変に関する病理組織学的検討. 1988年 5月25日,第77回日本病理学会総

会 (札幌).

SuzukiY･: Isolationoflow MW hvdrophobicproteln associatedwith pig Pulmonarysurfactantandits

effectsontheformationoftublarmyelin･The3rdInternationalSymposium onPulmonarySurfactantl1988年

9月14日,Marburg,WestGermany.

藤田葉子,小岸久美子,鈴木康弘 :合成脂質及び肺表面活性物質アポ蛋白による格子状 ミエリンの再構成.

1988年 9月17日,第24回日本界面医学会 (東京).

〔誌 上 発 表〕

RobertsonB,CurstedtT,GrossmannG,KobayashiT,KokuboM,SuzukiY･: Prolonged ventilation

oftheprematurenewbornrabbitaftertreatmentwithnaturaloraproprotein-basedartificialsurfactant･FurJ
Paediatr147ニ 168-173,1988.

FujitaY,KogishiK,SuzukiY･: Pulmonary damageinduced in mice by a monoclonalantibody to

proteinsassociatedwithpigpulmonarysurfactant･ExpIJungRes14: 247-260,1988･

KogishiK,Kurozumi M,FujitaY,MurayamaT,KuzeF,SuzukiY･: Isolation and partialcharacteri-

zationofhumanlow molecularweightproteinassociatedwithpulmonarysurfactant･Am RevRespDis137･'

1426-1431,1988.

SuzukiY,RobertsonB,FujitaY,GrossmannG･: Respiratory faiJurein micecaused byahybridoma

makingantibodytothe15kDasurfactantapoprotein･ActaAnesthesScand32: 283-289,1988･

桐谷良一,田中栄作,鈴木康弘,石田直,高橋晴雄,久世文章 :びまん性汎細気管支炎における気管 ･気管支

粘膜線毛の機能および超徽形態.- primarycilliarydyskinesiaとの関連- ,日本胸部臨床,47:483-490,
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1988.

桐谷良一,倉滞卓也,久世文事,鈴木康弘,西山秀樹,高橋晴雄 :びまん性汎細気管支炎様所見を呈した Pri一

maryCiliaryDyskinesiaの 1例･京大胸部研紀要 21:lJ7,1988.

加藤元一,桐谷良一,倉揮卓也,久世文事,青木 稔,山崎文郎,鈴木康弘 :MUCOEPIDERMOID CAR-

CINOMA の2症例.京大胸部研紀要 21:8-16,1988.

細 胞 生 物 学 分 野

〔学 会 発 表〕

K･Nagata,KIHirayoshi,Ml0bara,S･Saga,andK･M･Yamada: RegulationbymRNA levelsandin

vitrosynthesisofafunctionalprecursorofanoveltransformation-sensitiveheatshockprotein.The4thInter-

nationalCongressofCellBiology･1988年 8月,Montreal,Canada･

K･Hirayoshi,S･Saga,andK･Nagata: DifferentiationofteratocarcinomaF9cellsandtheinductionof

heatshockprotein(HSP47)･The4thInternationalCongressofCellBiology･1988年 8月,Montreal,Canada･

永田和宏,都留秋雄,中井 彰,平芳一法,鈴木康弘 :マウス骨髄性白血病の分化と細胞骨格蛋白質. I.分

化に伴うビメンチンの変動 :第46回日本癌学会総会,1988年 9月,東京.

都留秋雄,平芳一法,永田和宏 :マウス骨髄性白血病細胞の分化と細胞骨格蛋白質.Ⅲ.分化に伴うアクチン

結合蛋白質の変動,同上学会.

平芳一法,佐賀信介,永田和宏 :テラトカルチノーマ細胞F9の分化における transformation-sensitive heat

shockprotein(hsp47)の発現.同上学会.

道下真弘,吉田弥太郎,内野治人,永田和宏 :骨髄性白血病細胞の分化に伴う TNF レセプターの発現調節.

同上学会.

G･LiandK･Nagata: Heatshockproteins･The5thinternationalSymposium onHyperthermiconcology･

1988年 8月～ 9月,Kyoto･Japan･

K･Nagata,K･Hirayoshi,A･Nakai,S･Saga,M･Obara,and K･M･Yamada: A noveltransformation-

sensitiveheat-shockprotein(HSP47)･同上学会 (シンポジウム).

宇谷厚志,田中俊宏,錦織千佳子,宮地良樹,今村貞夫,細川昌則,竹田俊男,平芳一法,永田和宏 :Ehlers-

Danlos症候群 4型の1例.第77回日本病理学会,1988年 5月,札幌 (昭63.5).

藤野まどか,琴浦良彦,岡 正典,永田和宏 :培養軟骨細胞はフィブロネクチンの RGDS 配列 に結合す る

か?.日本整形外科学会,1988年 9月,東京.

中井 彰,夏目 徹,平芳一法,平山千里,永田和宏 :SV40 トランスフォーメ-ションによる HSP47の発

現調節,第61回日本生化学会大会,1988年10月,東京.

H･Higashida,D･A･Brown･AOgura,J･Sagara,andK･Nagata: ModulationoftwoK'currentsbyinoI

sitoltriphosphateandproteinkinaseC･TakedaScienceFoundationSymposium onBioscience1988･"Brain

SignalTransductionandMemory''･1988年11月.Kyoto,Japan･

道下真弘,吉田弥太郎,内野治人,永田和宏 :TNF レセプターの発現調節- 細胞分化及びインターフェロ

ンによる調節.第41回日本細胞生物学会大会,1988年11月,名古屋.

中井 彰,平芳一法･K･M･Yamada,永田和宏 :Transformationsensitiveheatshockprotein(hsp47)はフェ

チュインに結合能を持つ｡同上学会.

平芳一法,中井 彰,夏目 徹,平山千里,永田和宏 :3T3細胞の悪性転換に伴う hsp47の発現調節.同上

学会.

都留秋雄,中村暢宏,鈴木康弘,高山英次,平芳一法,永田和宏 :白血病細胞の分化に伴うビメンチン量の増

加,同上学会.

中村暢宏,都留秋雄,平芳一法,河合明彦,永田和宏 :白血病細胞の分化に伴うビメンチン動態の変化- 細

胞内プロテアーゼによる調節を受けるか? 同上学会.
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藤野まどか,岡 正典,琴浦良彦,永田和宏 :培養軟骨細胞のフィブロネクチンレセプター.同上学会.

芋谷厚志,田中俊彦,錦織千佳子,宮地良樹,今村貞夫,平芳一法,永田和宏,細川呂則,竹田俊男 :エ-ラ

ース ･ダンロス症候群 4型患者のⅢ型コラーゲ ン:細胞内分解の克進.同上学会.

〔誌 上 発 表〕

K･Nagata,K･Hirayoshi,M･Obara,S･SagaandK･M･Yamada: tiiosynthesisofanoveltransformation-

sensitiveheaトShockproteinthatbindstocollagen･RegulationbymRNA levelsandinvitrosynthesisora

functionalprecursor･J･Biol･Chem･2638344-8349(1988)･

K･Nagata,S･SagaandK･M･Yamada: Characterizationofanoveltransformation-sensitiveheat-shock

protein(HSP47)thatbindstocollagen･Bi()chem･Biophys･Res･Commun･1534281434(1988)･

永田和宏,佐賀信介 :コラーゲ ン結合能 を持 った新 しい熱 ショックタンパク質 (hsp47)･ 細胞工学 第 7巻

55-64(1988)

永田和宏 :熱 ショック蛋白質と温熱耐性発現 代謝 第28巻 臨時増刊号 ｢癌 '88｣ 235-240(1988).

永田和宏 :熱 ショック蛋白質の新展開.実験医学.第 6巻,83ト833(1988).

佐賀信介,平芳一法,永田和宏 :コラーゲ ン結合性熱ショック蛋白質 hsp47- コラーゲ ンとの関係を中心に.

生体の科学,第39巻 270-274(1988).

永田和宏 :温熱 と genecontrol- 熱ショック蛋白質 の発現機構･ BIOTHERAPY 第 2巻, 1029-1035

(1988).

平芳一法 :新 しい熟ショック蛋白質 (hsp47)は分化 ･トランスフォーメーションに関連する,医学のあゆみ,

第146巻.627(1988).

ガンミニシンポジウム

｢熟ショック蛋白質の発現と機能｣

昭和63年 9月5日

京都大学医学部総合解剖センター

プ ロ グ ラ ム

挨 拶

序 論

座長--･矢 原 一 郎

1. 大腸菌の熱ショック蛋白質

2. IntracellularLocalizationofhsp70andHeatResistancy･

座長--由 良 隆

3. Hsp70andThermotolerance

4. Hsp90ファミリーの構造と機能

伊 藤 嘉 明 (京大 ･ウイルス研)

永 田 和 宏 (京大 ･胸 部 研)

由 良 隆 (京大 ･ウイルス研)

A･Laszlo(WashingtonUniv･St･Louis)

G.C.Li(UCSF,SamFrancisco)

矢 原 一 郎 (東 京 都 臨 床 研)

5. A TransformationandDifferentiation-sensitiveHeatShockProtein(hsp47)

平 芳 一 法 (京大 ･胸 部 研)

翠 川 修 (京大 ･医)

世話人 永 田 和 宏 (京大 ･胸 部 研)

伊 藤 嘉 明 (京大 ･ウイルス研)

武 部 啓 (京大 ･医)

翠 川 修 (京大 ･医)
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腫 癌 学 分 野

〔著書一分担執筆〕

高橋正治,阿部光幸 :腫癌の治療-放射線療法.新外科学体系,第10巻B ｢鷹揚の外科Ⅲ｣,出月康夫,川島

康生,杉町重蔵,高木 弘,戸部隆吉,掘 原-,武藤輝-,森岡恭彦編,中山書店,東京,1988,p･92-104･

高橋正治,芝本雄太,阿部光幸 :脳腫蕩一神経腰膜に属するもの.放射線医学大系,第32巻,重松 康,星野

文彦,久田欣一,佐久間貞行,小塚隆弘,入江五朗,市川平三郎,阿部光幸,鈴木宗治,飯尾正宏,松浦啓一編,

中山書店,東京,1988.p･14-30･

H.Hiraoka,S･Jo,K･Akuta,Y･Nishimura,Y･Nagata,S･Masunaga,M･Takahashi,M･Abe: Clinical

AssessmentofRadiofrequencyCapacitiveHyperthermiainDeepHeating･ uCurrentResearch in Hyper-

thermicOncology",E･Kanoed･,AcademicPress,Tokyo,Orland,New York,Austin,Boston,London,

Sydney,Tronto,1988,p･215-223･

高橋正治,芝本雄太,阿部光幸 :術中照射.がん放射線治療マニュアル,柄川 順編,中外医学社,東京,19

89.p･386-399･

M･Takahashi: IntraoperativeRadiationTherapyforProstaticCancer･帖IntraoperativeRadiationTherapy'',

R.R.Dowbelbower,M･Abeeds,CRC Presslnc･,Florida,1989,tobepublished

〔総 説,原 著〕

芝本雄太,笹井啓資,高橋正治,阿部光幸,慶 福凪 西本清一,鍵谷 勤 :新 しい2-ニ トロイミダゾール

･ヌクレオシド類縁体 (RK-28,RK-29)の放射線増感効果.日癌治会誌,23:13-18,1988.

高橋正治,西村恭呂,阿部光幸 :食道癌放射線治療後 2年生存例の検討一多施設による共同調査の報告.日本

医放会誌,48:56-64,1988.

芥田敬三,徐 志堅,平岡真寛,西村恭昌,永田 靖,高橋正治,阿部光幸 :正常肝組織の局所加温による変

化に関する研究.第 2報 :家兎正常肝の局所加温による病理組織学的変化について.日本-イパーサ-ミア誌,

4:1-8,1988.

高橋正治,芝本雄太,阿部光幸 :新 しい癌の補助療法 :術中照射療法.外科治療,58:504-514,1988.

高橋正治,平岡真寛,徐 志堅,芥田敬三,西村恭昌,永田 靖,増永慎一郎,阿部光幸 :深在性腫癌の放射

線併用温熱療法の成績と治療評価に関する問題点.癌と化学療法,15:1408-1413,1988.

永田 靖,中野喜久,高橋正治,阿部光幸,佐賀恒夫,岡島 肇,細野 真,光野重根 :肝癌の骨転移に対す

る動脈塞栓療法.日本医放会誌,48:417-422,1988.

西村恭昌,高橋正治,平岡真寛,徐 志堅,芥田敬三,永田 靖,阿部光幸 :腹部骨盤部深部腫癌に対する温

熱併用放射線治療の予後因子に関する検討.日本医放会誌,48:433-443,1988.

高橋正治 :腹部消化器癌に対する放射線療法の適応,外科,50:755-760,1988.

西台武弘,永田 靖,湯川 豊,野原弘基,高橋正治,阿部光幸,山岡俊行,石原 浩,久保康文,太田 宏,

上総申寛 :CT シミュレータ :マルチ画像を用いた新しい3次元治療計画システム. 日放技学会誌, 44:739-

744,1988.

小野公二,笹井啓資,筒井一成,高橋正治,阿部光幸,灘井智代子,浜川純一 :肺癌の放射線治療成績一長期

生存に関する治療側因子.日本医放会誌,48:988-994,1988.

真辺忠夫,馬場信雄,鈴木 敵,戸部隆吉,高橋正治,内田耕太郎 :牌癌に対する放射線併用療法. 麟臓,

3:60-62,1988.

芝本雄太,高橋正治,阿部光幸 :局所進行大腸癌に対する術中照射の経験.臨床放射線,33:1087-1092,1988.

芝本雄太,笹井啓資,高橋正治,阿部光幸 :Hypoxiccellsensitizerの実験的効果判定.癌の臨床,34:1859-

1963,1988.
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高橋正治,平岡真寛,芥田敬三,西村恭昌,永田 靖,増永慎一郎,徐 志堅,阿部光幸 :放射線と温熱との

併用療法,日本-イパーサーミア誌,4:352-355,1988.

高橋正治,永田 靖,西台武弘,阿部光幸 :放射線治療計画及び治療効果判定のための画像診断.画像診断,

8:1472-1481,1988.

M･Abe,MITakahashi,Y･Shibamoto,Kl0no,E･Yabumoto,K･Mori: Derzeltlge Stellung derintral

operativenStrahlentherapie.Chirurg,59:21ト217,1988.

T･Manabe,T･Miyashita,G･Ohshiro,A･Nonaka,T･Suzuki,K･Endo,M･Takahashi,T･Tobe: Small

cellcarcinomaofthepancreas･Clinicalandpathologicalevaluationof17patients.Cancer,62:135-141,
1988.

Y･Shibamoto,M･Abe,J･Yamashita,M･Takahashi,M.Hiraoka,K･Ono,K･Tutui: Treatmentresultsof

intracranialgerminomaasafunction ofirradiated volume･Int∫RadiatOncoIBioIPhys,15:285-290,
1988.

Y･Nishimura,M･Hiraoka,S･Jo,K･Akuta,Y･Yukawa,Y･Shibamoto,M･Takahashi,M･Abe: Micro-

angiographicandhistologiCanalysisoftheeffectsofhyperthermiaonmurinetumorvasculature･IntJRadiat

OncoIBioIPhys,15:41ト420,1988･

Y･Nishimura,Y･Shibamoto,S･Jo,K･Akuta,M･Hiraoka,M･Takahashi,M･Abe: Relationshipbetween

heat-inducedvasculardamageandthermosensitlVltyinfourmousetumors･CancerRes,48:7226-7230,1988･

M･Abe,M･Takahashi,K･Ono,T･Tobe,T･Inamoto: Japan gastrictrialsin intraoperativeradiation

therapy･tntJRadiatOncoIBioIPhys,15:1431-1433,1988･

古瀬清行,原 信行,西脇 裕,成毛前夫,池上暗通,高橋正治,飯岡状吾,仁井谷久暢 :非切除非小細胞肺

癌 (臨床病期ⅢA N2,PerformanceStatus0,1)の予後一第28回日本肺癌学会総会 (1987年 ･大阪)シンポジュ

ム ｢Ⅲ期 (N2月 巨小細胞肺癌の治療｣における集計報告.肺癌,29:1-7,1989.

増永慎一郎,平間貢寛,高橋正治,徐 志堅,芥田敬三,西村恭昌,永田 靖,阿部光幸 :局所進行,再発乳

癌に対する温熱併用放射線治療成績,日本医放会誌,49:304-313,1989.

芝本雄太,高橋正治,岡田謙一郎,大石賢二,吉田 修,阿部光幸 :前立腺癌に対する術中照射の長期成績.

日本放射線腫蕩学会誌,1:13-18,1989.

〔国際学会,国内学会総会発表 および抄録〕

〔日本医学放射線学会総会発表 昭和63年 3月29日～ 4月1日 東京〕

高橋正治,筒井一成,小野公二,西台武弘,阿部光幸 :放射線治療における TDF値の検討.日本医放会誌,

48(臨時増刊号),1988,p･89･

小野公二,笹井啓資,筒井一成,高橋正治,阿部光幸 :肺癌の化学療法併用放射線治療成績.同上,107.

笹井啓資,小野公二,平間真寛,筒井一成,阿部光幸,灘井智代子,浜川純一 :肺扇平上皮癌放射線治療効果

に対する動脈血酸素含有量の影響.同上,p･108･

芝本雄太,筒井一成,小野公二,平岡夷寛,高橋正治,阿部光幸 :髄芽腫の放射線治療.同上,p･1331

増永慎一郎,高橋正治,徐 志堅,平岡真寛,芥田敬三,西村恭昌,永田 靖,阿部光幸 :乳癌に対する温熱

併用放射線治療の臨床的検討.同上,p･173.

芥田敬三,平岡真寛,徐 志堅,西村恭昌,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :悪性軟部腫癖に対する温熱併

用放射線療法.同上,p･174･

西村恭昌,平岡真寛,徐 志堅,芥田敬三,永田 靖,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :大腸癌に対する放

射線治療の検討,温熱療法の意義.同上,p･174･

西台武弘,永田 靖,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :CT シミュレータの性能.同上 p･176･

永田 靖,西台武弘,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :CT シミュレータの臨床応用 (その意義と問題点).

同上･,p.213･
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〔日本癌学会 ･第47回総会,昭和63年 9月20日～22日 東京〕

筒井一成,小野公二,笹井啓資,西台武弘,高橋正治,阿部光幸 :ブ ドウ糖負荷による Cyclophosphamideの

細胞毒性増強に関する研究.日本癌学会総会記事,1988,p･568･

笹井啓資,芝本雄太,公野公二,筒井一成,伏木雅人,高橋正治,阿部光幸 :新 しい低酸素細胞放射線増感剤

KIH802の放射線増感効果について.同上,p･624･

小野公二,伏木雅人,筒井一成,笹井啓資,高橋正治,阿部光幸 :実験肝腫雁に対する IdUrdの放射線増感

効果.同上,p･651･

鍵谷 勤,西本 清一,芝本 雄太,正 俊,周 令,笹井啓資,下川和弘,久永順郷,高橋正治,阿部

光幸 :フッ素化ニ トロアゾ-ル誘導体の低酸素性細胞増感性能.同上,pl652･

増永慎一郎,平岡真寛,高橋正治,徐 志堅,芥田敬三,西村恭昌,永田 靖,阿部光幸 :局所進行 ･再発乳

癌に対する温熱併用放射線治療成績一放射線単独治療との比較.同上,p.654･

伏木雅人,小野公二,笹井啓資,芝本雄太,筒井一成,西台武弘,高橋正治,阿部光幸 :放射線照射時におけ

る頼粒球減少症に対する G-CSF の効果.同上,p･660･

〔第24回 日本医学放射線学会秋期臨床大会 昭和63年10月14-15日 久留米〕

高橋正治 :シンポジュウムⅢ･癌の温熱療法 放射線と温熱との併用療法.予稿集 :36,1988.

〔Ⅵ Int･MeetingonChemicalModi丘ersofCancerTreatment,March22-25,1988,Paris〕

K.Ono,E.Wandl,K.Sasai,K.Tsutsui,Y.Shibamoto,M.Takahashi,M.Abe: Combined effectof

radiationandSMANCSonmurinetumorandbonemarrow.

K.Ono,M.Fushiki,K.Tsutsui,M.Takahashi,M.Abe: Radiosensitizationofexperimentallivertumor

byldUrd･

K.Ono,K.Akuta,M.Takahashi,M･Abe,Y.Nishio,K･Okada,0･Yoshida: Preoperativeirradiationto

bladdercancerincombinationwith misonidazo】e.

lWor]dConferenceonMedicalPhysicsandBiomedicalEngineering,Aug･6-12,1988,SanAntonio,Texas]

T･Nishidai,Y･Nagata,M･Takahashi,M･Abe: A realtimeCT-linked3-D treatmentplanningsystem･

PhysicsinMedicineandBiology33(Suppl･1):137,1988･

[5thInternationalSymposiu- onHyperthermicOncology,Aug･29lSept･3,1988,Kyotoj

K･Aknta,M･Hiraoka,Y･Nishimura,Y･Nagata,S･Masunaga,S･Jo,M･Takahashi,M･Abe: Clinical

evalutionofthetumorresponsetohyperthermia･

S･Masunaga,M･Hiraoka,M･Takahashi,S･Jo,K･Akuta,Y･Nishimura,Y･Nagata,M･Abe: Clinical

resultsofthermotherapyforlocallyadvancedand recurrentbreastcancer-incomparisonofresultswith

radiotherapyalone･

M.Takahashi,H.Nohara,K.Akuta,S･Jo,M･Hiraoka,M.Abe,T.Oshima,K･Hirama: Invitroand

invivostudyonwirelessthermometrysystem usinganimplantablequartzsensorforhyperthermia･

Y･Nagata,M･Hiraoka,K･Akuta,S･Jo,Y･Nishimura,S･Masunaga,M･Takahashi,M･Abe: Hyper-

thermiaf♭rmalignantlivertumors･

K.Akuta,M.Hiraoka,S･Jo,Y･Nishimura,Y･Nagata,S･Masunaga,H･Nohara,M･Takahashi,M･Abe:

A newlydevelopedinterstitialapplicatorf♭rRFcurrentheating･

M･Hiraoka,S･Jo,K･Akuta,Y･Nishimura,Y･Nagata,S･Masunaga,M･Takahashi,M･Abe: Therele-

vanceoftumorvolumeandhistologylntheresponseofhumantumorstocombinedheatandradiation･

Y･Nishimura,Y･Shibamoto,Y･Yukawa,S･Jo,K･Akuta,M･Hiraoka,M･Takahashi,M･Abe: Relation-

shipbetweenvasculardamageandheatsensitivity･

S･Jo,Y･Nishimura,K･Akuta,M･Hiraoka,Y･Nagata,S･Masunaga,M.Takahashi,M･Abe: Theres-

ponseofnorma'tissuetolocalhyperthermiainrabbits.

Y･Nishimura,M･Hiraoka,K･Akuta,S･Jo,Y･Nagata,S･Masunaga,M･Takahashi,M･Abe: RF capa-

Citivehyperthermiaintheheatingofhumandeep-seatedtumors･
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〔2ndlnt･Symposium onlntraoperativeRadiationTherapy,Sept･1ト14,1988,Innsbruck,Austria〕

M･Abe,M･Takahashi,Y･Shibamoto,K･Ono,E･Yabumoto‥ Today'Spositionofintraoperativeradiation

therapy･

Y･Shibamoto,M･Takahashi,K･Okada,()･Yoshida,M･Abe: Intr乙10Perativeradiotherapyforprostatic

cancer: Resultsoflongterm follow-up･

J･Yamashita,H･Kikuchi,M･Abe,M･Takahashi,Y･Shibamoto‥ indicationofintraoperativeradiation

therapyforthetreatmentofrecurrentmalignantbraintumors,

〔そ の 他〕

母里知之 :文部省がん特別研究 Ⅰ｢放射線の制がん効果を増強する薬剤の開発とスクリーニングシステムの確

立に関する研究｣｡ 昭和62年度 文部省科学研究費補助金による ｢がん｣特別研究報告集録, 1988(3月), p･

421-423.

高橋正治 :文部省がん特別研究 Ⅲ ｢深在性腫場の温熱療法における亜侵襲的測温方法に関する研究｣｡同上 :6

41-644.

松田忠義 :厚生省がん研究助成金,総合研究 ｢がんの全身的並びに深部局所的温熱治療体系の確立に関する研

究｣.昭和62年度厚生省がん研究助成金による研究報告集,1988(8月),p.87-97･

感染免疫動物実験施設

[二誌 上 発 表〕

Maeda,M･,Noma,T.,Hama,K･andHonjo,T･: ApplicationofaT celllinederived from aSdzary

syndromeforhumaninterleukin-4assay.Immunol.Lett.,1988,18:247-254.

Nishimura,M･,Akiguchi,I,Takigawa,I.,Fujita,M.,Kameyama,M･and M eda,M.: HumanT cell

linesestablishedfrom thecerebrosplnal fluidofpatientswithhumanTlymphotropICVirustype-Iassociated

lnyelopathy(HAM)･J.Neuroimmuno1.,17:229-236,1988･

Nishimura,M･,Adachi,A･,Maeda,M･,Akiguchi,I･,Fujita,M.,Kameyama,M･andIshimoto,A/I Analy-

sisoftheprovirusgenomeintegratedinTcelllinesestablishedfrom thecerebrosplnalfluidofpatientswith

humanT lymphotropicvirustypeI-associatedmyelopathy(HAM)･J.Neuroimmuno1.,1988,20:33-37.

Umehara,H･,Kumagai,S･,Ishida,H･,Suginoshita,T･,Maeda,M･andImura,H･: Enhancedproduction

ofinterleukinl2inpatientswithprogressivesystemicsclerosis: HyperactivityofCD4-positiveT Cells?

ArthritisRheum･,31: 40ト407,1988.

Yoshida,K･,Seki,M･,Maeda,M･,Fujita,J･,andTadokoro,K･: Productionofinterleukin-3from aTICell

neoplasm･Leuk･Res･,12:73ト736,1988,
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淀井淳司,多賀谷温,杉江勝治,前田道之 :lL-2とT細胞の増殖制御,現代免疫学,156-164,1988,医学書
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神頭 徹,前田道之,人見滋樹,淀井淳司 :IL-2,新基礎生化学実験法(6),生物活性を用いる測定法,241-
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productioninhumanperipherallymphocytes･Immunol･Lett･17‥ 339-344,1988･

〔学 会 発 表〕

前田道之 :ATL発症と Ⅰし2,第 5回京都大学ウイルス研究所コロキウム ｢レトロウイルスの病原性とその発

現機構｣1988年 1月,京都.

前田道之 :T細胞レセプター ･Ⅰし 2レセプター遺伝子とリンパ腫,第 7回皮膚 リンフォーマ研究会.特別講演,

1988年 7月,浜松.

前田道之,宇佐美-政,沢見万里,清水 章,内山 卓,淀井淳司,本庶 佑 :Stabilityoftheleukemiccell

cloneinvivoinachronicATL,第47回日本癌学会総会,1988年 9月,東京

多森繁喜,小高泰一,神尾昌則,内山 卓,内野治人,前田道之 :IL-2依存性,非依存性 ATL細胞株にお

けるCキナーゼ活性化による細胞増殖の相違.第47回日本癌学会総会,1988年 9月,東京.

小高泰一,多森繁善,神尾昌則,内山 卓,内野治人,前田道之 :IL-2依存性,非依存性 ATL 細胞株にお

ける Ⅰし2,TPA 刺激後の C-myc,C-myb発現の相違,第47回日本癌学会総会,1988年 9月,東京.

多賀谷温,前田裕弘,三井 彰,近藤信雄,松井 裕,前田道之,内山 卓,淀井淳司 :ADF(ATLderived

Factor)の遺伝子クローニングとその生物学的活性,第47回日本癌学会総会,1988年 9月,東京.

中久保史,野間隆文,杉田昌彦,熊谷俊一,前田道之,清水 章,本庶佑 :ヒトT細胞白血病細胞株を各種イ

ンタロイキンの発現状態によってサブセット分類することは可能か,第18回日本免疫学会総会,1988年12月,戻

都.

多賀谷温,増谷 弘,三井 彰,近藤信雄,松井 裕,新井賢一,横田 崇,前田道之,淀井淳司 :ATL-

derivedfactor(ADF);Molecularcloning& homologyanalysis,第18回日本免疫学会総会,1988年12月,京都.

薬 剤 部

〔学会 ･研究会 ･講演発表〕

佐野雅俊,川勝一雄,山本育由,後藤光点,武山正治,山科 肇 :ヒトにおけるピリドンカルボン酸系抗菌剤

のテオフィリン腎排浬過程に及ぼす影響.日本薬学会第108年会 (1988.4.6.広島).

川勝一雄,武山正治,川合 満,岸本育子,谷川原祐介,掘 了平 :外来鴨恩患者におけるアミノフィリン点

滴静注の臨床薬理学的検討.日本薬学会第108年会 (1988.4.6.広島).

MitsuruKawai,TakuyaKurasawa,FumiyukiKuze,KazuoKawakatsu,MasaharuTakeyama: Theophyl-

1ineinthetreatmentofbronchialasthma･The4th JapanKorean AllergySymposium (1988.5.6･Tokyo),

川勝一雄 :気管支噛息の薬物治療一症例の提示と臨床薬理学的考察-.第 3回臨床薬理セミナー (1988.8.21.

熊本).

岸本育子,谷川原祐介,掘 了平,川勝一雄,武山正治,川合 溝 :外来噂息患者におけるアミノフィ))ン点

滴静注の臨床薬理学的検討.第 3回薬物モニタリング全国交流会 (1988.9.15.東京).

川合 満,加藤元一,倉揮卓也,久世文事,川勝一雄 :徐放性テオフィリン製剤の生物学的同等性に関する検

討.第38回日本アレルギー学会 (1988.9.28.京都).

川勝一雄,木野稔也,安場広高,川口英人,鍔田利恵子,大島駿作 :テオフィリンの体内動態に及ぼす OKY

-046の影響.第38回日本アレルギー学会 (1988.9.28.京都).

川勝一雄,中島英一,浮間平和,井狩 節,川合 満 :徐放性テオフィリン製剤の生物学的同等性に関する検

討.第10回日本病院薬剤師会近畿学術大会 (1989.1.29.大津).
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〔著 書 (分担執筆)〕

川勝一雄,谷川原祐介 :テオフィリン.掘 了平監修 ｢薬物血中濃度モニタリングのための PopulationPhar-

TnaCOkinetics入門｣p･265-275,薬業時報社,1988･

川田昌子 (共同執筆):｢呼吸器病レジデントマニュアル｣.泉 孝英,宮城征四郎編,医学書院,1988.

〔二誌 上 発 表〕

川勝一雄,武山正治,川合 満 :徐放性テオフィリン製剤の吸収特性に関する比較検討. アレルギー37(5),

256-264,1988.

Sano,M.,Kawakatsu,K.,Ohkita,C･,Yamamoto,I･,Takeyama,M･,Yamashita,H･,andGoto,M･:Effects

ofEnoxacin,OfloxacinandNorRoxacinonTheophyllineDispositioninHumans･Eur･J･Clin･Pharmacol･,35,

161-165,1988･


